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皆
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は
じ
め
に

国
際
競
争
力
強
化
は
昨
今
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
来
様
々
な
レ
ベ
ル
で
今
後
推
進

す
べ
き
施
策
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
き
た
。

ま
ず
国
土
交
通
省
で
は
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
維

持

･
強
化
と
豊
か
な
国
民
生
活
を
実
現
し
、
活
力
あ
る
日

本
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
物
流
施
策
の
総
合
的
･
一

体
的

･
戦
略
的
な
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
平
成
一
七
年
二
月
に
事
務
次
官
を
本
部
長
に
、
道
路

局
長
を
含
む
関
係
局
長
全
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

｢国
際

物
流
施
策
推
進
本
部
｣
を
設
置
し
、
荷
主
企
業
や
物
流
事

業
者
等
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
国
際
物
流
の
新
た
な
施
策

展
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
四
月
に
は

｢今
後
の
国
際
物
流
施
策
の
課
題
｣
と
し

て
中
間
的
と
り
ま
と
め
を
発
表
し
、
七
月
一
九
日
に
は
、

｢『今
後
の
国
際
物
流
施
策
の
課
題
』
を
受
け
て
の
具
体
的

施
策
の
展
開
｣
と
し
て
、
課
題
に
対
応
す
る
具
体
的
な
施

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
と
り
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、
八
月
一
二
日
に
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
及

び
道
路
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
公
表
さ
れ
た
、
｢国
土
交
通
省

重
点
施
策
｣
及
び

｢道
路
局
重
点
施
策
｣
に
お
い
て
も
、

国
際
物
流
施
策
推
進
本
部
が
と
り
ま
と
め
た
施
策
を
中
心

に
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
主
要
施
策
と
し
て
掲
げ
、
こ
れ

ら
施
策
は
、
道
路
局
の
み
な
ら
ず
国
土
交
通
省
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
昨
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢経
済
財
政
運

営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
2
0
0
5
｣
(い
わ

ゆ
る
骨
太
の
方
針
)
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
乗

り
切
る
基
盤
づ
く
り
や
民
需
主
導
の
経
済
成
長
の
下
支
え

が
重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
｢効
率
的
な
国
際
物
流

シ
ス
テ
ム
実
現
の
た
め
、
新
た
な
総
合
物
流
施
策
大
綱
を

平
成
一
七
年
中
に
策
定
し
、
毎
年
の
そ
の
政
策
効
果
を
検

証
し
つ
つ
、物
流
施
策
を
総
合
的
･
一
体
的
に
推
進
す
る
｣

こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
平
成
一
七
年
三

月
一
五
日
に
、
総

合
物
流
施
策
大
綱

(二
〇
〇
五
ー
二
〇
〇
九
)
が
閣
議
決

定
さ
れ
た

(図
1
)
。
い
わ
ゆ
る
物
流
大
綱
の
閣
議
決
定

は
、
平
成
九
年
、
一
三
年
に
続
き
三
回
目
に
な
る
。
こ
の

中
に
は
様
々
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
と
し
て
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
、
陸
海
空
の

輸
送
モ
ー
ド
の
有
機
的
連
携
に
よ
る
国
内
外
の
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
道
路
局
の
施
策
を
中
心
に
、
国
際
水
準
の



0東アジア域内物流の ｢準国内化｣
一 生産拠点、消費市場として急成長
一 距離的に国内物流と大差のない圏域

す3名鶉鰤の麓定期解の
、 経済を会の齋をや獲臘を蛾謝の進展

○京都議定書の発効の ＼○デ口を契機とした
による環境対策 セキュリティ対策

- 実効性あるC0 2排出削減
一 企業の社会的責任

一 世界的なセキュリティ対策の強化
一 安全性と効率性の両立

　 　 　　 　
(cf｢経済財政運営と槌、& 'に ‐ゞ基本方針2005｣ )　 　　 　　

,...….….…‘….
〆
。…‘……,.壽

翼 濃 鱗 滋 朧 三
- -....

濃難...…… .…
美濃絲処製鐵凝議務楼観遊泳コ顫謠灘護穢讓蘋まま穆暴露鱗藤穣翻蕊l

: ディマンドサイドを重視した効率的物流システムの実現 .
瓣糺 A N :閏係宣ぽの関係局長、引こよる会議に塞いて、今後推進すべ蓋自体約施丞を些りまとめ
○グリーン物流の推進 0国際拠点港湾･空港の機能向上 ･物液セキュリティの確保

-グリーン物流パートナーシップ会盤の活用 ･スー′く一中枢港湾における基幹航路確保策
○貨物交通のマネジメントの推進 ･大都市圏鎚点空港の整備･活用

･適切な経路･時間帯への誘導 0国内外の物流ネットワークの構築
0情報化･標準化の推進 ･陸海空の輸送モードの有籤的連携
0物流効率化を支える人材の育成等 0国際物流におけるロジスティクス機能の
0物流事業に関する施策のあり方の検討 高度化

ニースに じた}通システム

溌態状物流関係者がミ申携 ･稜饑しながら、取組の効果が最大限発揮されるよう推進
"‐…■■■"‐鴛“#‐"‐･“‐"■れ…‐■‐‐""mm……七　　　

茎…パートナーシップの構築による社会的課題への適確な対応

･･関係行政機関、民間企業等の参画によるボ刃しネックの抽出打解消

l 関係省庁の連携 協働 :…物流システムの全体効率化に向けた施策の総合的一体的館住進

鰐頤瓢冤遷 翼 :指標を用いながら施策の進捗状況を把握し、フォローアップ
0平成“年度末を目途に、指標ごとの目標設定を行うとともに、適宜指標を追加

旗祭に
A範癲 鯛 : 州 ‐アガ結果を踏まゑ 施策の見直し拡充強化笠を検討 総 毒まき“

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
の
主
な
取
組
み
を

紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
本
筑末す
る
た
め
の
主
な
取
組
み
を

の
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
に
よ
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輸
出
入
は
大
幅

介
す
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こ
と
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た
い
。

に
増
加
し
て
い
る
が
、
港
か
ら
の
陸
上
輸
送
に

=

国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
が
積
み
替
え
な
く

あ
っ
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
海
上
コ
ン
テ
ナ

通
行
で
き
る
、
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー

用
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

(フ
ル
積
載
時

"重
さ
四
四

ク
約
三
四
、
0
0
0
師
の
確
保

t
、
高
さ
四

.
一
m
)
に
よ
っ
て
お
り
、
自
動

車
輸
送
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
か

近
年
、
世
界
的
な
傾
向
に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、
日
本

し
な
が
ら
、
橋
梁
の
強
度
や
ト
ン
ネ
ル
の
高
さ 図 1 総合物流施策大綱 (2005‐2009 ) の概要

国際祭杵票準 コ ンテ ナ 車 (高 さ4 .1m、 フ ル積 載 時44 t) が、
以下の路線からなる幹維弱道扉各ネッ トワーク

① 高親袴各幹務弱道路、 直轄国道、 環状道路等の幹線道路
② q )に掲げる幹綣幕道路から空･港 ･ ･巻湾へのアクセス道路
③ ①に掲げる幹線道路から物流拠点へのアクセス道路

力ゞ、 積 み 替 えなく退留守でき る、

単
重点鞄に解消

②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 2 国際物流基幹ネットワークの概要

現在供用中の路線を対象に選定すると、鮑
2 9 0 0 0 k m のネ･ツトワ ークとたなる。

(このうち国際標準コンテナ車こが通行できたない
区間カミ47区間,約560 km )

橋梁補強･バイパス整備等により同区間を解消
(必要事業費約 a ooo値円)

特に、スーパー中枢港湾に係る区間は、概ね5
年以内に解消予定

今後中期的に整備される高規格幹線道
路等を含めると、約34.00o k m の国際物
;流基韓仝ネぃソトワークカミラ完成



の
問
題
等
に
よ
り
物
流
上
重
要
な
ル
ー
ト
上
に
お
い
て
も

通
行
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
の
区
間
が
存
在
す
る
た
め
、
汗

回
や
積
み
替
え
な
ど
に
よ
り
リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
コ
ス
ト
が

増
加
す
る
な
ど
、
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
大
き
な

表 1 国際物流基幹ネットワークとして選定する道路の基準 課 増 回 通 の

高規格幹線道路の全線
こ 題 加 や 行 間
の と 青 カミ 顕
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め

① 高規格幹線道路の全線
② 高速自動車国道とあわせて全国的な幹線道路網を構成する道路のうち、

･全国的な自動車交通網を構成する自動車専用道路である区間
よ な る み
う つ な 替
な て ど え
状 い 、 な
況 る 国 ど
に o 際 に
対 競 よ
応 争 り
す カ リ
る 強 I
た 化 ド
　 　　　 　 　

･都道府県庁所在地その他政治上、 経済上、 文化上特に重要な都市を連絡する区間
･特定重要港湾 ･重要港湾又は重要な飛行場と前述の区間を連絡する区間
但し、 以下の区間を除く。
･指定をするためにトンネルの拡幅等大規模な対策が必要な箇所について、 現時点で指定の

必要性 ･緊急性等 (※ 1 ) が十分でないと判断される箇所
※ 1…必要性 ･緊急性等の判断基準は、 並行する高規格幹線道路の有無及び大型貨物車の

通行状況等
③ ①及び②の道路の他、 都市の環状道路や高速道路へのアクセス道路等のうち、 道路管理者

が国際物流戦略の観点から重要であると考える道路

④ ①、 ②及び③の道路と物流拠点 (※ 2 ) 又は港湾 ･空港 (※ 3 ) を結ぶ道路、 及び物流拠

点と港湾等を相互に結ぶ道路のうち、 国際物流に係る輸送ニーズが極めて高いと考えられる

道路。
※ 2 …発生集中量の他、 国際貨物の取扱や地域における重要な拠点等を考慮し、 このうち

工業団地 ･物流団地等公共性が高い拠点
※ 3 …特定重要港湾及び重要港湾のうち、 外貿貨物取扱量が年間500万 t以上の港湾、 国際

貨物の発生集中量が多い物流拠点と結ばれている港湾、 総貨物取扱量が年間1,000万

t以上の港湾、 及び国際航空貨物を取り扱う第 1種空港 ･第 2種空港

国 か や る
土 ら コ た

　 　　　
省 な が 迂

※ 路線の設定に当たっては、 生活環境の観点等にも配慮するものとする。

道
路
局
で
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平
成
一
八
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六
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八
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国
際
物
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基
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ネ
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、

ト
ミ
き
¥

i
ク
を
公
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し
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図 3 国際物流基幹ネットワーク (平成17年度末現在) 関東地方整備局 (首都圏拡大図)
(現在供用中区間及び国際コンテナ通行支障区間)
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国際物流基幹ネットワーク (平成17年度末現在) 中国地方整備局
(現在供用中区間及び国際コンテナ通行支障区間)

ネ
間

に
選
定
さ
れ
て
い
る

(選
定
基
準
の
詳

霊
柩
細
は
表
1
、
選
定
例
は
図
3
･
4
)o

流
用

物
供

こ
の
う
ち
、
橋
梁
の
強
度
等
の
物
理

際
±

表 2 国際物流基幹ネットワーク総括表

道路種別 ネットワーク
延長

国際コンテナ通行支障区間

区間数 延長

中
間

用供
区

高速自動車国道
･都市高速道路 緘一般国道 約19,00o

kIII 33 皿Û同約

地方道

緘
14 鞠約

橋 如のP“約 “ 纖今後の整備予定区間
(三大都市圏原炭道路を含む高規格幹線道路十‐直轄国道)

mn〕リム"ぬ!
約 -

合 如00P鋭約 長延ク
ノ一ワトーツネ幹基流物際錮

　　

　

　
　　
　
　
　　　

図

際
コ
ン
テ
ナ
通
行
支
障
区
間
)
が
約
五

六
〇
蹴

(四
七
区
間
)
存
在
す
る

(道
路
種
別
ご
と
の
区

間
の
総
括
表
は
表
2
、
個
別
箇
所
表
は

(次
頁
)
表
3
)。

こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
緊
急
対
策
事
業

(橋
梁
補
強
や

バ
イ
パ
ス
整
備
等
)
に
よ
り
早
急
に
解
消
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
全
て
の
区
間
を
解
消
す
る
た

め
の
事
業
費
は
お
よ
そ
九
、
O
0
0
億
円
と
見
込
ま
れ
て

表 4 国際コンテナ通行支障区間の解消事業概要

対策事業別
区間数 事業費

“ 約9
,
000億円

橋梁補強等 24 繃鋤バイパス整備 M 円億"土
↓

約

高規格道路整備 〔MV 卸=̂〕QJG
′

約



表 3 国際コンテナ通行支障区間の状況及び対策
NA 国際コンテナ通行支障区間 要 因 必要な対策 備 考

蓬

1 回遊3 8号 十月寿郡満悦町共栄91~白糠郡白糠町マサルカ17一1 空間高
不足

高規格道席整備
北海道横断自動車道

重さ"指定語
高さ【米指定

2 国道2 30号 虻田郡虻m町洞爺湖温泉町へ虻田郡虻田町字泉 天災に
よる不j題

不適区間の整備
虻田IC関連事栞

重さ:指定済
高さ;末指定

3 国道3 37号 江別市王子6ー5、江別市fる山 工作物
障害

高畑格謝蹄整備
美原道路

重さ"指定済
高さ:未指定

4 国道4 53号 有床祁大滝村字蒲原へ伊達市長袖 耐荷重
不足

橋梁補強 重さ:未指定
高さ"指定済

5 道道留萌灘緯 留萌市大町1丁目92 2地先~留萌市本町2丁日2 1一1地先 工f贅勿
障害 案内標鰻の移譲

雍

6 国道7号 山形県鶴岡市温海字温福~山形県鶴岡市三満宇横町 空間高
不足

高規格道路整備
H本海沿岸東北自動車道

7 国道7号 秋田県北秋田市今泉~秋田県北秋田市緩子 空間高
不足

現道改良
龍ケタトトンネル

8 国道4 9号 福島県いわき市好間町北好I刊字清水~福島県郡山南富田町字中亀田 空間高
不足

改築事業
三和トンネル

9 国道2 8 3号 rす手県釜石市甲子町へ岩手県遠野市上郷町板沢 空間高
不足

改築事業
仙人トンネル

問
東

10 郡道環状7号線 大和火傷 耐荷重
不足

嶺梁補強
大判1大橋

11 都道環状7号線 郡大幅 耐荷重
不足 嬢接写虫

l2 同道12 2号 東京都北区【神谷~埼玉県川u市木町 耐荷重
不足

極梁補強
新荒川大幅

l3 国道24 5号 茨城県水戸市塩崎町~茨城県ひたちなか市国神前 耐荷重 橋梁巣替
渡大橋

小室 l4 国道7号 新潟県岩船郡山北町勝木地先 (勝木1･ンネル) 中間高
不足

トンネル撤去
勝木トンネル 高さ"末指定

芹土
l5 市道横山ノT濠 新潟県新潟市榎町 耐荷重

不足
橋梁票替
焼鳥橋

重さ:木,百足
高さ"末‐指定

l6 県道折潟大外環状線 新潟県新潟市前新田 線形不良バイパス整備
前新田バイハス

重さ}来指定
高さ;未指定

中
部

17 県道富加美濃線 岐阜県関市志津野~岐阜県美濃市松森 幅員狭小現道拡幅
県道富加美濃総

重さ:未指定
高さ,米指定

18 国道3 6 6号 三重県いなべ市大安町高柳~三重県四月市市上海老 幅員狭小バイパス整備
員弁バイパス

重さ:未指定
高さ:未指定

l9 国道4 73号 華岡県牧之原市来状間~箒罔県島田市金谷 幅員狭小バイパス整備
金谷相良道路

重さ,指定済
高さ:未指定

20 国道4 73号 静岡県牧之原市東菰間~静岡県牧之原市西萩間 幅員扶小バイパス整備
相良バイパス

重さ;指定済
高さ:未指定

21 国道15 2号 静岡県浜松市根噌:~静岡県浜松市齦室 (旧浜北市境) 踪形不良バイパス整備
浜北犬歯バイハス

重さ:未指定
高さヴネモ指定

齪

22 府道大阪中央環状線 大阪府守口市~大阪府摂津市 耐荷重
不足

橋案架替
鳥飼六袴

重さ"未指定
高さ;末指定

23 国道16 1号 福井県敦賀市疋田へ滋賀県境 幅員黎小現道拡幅
疋田トンネル

重さ;指定済
高さ:未指定

24 国道2 7号 福井県敦賀市岡山町~福井県小浜市湯岡 空間高
不足

ハイバス整備
美浜束ハイハス

重さ;指定済
高さ:米指定

25 国道2 7号 福井県小浜市}列国1~福井県小碇市l判滞 空間高
不足

高規格道路整倫
近畿自動車道敦賀線

重さ:指定済
高さ:末指定

26 国道2 50号 兵庫県姫路市飾磨区~兵庫県姫路市網下区 耐荷重
不足

橋梁補強
調子大橋

重さ1米指定
高さ;指定済

中

27 囮請5 3号 岡山県勝田郡奈錢町円条~鶴眠県鳥取市東町 ･Tロ 空間]高
不足

高規格道絹蝮個-｢◆ ,.," ぎil丹鉋会、
重さ"指定済

中国T即“-□"｣… 高さ:未指定

28 国道9号 島根県大田市静間町へ島根県大田市温泉津町 空間高
不足

高規格道路整伯
仁摩･温泉津道路他

重さ:指定済
高さ:未指定

29 国道18 5号 広島県東広島市安芸津町三謙~広島県竹原市竹原町 空間高
不足

バイパス整備
安芸津バイパス

重さ:指定済
高さ:未指定

国
30 市適用士元町総 広島県府中市府川町~広島県府中市府川町 耐荷重

不足
現道改良
部市計画道路朝日上通り線

重さ･未指定
高さ:未指定

31うち宍道賀平谷線 広島県安芸郡熊野町平谷へ広島県、呉市焼山中央2丁ロ 耐荷重
不足

橋梁無粋
焼山塙

質さ:末指定
高さ;指定済

32 国道19 1号 山口県長門市三隅上~山口県萩市山田 空間高
不足

高規格道路整備
歌･三隅道路

重さ"指定済
高さ"末指定

33 県道徳山字巧南鴎線 山口県岡南中千代田町、山口県周南市西新地 耐荷重
不足

楠衆補強
新聞橇

重さ:米指定

四
国

34 県道丸他詫間豊浜線 香川県仲多度郡多度津町~香川県三豊市詫間町 線形不良バイパス驚け葡
多度津西工区

35 国道3 77号 香川県仲多度郡まんのう町へ否川眼三豊市山本町 線形不良交差点改良
性文交差点

36 県道高松長尾大内線 香川県高松市松島町~香川県高松市上福岡町 幅員狭小都市計画道路福岡三谷線

37 国道3 2号 香川県仲多度郡まんのう町~徳島県号“市 空間高
不足

バイパス整備
猪ノ鼻道路

九
胴

38 国造20 1号 福岡県飯塚市大字鶴三爺164 7番3 憾罰帰一きけiソ、十鴎ニ稲子元鮎1167番L 幅員庚小バイパス滕個
鰤坪席内田用バイパス

39 最適主池猫線 福岡県大牟田市三川町~福岡県大牟田市新港町 幅員柴小新港町脇立線

40 国道3 2 6号 熊本県山鹿市鹿本町米民字上町11 12番4地先~熊本県菊池市七城町大字台 (うてな)地内 耐荷重
不足

橋梁補強、現瀘拡幅
台 (うてな)拡幅

4I 県道荒尾長洲練 熊本県荒尾市平山字西浦1963番2地先~熊本県荒尾市野原学長用125番9地先 幅員族小バイパス整備
県道荒尾長川榛

晒さ:米指定
高さ:未指定

42 国道2 17号 大分県津久見市中央町760番58~大分県、佐伯市駅、前1T日34 8 3番3地先 中岡高
不足

高規格道路紹侑
東九列自動中道

重さ:指定済
高さ;来指定

43 国道2 17号 火分県佐伯市駅前1｢目34 8 3番3地先~大分県佐伯市弥生大字小田宇イサイクマ89 1番2地先 空間高
不足

バイパス整備
佐伯弥生バイハス

重さ;指定｢曾
高さ:末指定

44 園道3号 熊本県熊本市清水町大字新地字馬立18 60一3へ熊本県熊本市新南部6- 15 7 4 幅員庚小バイハス整備
熊木北バイパス

重さ;未指定
高さ:末指定

45 国道20 3号 佐賀県唐津市養母田川原屋、佐賀県多久市東多久町大学別府 工作物
障害

高規格道路整備
佐賀店淋道路

重さ:指定済
高さ'未指定

46 国道20 5号 長山部員佐世保市大塔町l025｢艮U合う具東彼杵郡東彼杵町大字彼杵宿郷宇〉砂頭760-S 耐荷重
不足 !凄議驫 重さ:未指定

高さ;未指定
17 国道20 4号 佐賀県伊万里市黒川町大字小黒川へ佐賀県伊万里市蓮池町 耐荷重

不足
栃梁補強
黒椋じ!柩

重さ:未指定
高さ;末指定



東京国際空港

みやこおおはし

【都大橋】
東京都大田区平和島と大田区大森本町を結ぶ橋梁。床版

補強を行うことによって車両の大型化への対応を図る。
･延長: 0.4km
･事業費:6 .5億円

(うち残事業費 1. 2億円 )
･事業期間:平成15年~ 18年度
･供用予定:平成18年度

や宗とおおはし
【大和大橋】
東京都大田区東海に位置する橋梁。桁補強及び床版補強を
行うことによって車両の大型化への対応を図る。平成18年度
は桁補強工事を行う予定。
･延長: 0.2km
･事業費:0,7億円

(うち磯事業費 0 7億円 )
･事業期間:平成18年~ 20年度
事実用予定:平成20年度

【写真は大和大橋】

麒
　　　 　

　
　　

　　

-④′

　 　　　

　 　　　 　　　

(大阪府 :鳥飼大橋)

図 5 ー 1 スーパー中枢港湾に係る国際コンテナ通行支障区間の解消事例

◆概 要
府道大阪中央環状線の淀川に架かる鳥飼大橋は、近年の急激な

交通量の増加、車両の大型化等による老朽化が進行し、十分な耐
震性を有していないことや慢性的な交通渋滞が生じている。
それらの抜本的な解決を図るため、橋梁の架替事業を進めてい

る。

◆計画内容
･延長 :約0 . 5 5 k m

･事業費 :約1 50億円、うち残事業費約128億円
･事業期間;平成13年 ~ 平成26年
･供用予定;平成22年度(暫定)、平成25年度末(完成)

【鳥飼大橋】

(東京港 "都大橋、大和大橋)
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し
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が
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的
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く
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れ
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足

等
の
問
題
に
よ
り
国
際
標
準
コ
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車
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通
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る
。
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ン
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す
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図
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京
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ス
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辺
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図
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阪
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の
鳥
飼
大
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梁
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ま
た
、

弓
き
続
き
物
流
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関

係
機
関
と
協
力
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
国
際
標
準
コ
ン
テ

ナ
車
が
一
定
条
件
の
も
と
通
行
可
能
と
な
る
道
路
の
拡
大

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
上
記
の
既
存
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
約
二
九
、
0
0
0
踊
に
、
今
後
整
備
が
図
ら
れ

る
予
定
の
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
を
含
む
高
規
格
幹
線
道

路
及
び
直
轄
国
道
を
含
め
、
将
来
的
に
は
、
全
体
と
し
て

約
三
四
、
0
0
o
m
の
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

完
成
す
る
こ
と
と
な
る
。

二

高
速
道
路
の
I
C
等
か
ら
空
港
･

港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
つ
い
て

国
際
競
争
力
強
化
に
資
す
る
物
流
効
率
化
施
策
と
し

て
、
前
述
し
た
施
策
の
ほ
か
、
高
速
道
路
等
の
I
C
等
か

ら
拠
点
的
な
空
港
･
港
湾
へ
の
一
〇
分
ア
ク
セ
ス
率
の
向

上
も
引
き
続
き
推
進
し
て
い
る
。

高
速
道
路
等
の
I
C
等
か
ら
空
港
･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
は
、
物
流
戦
略
上
極
め
て
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
る

が
、
一
〇
分
ア
ク
セ
ス
率
を
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
欧
米

の
八
、
九
割
に
比
し
て
、
日
本
は
六
六
%
に
留
ま
っ
て
い

る

(平
成
一
七
年
度
末
時
点
。
図
6
)。
平
成
九
年
度
の

一
〇
分
ア
ク
セ
ス
率
が
約
三
0
%
に
留
ま

っ
て
い
た
こ
と

と
比
較
す
れ
ば
著
し
く
改
善
し
て
き
て
お
り
、
一
定
の
成

!o 道ネテセ 2006,6

バイパス整備による一般国道365号の幅員狭小区間の解消
で、滋賀県湖東及び湖北地区の物流拠点と、スーパー中
枢港湾である四日市港 ･名古屋港を結ぶ合理的なルート
を確保。

いなべ
コ国道365号員弁バイパスの整備で、 国際コンテナ通行支
障区間を解消。

0計画内容
事業名 "一般国道365馬愚者バイパス
所在地 :三重県いなべ市大安町~ 四日市市小牧町
延 長 :L = 1 2 . o k m
事業費 ;C = 約 1 8 0 億円 うち残事業費C = 約6億円
事業着手昭和59年度
供用目途:平成19年度

現道の状況(一般国道365号)

巍
遂

バ
滋
湾
保

イ

、
港
確

バ
で
柩
を

○

四日市; 狭臘大型車通行不可の表記

(三重県四日市港 :国道365号員弁バイパス)

狭隧な住宅地を通過



果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
社
会
資
本
整
備
重
点
計

〃

画
で
は
、
平
成
一
九
年
度
に
六
八
%
ま
で
向
上
さ
せ
る
こ

66

と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
道
路
の

200

拡
幅
や
交
差
点
改
良
な
ど
の
必
要
な
対
策
を
実
施
し
、
中

セ

期
的
に
欧
米
並
み
の
約
九
割
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
と
し

断

て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
で
あ
る
四
日
市
港
で
は
、
伊
勢
湾

国際競争力強化のため、高速道路等のICから拠点的な空港･港湾への10分
アクセス率を欧米並みの約9割までの向上を目指す。(H 17末で66% )

【拠点的な空港･港湾と高速道路網のアクセス状況(欧米比較)】
空港及び港湾合計

84%
　
　

　

　

飼

…
臘

國
幽
6

)

岸
自
動
車
道
み
え
川
越
I
C
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に

港
%

鑓

･鐵
鋼
嶬
憑釀
鬮
鬮
鬮
奪幽
圏
◎

珠

j

,

;
(

′
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'

(

、
,
′

及
8

袋

甜

お
い
て
物
流
車
両
と
一
般
交
通
が
輻
輳
し
、
港
を
中
心
と

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

年間500万t以上の堕要港湾及び特定重要港湾
(国際コンテナ航路、国際フェリー鯨脇及び内費ユニット航路の
いずれも設定されていないものを除く)。

.欧州/総貨物取扱量が年間LOOO万t以上の港湾。
:米国/総貨物取扱量が年間1,000万t以上又は国際貨物取扱量が
年間500万t以上の港湾。

メリカH13末) 欧州(H13末) 日本(H17末)
注)対象空港:日本/第1種空港及び国際定期便が就航している第2種空港。

:欧米/国際定期便が就航している空港。対象港湾"日本/総貨物取扱攪が年間亀000万t以上又は国際貨物取扱母が

お
い
て
物
流
車
両
と
一
般
交
通
が
輻
輳
し
、
港
を
中
心
と

し
て
激
し
い
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
が
、
東
名
阪
自

動
車
道
四
日
市
東
I
C
か
ら
四
日
市
港
へ
向
か
う
主
要
地

方
道
上
海
老
茂
福
線
を
4
車
線
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

〇
分
以
内
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る

(平

成
一
八
年
度
供
用
予
定
)。
ま
た
、
交
通
流
の
分
散
に
よ

り
現
行
ル
ー
ト
の
混
雑
も
緩
和
さ
れ
、
走
行
速
度
の
向
上

に
よ
り
交
通
の
円
滑
化
が
見
込
ま
れ
る

(図
6
)。
ま
た
、

昨
年
度
一
〇
分
ア
ク
セ
ス
を
達
成
し
た
、
三
ヵ
所

(新
潟

空
港
、
苅
田
港
、
清
水
港
)
の
う
ち
、
清
水
港
で
は
、
国

艶

鱗

椒

骸

空
港
、
苅
田
港
、
清
水
港
)
の
う
ち
･

清
水
港
で
は
･

玉

9
…
鯛

勢
“

ク

道
一
号
静
清
バ
イ
パ
ス
の
交
差
点
に
お
い
て
右
折
レ
ー
ン

図 6 空港 ･港湾アクセス道路の整備

を
一
車
線
か
ら
二
車
線
に
拡
幅
し
た
こ
と
が
達
成
に
つ
な

-

-

溌

‐
搖

-

-

;

が
っ
た

(図
7
)。

　

　

　

　

　

　

　

こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
整
備
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
向
上
に
つ

い
て
も
様
々
な
対
策
を
実
施
し
、
効
率
的
な
施
策
の
推
進

を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
空
港
･
港
湾
周
辺
の
状
況
に
よ
っ
て
は
ハ
ー

ド
整
備
に
よ
る
改
善
が
困
難
な
箇
所
も
あ
る
が
、
こ
の
よ



東名阪自動車道 四日市東lC

う
な
箇
所
に
つ
い
て
も
信
号
制
御
の
調
整
等
の
ソ
フ
ト
施

策
を
含
め
て
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
空
港

･

港
湾
ア
ク
セ
ス
の
着
実
な
向
上
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

国
際
競
争
力
強
化
を
図
る
上
で
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
重

要
性
は
、
新
経
済
成
長
戦
略
中
間
取
り
ま
と
め

(平
成
一

八
年
六
月
九
日
経
済
産
業
省
)
で
も
指
摘
さ
れ
、
今
般
政

府
･
与
党
で
検
討
中
の
経
済
成
長
戦
略
大
綱
の
策
定
に
当

た
っ
て
も
、
北
側
国
土
交
通
大
臣
及
び
二
階
経
済
産
業
大

臣
に
よ
る
合
意
事
項
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後

施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
等
も
十

各種施策を組み合わせることにより、効果的にアクセス道路を整備

【四日市港(Ht8達成予定)】

幸港湾アクセス道路の拡幅(2車→4車) l

7 10分アクセス達成事例

l 右折専用車線の増設 l



道路局地方道 ･環境課道路交通安全対策室

圓

圓

撮影スポットがセットになっ燈、

を撮る′℃◎キング 『こる 麒』 を
ムベージに全国で852ヵ所掲載しまし燈 !

写真を撮るパーキング

安全な朧草場と、そこから
　

　　
　　

　
　

う
N

が
ツ

　

　　　が
　
　　ツ

鬮

圓

あ
な
た
の
お
す
す
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
駐
車
場

と
セ
ッ
ト
で
全
国
に
紹
介
し
ま
せ
ん
か
?

道
路
局

で
は

｢と
る
ぱ
｣
を
全
国
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
休
日
の
ド
ラ
イ
ブ
、
せ
っ
か
く
の
美
し
い
風

景
を
楽
し
め
る
場
所
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
り
、
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
や
駐
車
場
を
探
す
た
め
に
脇
見
運
転
や
路

上
駐
車
な
ど
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

写
真
を
撮
る
パ
ー
キ
ン
グ

｢と
る
ぱ
｣
は
、
み
な
さ
ん

か
ら

｢安
全
な
駐
車
場
と
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
等
｣
を
投
稿

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
迷
走
運
転
や
迷

惑
駐
車
の
防
止
、
こ
れ
に
と
も
な
う
渋
滞
･交
通
事
故

の
減
少
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
か
ら

｢安

全
な
駐
車
場
｣
｢そ
こ
か
ら
歩
い
て
行
け
る
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
｣
に
関
す
る
情
報
と

｢美
し
い
風
景
写
真
｣
を
受

け
付
け
、
道
路
管
理
者
等
に
よ
り
駐
車
場
や
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
周
辺
の
安
全
性
等
の
現
地
確
認
等
を
行
い
、
ふ
さ

わ
し
い
箇
所
に
つ
い
て
、
順
次
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携

帯
電
話
を
用
い
て
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
現

地
に
は
各
道
路
管
理
者
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
｢P
｣

の
駐
車
場
マ
ー
ク
に
カ
メ
ラ
マ
ー
ク
を
加
え
た

｢と
る

ぱ
標
識
｣
や

｢案
内
板
｣
な
ど
の
設
置
も
順
次
行
い
ま

す
。

｢と
る
ぱ
｣
は
、
地
域
や
沿
道
の
方
々
、
地
域
振

興
、
観
光
振
興
等
に
取
組
む
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
、

普
及
や
魅
力
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
頂
い
て
き
た
情
報
は
、
安
全
性
等
の
確

認
を
行
っ
た
う
え
で
、
六
月
五
日
ま
で
に
、
既
に
掲

載
済
み
の
九
州
の
と
る
ぱ
三
七
二
ヵ
所
に
、
そ
の
他

の
地
域
で
四
人
0
ヵ
所
を
加
え
、
全
国
で
八
五
二
カ

所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
頂
い
て
い
る
応

募
を
順
次
追
加
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
と
る
ぱ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、

各
と
る
ぱ
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
お
す
す
め
度
評
価
の
投

票
ツ
ー
ル
を
設
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
投
票
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
皆
様
の
投
票
を
蓄
積
し
、

お
す
す
め
度
や
ア
ク
セ
ス
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い

て
も
情
報
提
供
を
予
定
し
て
い
き
ま
す
。

｢と
る
ぱ
｣
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
郵
送

で
簡
単
に
投
稿
で
き
ま
す
。

ふ
る
っ
て
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

(耳
君
"
ぢ
巳
巴
pを
)
に
ア
ク
セ
ス
し
投
稿
し
て

下
さ
い
。

*癰



圓 写真翻るバ‐キング 幽鬮醸群
『とるぼ』 とは、

･安全な駐車場と、 そこから歩いて行ける撮影スポットのセットです。
･みなさんから、 とるば情報を投稿していただき、 ホームページ等で紹介しなが

ら、 地域の活性化につなげていくものです。
･とるぱの情報提供を行うことにより、 迷惑駐車や迷走運転の防止、 これにとも

なう渋滞 ･交通事故の減少も期待されます。

◆ ｢とるば｣ ホームページ

とるばトップべoージ

　　 　 　　　　　　　

礬嚢賞遼灘濃皺鳶謎減燧淺難繁麓淺鱗繊麗睫箋も

　　　　　　 　 　
　 　

　　 　　　　　
　　　　 　

　　　　　　
　 　　　

軽日枅九緋とあげに加え全国で480潮前のとゐむ;を搦鞭しまし脊。
　　　　　　　　　　
おすすめ腹の投需愕能を填れq倶しました。2006/06/01

　
とるば検索画面

　　　　　　　　　
y郷搦影期漿号が愛欲ささ‘もかかれミ啄べべき狄きざハノノ、ソダノ

　　　　　　　　　　

推奨環境

鬮國獨 釀名 嚢 6月5碗ち･鋼 αる嬢掲隷し･輳索できるおになりました!

　　　　　　　　　 　　　　
　　　　　　　　

趙訳してくたでい〉

　　　　　　　　　　　　

薩醒J鰻語箋
･ 野漕縞県名窪め童糟蝉を焔訳Y l摸髯 l

　　　　　　　　　
　　　　　　

　　圓圓圓轤露鬮 ヌこのトムやジー3ぶ3さまからの投は基づき‘糺てぃます駐車協髻の利用にぁたつ

I
ヤ

“ 道々テセ 2006.6



とるば検索画面

鬱藤蘂詫絵袋彩讓談お総蒸湖 隷がちぢだ酸察濡撚ぬがき｣ ^ ‐
,丸, , , 綸^ #彎

　
　
　

　

鱒
-

とるば詳細画面

圓1廳鰈鱸臟 ◎蹴‘

廳嶬朧朧薹獲麟寵釀鬮讓鱸讓讓鬮榊

躍撮罷スポット情報
名称 立山稗峰と海玉丸

婦罷日 2006年12月1日

スポット情報

おすすめ時期 冬~ 春

コメント

許車盪情報
名称 海玉丸パーク

交通アクセス - 鰻県道堀岡新明神･熊町線海主丸駅交差点より北へBOO甜
利用料金 無料

駐車台数 約6田舎 (大型車"約7台 巍･陣着用話鼾台)

トイレ 有

身障者用トイレ 有
※画懐の無断転載、転用を禁じます。
導上馬｢刑柘し劫にコては、窒主に注幽するとと奄に、他の利用書四方曲良く興コても、岸把は煮よう、ゴ主
題挫け猫で蕾寮行わないよう冤奮コけましょう.

※ 各地方整備局により、内容やデザインは異なっています。

道イテセ 2006,6 6



○今回、 全国展開されたのに合わせ、 各とるぱの詳細情報のページにおすすめ度評
価の投票ツールを設けました。 今後、 皆様のおすすめ度やアクセス数のランキン

グについても情報提供をしていきます。

おすすめ度の投票画面 (例)

　 　　　　　　　
条 が

〒窓叙き疵ひ
も
礬 そご‐べき

　　　　　
　
　 　　　　　　

　　　　　　　　 　

　　　　 　 　　　 　
　 　 　

tこの‐ の詳しいl吾萃潮ば
ここをクリックしてください]

各とるぱの平均のおすす
め度合を☆印表示予定

一般の方から、 ホームペ

ージ上で各とるぱのおす

すめ度を 5段階で投票し
ていただけます

○とるばホームページと問い合せ先一覧
･地域別のホームページでは、とるぱに関する地域独自の様々な情報を紹介しています。
･地域によっては、 フォトコンテストなどのイベントも実施しています。
･郵送での投稿は、 各地域のホームページ ･問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

全 国 とるば総合サイト hnp:メソtorupa.ip (パソコン用)

m tp:インm o bile .torupa.ip (携帯電話用)

道路局 地方造 ･環境課 道路交通安全対策室 Te E 03‐5253‐81u (代)

北海道 ビューポイントパーキング (とるぱ) http:!′scenic bynyVayho kka id o .torupa.ip
北海道開発局 建設部 道路計画課 Tel :011‐709‐2311(代)

東 北 藁北とるば http:!′to hok u .torupa.ip

東北地方整備局 道路部 道路計画第二課 Tel :022‐225娑l71(ft )

関 東 開票とるば http:"ka nto .torupa,jp
関東地方整備局 道路部 道路計画第二課 でe E 048‐601‐3151(ft )

北 陸 よりみちとるぱ m p:“yorim ich i.torupajp
北陸地方整備局 道路部 道路計画課 Te E 025‐280‐8880(代)

中 部 中部とるば m p幻Chubu ,torupa.ip

中部地方整備局 道路部 計画調整課 Tel :052‐953‐8119(代)

近 畿 近畿とるば http幻kinki.torupaJP
近畿地方整備局 道路部 道路計画第一課 Tel :06‐6942‐1141(‘t )

中 国 中国とるば http:"C h ugo ku .torupa ip

中国地方整備局 道路部 道路計画課 Tel :082‐221‐9231(代)

四 国 四国とるば 熊野"shiko ku.torupa

四国地方整備局 道路部 道路管理課 Tel

P

087-851-806l(代)

九 州 九州とるば m p:"kyusyu ,torupa.jp
九州地方整備局 道路部 道路計画第二課 Te E O924 7l‐633l(代)

沖 縄 沖縄とるば m tp幻okina w a .torupa,jp

沖縄総合事務局 開発建設部 道路建設課 Tel ;098‐866‐003l(代)



九州地方整備局道路部

鬮

鬮

九州とる鰍
フ宥トコンテスト

臺

圓

~ 九州地方整備局では、 と都まフォトコンテストを実施しています ! ~

◆
第
二
回
九
州
と
る
ぱフ

オ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
◆

第
二
回
九
州
と
る
ぱ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

を
平
成
一
人
年
三
月
に
開
催
し
、
三
五
九
作
品
の
中

か
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ

一
作
品
、
優
秀
賞
三
作
品
、
特

別
賞
七
作
品
、
道
の
駅
賞
二
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
第
三
回
九
州
と
る
ぱ

一
九
年

一
月
三

一
日
ま
で
募
集
中
で
す
。

九
州
と
る
ぱ
で
は
、
九
州
内
の
安
全
に
駐
車
で
き

る
駐
車
場
と
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
い
け
る
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
を
セ
ッ
ト
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
の

途
中
で
見
つ
け
た
と
っ
て
お
き
の
美
し
い
風
景
、
地

元
の
人
だ
け
が
知
っ
て
い
る
素
敵
な
景
色
を
写
真
に

撮
っ
て
、
最
寄
り
の
駐
車
場
情
報
と
一
緒
に
お
送
り

下
さ
い
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
中
◆

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

瀞
琶
詳
言
の"
･o日
も昌
三

　　　　　分
　
　

第
三
回
九
州
と
る
ぱ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
平
成

【第2回九州とるばフォトコンテスト入賞作品】

ブ
ぬ

　
　

　

　

　
　　



◇ 優 秀 賞 ◇

『蛇淵の滝 (春)』 蛇淵の滝キャンプ場
(福岡県犀川町)

『早春の池田湖』
池田湖パラダイス駐車場

(鹿児島県指宿市)

『由布川峡谷』 由布川峡谷猿渡橋
(大分県由布市)

影 道行セ 2006,6



地域の魅力を魔見l!駐車蝸と撮霰スポットがセットになった擬所

フォトスポット&パーキング『とるば』は写真を撮るパーキング
安全な廳箪場と、そこから歩いていける攝能スポットのセット

【聽繁内喜1
eフォトスポット&パーキング｢九州とる‘#｣の窮3回フォトコンテストを開催します!
e剪鯛期間は中威18年3月1日から平成-9年1月31日までです。
e｢九州とるばJでは、九州内の安全に駐車できる駐車孵とそこから歩いていける撮影スポットをセットで寡策します,
のあなたが知っているドライブの逮中で見つけたとっておきの奬しい国母、地元の人だけが知っている蜜敵な餓色を写概
に握って、一番近くの駐車蟻情報といっしょに送ってください。
erとるば｣は、次の2つの栄件を備えているところとします。
･搦彫蠣所(フォトスポット努鰯れた景観が有り、観光客の方が写藺褥影を楽しめるところ
･駐車蠣(パーキング事安全･快邇に駐車で菰そこから撮影隅所に歩いていけること

のま襞繃は｢九州とるば｣ホームページから.またはプリント作品の郵送高郷がで砦ます。
※当コンテストは、九州内(沖縄除く)に限ります。
※九州以外の地鰭でも｢とる;#｣情報を弱餓していますl詳しくはr全国版と劉熱ホームページをこ臓ください。
r全国版と慰義ホームページ h“p;/“o彬paJp/

. ‘ ′

　　　　　　
ね･脳 ~ hん
　　　　　　　　
　　 　　　　　
　　　　　　　　　　 　

　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　}ぬケ“と& ぐ 、ぃ寿が澂

　 　　　　　　　　　　　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ミこの解が詠がち"
　　　　　　　　　　

【薄蕩資格】
eプロ･アマチュアを問わず、と意たでもこ肱篝いただけ減す。
【覊餓テーマの例】
e自然慨蟹(海･山･花･朝焼け･夕焼けなど)
6文化的緑観(綴蹄、文化選産、史爵など)
の都市景観(街藝み.夜需、隔漿、逆醸など)
※人物が写っている燭台は、肖像権帳誓鉾の問題が発生する織れが
あるため、対猿外とします.

【役務に圓する注憲事項】
の揖穢された甥肉･国齢の増作権は投稿者錨人に寓しますが、自由に
使用する権利については、事務局である逆守九州会滋に鰯屈するもの
とします。
創始演した時点で、事務局もしくは事撥崗の同意を待た者が、と投籏い
ただいた事蔑のすべてまたは一部を、ホームページや拐帯サイトでの情
報提供、ポスター･チラシへの掲載、事務扇主催の展示などにおいて、
自由に使用することに同意したものとみなします。
の投稿できる写真は、投稿者本人が鰐彫したもの、もしくは、授稿者が
著作権･使用権を待つものに頤ります。
e rとるぱ｣のホ-ムベ-ジ上で既に紹介きれているスポットから組乾し
た作品も第3回コンテストの対象とさせていただきます。
@他のフォトコンテスト･コンペ等での受賞作品が授篇きれた堝合、｢とる
ば｣ホームページでの紹介は行いますが、当コンテストの斜踰外とさせて
いただきます。また、過去の九州とるばフォトコンテストに瞑に応募され
ている作品についても当コンテストの対象外とさせていただきます。
の煙戦する蝦夷については、事務局がテーマにふさわしいものを選ぶこ
ととします.ご了承ください9
@と入力いただ啓ましたお名前などの圏人情雑につ湾ましては,椰窃局
のプライバシーポリシ-に従い、費任を!奪って管理するものとします。

【審査･結果発表】
の事務局、プロカメラマンによる厳正な審査のうえ、平成19年3月末までに｢九州と都議のホームページ上で発表します。
第3回コンテストも鞭華賞品を用籟していますl
e受賞者以外の作品もホームページ上でご鰐介していきますので、ふるってご応輯ください。

九州とるばフォトコンテストパンフレット

　　　　　　　　　
ペミ為り 篩同市博多区博多駅東2‐乍0‐7

国土変逡総TELO92-471‐633l FAXO92‐476【3518

とるばホームハージ･とるfは情報については
｢廼台九州会議｣事務局

〒812-001l
福岡市薄多区博多駅前l斗9-3
TE七092‐473‐1057 FAXO92‐475‐0533
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遭
騰
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
醐
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
喚
正
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

菅
原

晋
也

一
は
じ
め
に

平
成
一
人
年
三
月
二
八
日
に

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等

の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
月
三
一
日
に
政
令
第
一
三

一

号
と
し
て
公
布
、
同
年
四
月
一
日
付
け
で
施
行
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
上
記
政
令
の
改
正
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

二

現
行
制
度
の
概
嚢

道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

(昭
和

三
三
年
法
律
第
三
四
号
。
以
下

｢法
｣
と
し
ま
す
。)
は
、

全
五
条
か
ら
な
っ
て
お
り
、
道
路
の
交
通
の
安
全
の
確
保

と
そ
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
改
善
に

資
す
る
た
め
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等
に
関
す
る
特
例
を

定
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
法
第
三
条
第
一
項
に
お

い
て
、
政
府
は
、
揮
発
油
税
収
入
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ

ス
税
収
入
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
合
算
額

(以
下

｢揮
発
油
税
収
等
｣
と
し
ま
す
。)
を

｢道
路
整
備

費
｣
の
財
源
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
記
の

｢道
路
整
備
費
｣
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
道
路

の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕
の
実
施
に
要
す
る
国
が

支
弁
す
る
経
費
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
道
路
特
定

財
源
の
使
途
の
多
様
化
を
図
る
た
め
、
平
成
一
五
年
に
法

の
一
部
改
正

(社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(平
成
一
五
年
法

律
第
二
一
号
こ
が
行
わ
れ
、
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維

持
及
び
修
繕
に
関
す
る
事
業
に
密
接
に
関
連
す
る
環
境
対

策
事
業
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
事
業

(以
下

｢密
接
関

連
事
業
｣
と
し
ま
す
。)
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁
す

る
経
費
が
対
象
と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た

(法
第
二
条
)。

密
接
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
、
E
T
C

の
高
度
化
に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業
や
無
電
柱
化
の
推

進
に
必
要
な
調
査
を
行
う
事
業
、
踏
切
警
報
機
等
の
高
度

化
に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業
、
高
速
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業
な
ど
九

事
業
が
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施

行
令

(昭
和
三
四
年
政
令
第
一
七
号
。
以
下

｢令
｣
と
し

ま
す
。)
第
一
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
な
お
、
密
接
関
連
事
業
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁

す
る
経
費
は
、
一
般
会
計
で
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

三

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
一
人
年
度
予
算
に
お
い
て
新
た
に
認
め
ら
れ
た
事



業
で
、
揮
発
油
税
収
等
を
充
当
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
も
の
、
又
は
今
後
揮
発
油
税
収
等
の
充
当
の
対
象
と

な
り
得
る
も
の
は
以
下
の
1
か
ら
8
の
事
業
で
あ
り
、
今

般
の
改
正
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
密
接
関
連
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ー

低
公
害
車
普
及
促
進
対
策

(令
第
一
条
第
二
項
第
一
号
関
係
)

【平
成
一
八
年
度
予
算
…
二
、
四
一
二
百
万
円
】

勒
(二
酸
化
窒
素
)
や
S
P
M

(浮
遊
粒
子
状
物
質
)

な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
問
題
は
、
自
動
車
踰
,
P
M
法

(※
1
)
の
対
策
地
域
を
含
め
て
も
、
全
国
的
に
は
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
局
所
的
に
見
る
と
、
依
然

大
気
汚
染
状
況
が
厳
し
く
、
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
な

い
観
測
局
が
存
在
し
ま
す
。
こ
う
し
た
大
気
汚
染
の
効
果

的
な
改
善
を
一
層
図
る
た
め
に
は
、
特
に
峰

p
M
の
排

出
が
多
い
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
を
有
す
る
道
路
運
送
事
業
者

等
に
対
し
て
、
低
公
害
車
の
導
入
等
の
た
め
に
必
要
な
資

金
の
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
低
公
害
車
の
普
及
を
促

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
号
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
低
公
害
車

(踰
･
P
M
の
排
出
の
抑
制
に
資
す
る
自
動
車
)
の
購
入

や
当
該
自
動
車
と
す
る
た
め
の
改
良
で
、
一
般
乗
合
旅
客

バ
ス
事
業
者
等
に
よ
る
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
の
用
に
供

す
る
も
の
の
た
め
に
行
う
も
の
に
対
し
て
助
成
を
行
う
事

業
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

低
公
害
車
等
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
渋
滞

の
原
因
と
な
る
交
差
点
の
立
体
化
等
に
加
え
て
、
道
路
の

沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
条
文
中
の

｢窒
素
酸
化
物
又
は
粒
子
状
物
質
の

排
出
の
抑
制
に
資
す
る
自
動
車
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
も
の
｣
に
つ
い
て
は
、
告
示

(※
2
)
に
お
い
て
、

①
C
N
G

(※
3
)
バ
ス

･
ト
ラ
ッ
ク
、
②
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
バ
ス
･
ト
ラ
ッ
ク
、
③
新
長
期
規
制

(※
4
)
適
合
バ

ス

･
ト
ラ
ッ
ク
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
条
文
中
の

｢国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
者
｣
に

つ
い
て
も
、
前
述
の
告
示
に
お
い
て
、
①
道
路
運
送
法
第

九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
者
、
②
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

(平
成
元
年
法

律
第
八
三
号
)
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
(助
成

対
象
を

｢
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
そ
の
他
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
者
に
よ
る
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送

の
用
に
供
す
る
た
め
に
行
う
も
の
｣
に
限
っ
た
理
由
と
し

て
は
、
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
る
雨
.
p
M
の
排
出
の
抑

制
の
効
果
が
特
に
高
い
と
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。)

2

道
路
交
通
関
係
鮠
削
減
施
策
へ
の
国
民
参
加
促
進

(第
二
号
関
係
)

【平
成
一
八
年
度
予
算
…七
二
五
百
万
円
】

地
球
温
暖
化
問
題
は
人
類
の
生
存
基
盤
に
関
わ
る
最
も

重
要
な
環
境
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
解
決
を
目
指
し

て
一
九
九
七
年
に
採
択
さ
れ
た
京
都
議
定
書

(二
〇
0
五

年
二
月
に
発
効
。)
に
お
い
て
は
、
我
が
国
に
つ
い
て
温

室
効
果
ガ
ス

(⑩
、
メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
)
の
六
%
削
減
が

法
的
拘
束
力
の
あ
る
約
束
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

本
号
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
京
都
議
定
書

目
標
達
成
計
画

(※
5
)
に
定
め
ら
れ
た
⑩
の
排
出
削
減

一

特
定
自
動
車

命
至
素
酸
化
物
又
は
粒
子
状
物
質

の
排
出
の
抑
制
に
資
す
る
自
動
車
と
し
て
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。)
の
購
入
又
は
特
定
自
動
車
以
外

の
自
動
車
を
特
定
自
動
車
と
す
る
た
め
の
改
良
で

あ
っ
て
、
道
路
運
送
法

(昭
和
二
十
六
年
法
律
第

百
八
十
三
号
)
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般

乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
そ
の
他
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
者
に
よ
る
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送

の
用
に
供
す
る
た
め
に
行
う
も
の
に
対
し
て
助
成

を
行
う
事
業

二

公
共
交
通
機
関
の
利
用
そ
の
他
自
動
車
の
連
行

に
伴
い
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
抑
制
に

資
す
る
国
民
の
活
動
を
促
進
す
る
方
策
に
関
す
る

調
査
を
行
う
事
業



目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
な
ど
自
動
車
の
運
行
に
伴
い
発
生
す
る
⑩
の
排

出
抑
制
に
資
す
る
国
民
の
活
動
を
促
進
す
る
方
策
に
関
す

る
調
査
を
行
う
事
業
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
具

体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
、
広

報
活
動
の
手
法
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
整
備

等
に
よ
る
渋
滞
対
策
に
加
え
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
国
民
の
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
か
ら
発
生
す
る
鮠
の
排

出
量
を
削
減
し
、
道
路
環
境
の
改
善
を
図
り
、
ひ
い
て
は

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

3

美
し
い
景
観
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

｢日
本
風
景
街
道
｣
の
促
進

(第
五
号
関
係
)

【平
成
一
八
年
度
予
算
…
七
五
百
万
円
】

近
年
に
お
け
る
個
人
の
余
暇
時
間
の
拡
大
、
価
値
観
の

多
様
化
に
伴
い
、
道
路
を
走
行
す
る
、
見
る
、
体
験
す
る
、

知
る
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
動
き
も
多
く
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
幅
広
い
機
能
を
有
す
る
道
路
空
間
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
背
景
か

ら
、都
市
部
や
郊
外
部
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
て
、

地
域
固
有
の
景
観
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
美
し
く

味
わ
い
の
あ
る
道
づ
く
り
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
号
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
美
し
い
道
路

空
間
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

｢日
本
風
景
街

道
｣
(※
6
)
に
お
い
て
、
N
P
O
等
の
地
域
の
活
動
主

体
が
行
う
植
栽

･
維
持
管
理
な
ど
の
道
路
及
び
そ
の
沿
道

の
修
景
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
行
う
事

業
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

N
P
O
等
の
地
域
の
活
動
主
体
が
行
う
植
栽

･
維
持
管

理
な
ど
の
道
路
及
び
そ
の
沿
道
の
修
景
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
道
路
及
び
そ
の
沿
道
に
お
け
る
良
好
な
景

観
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
本
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
令
第
一
条
第
二
項
第

四
号
の
事
業

(鑑
器
鞄
柱
化
の
推
進
)
は
、
本
号
の
事
業
に

含
ま
れ
ま
す
。

4

道
路
交
通
適
正
化
の
た
め
の
公
共
交
通
利
用
促
進
施
策

(第
七
号
.第
八
号
関
係
)

【平
成
一
八
年
度
予
算
…
二
五
0
百
万
円
】

近
年
、
道
路
交
通
を
補
完
し
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い

公
共
交
通
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
公
共
交
通
が
L

R
T
で
す
。
L
R
T
は
、
□
鱒
耳
男
色

弓
橙
扇
ご
の
略
で
あ

り
、
低
床
式
車
両
の
活
用
や
軌
道
･
電
停
の
改
良
に
よ
る

乗
降
の
容
易
性
、
定
時
性
、
速
達
性
、
快
適
性
な
ど
の
面

で
優
れ
た
特
徴
を
有
す
る
次
世
代
の
軌
道
系
交
通
シ
ス
テ

ム
を
意
味
し
ま
す
。
L
R
T
の
整
備
効
果
と
し
て
は
、
交

通
環
境
負
荷
の
軽
減
、
交
通
転
換
に
よ
る
交
通
円
滑
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
魅
力
あ
る
都
市
と
地
域
の
再
生
が
可

能
と
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
号
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
軌
道
事
業
の

用
に
供
す
る
車
両
の
位
置
、
発
着
時
刻
な
ど
の
連
行
状
況

に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
L
R
T
の
利
用
者
等
に
対
し

う^ "片々二お (ハハここ

五

道
路
の
地
上
に
お
け
る
電
線
及
び
こ
れ
を
支
持

す
る
電
柱

(以
下
こ
の
号
に
お
い
て

｢電
線
等
｣

と
い
う
。)
の
撤
去
の
推
進
そ
の
他
道
路
及
び
そ

の
沿
道
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
推
進
に

必
要
な
調
査
並
び
に
電
線
等
の
撤
去
の
推
進
に
必

要
な
技
術
の
開
発
を
行
う
事
業

七

駐
車
場
に
お
け
る
自
動
車
そ
の
他
の
車
両
の
出

入
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
又
は
駐
車
場
の
利
用
に

関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
の
高
度
化
に
関
す
る
調
査
並
び
に
こ
れ
ら
の
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
う
事
業

人

軌
道
法

(大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
)
に
よ

る
軌
道
事
業
の
用
に
供
す
る
車
両
の
位
置
、
発
着

時
刻
そ
の
他
の
連
行
状
況
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
、
及
び
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る

調
査
並
び
に
当
該
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
対
し
て
助

成
を
行
う
事
業



て
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

(L
R
T
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

6

道
路
交
通
円
滑
化
の
た
め
の
バ
ス
･
鉄
道
共
通
I
C

ム
等
)
の
整
備
に
関
す
る
調
査

(実
証
実
験
)
や
当
該
シ

カ
ー
ド
に
寸
す
る
爺

口

プ

ロ

謁
系

ス
テ
ム
の
導
入
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
L
R

T
停
留
所
等
周
辺
の
駐
車
場
の
車
両
の
出
入
口
を
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
に
関
す
る
調
査

(実
証
実
験
)
や

当
該
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
対
す
る
助
成
を
行
う
事
業
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
L
R
T
等
の

利
用
を
促
進
し
、
自
家
用
車
の
利
用
台
数
を
抑
制
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
道
路
交
通
の
容
量
を
拡
大
し
、
も
っ
て
道

路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
本
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
令
第
一
条
第
二
項
第

六
号
の
事
業

(I
T
技
術
を
活
用
し
た
駐
車
場
シ
ス
テ
ム

構
築
)
は
、
改
正
後
の
第
七
号
の
事
業
に
含
ま
れ
ま
す
。

5

環
境
負
荷
低
減
プ
ロ
ー
ブ
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

観
光
客
の
移
動
円
滑
化
の
た
め
の
道
路
案
内
シ
ス
テ
ム

の
開
発
･
普
及

(第
一
〇
号
関
係
)

【平
成
一
人
年
度
予
算
…
そ
れ
ぞ
れ
一
、
0
O
〇
百
万

円
･
二
五
〇
百
万
円
】

カ
ー
ド
に
対
す
る
総
合
支
援
(第
三
一号
関
係
)

【平
成
一
人
年
度
予
算
…
三
、
0
O
0
百
万
円
】

十
二

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
旅

客
の
運
賃
又
は
料
金
の
収
受
シ
ス
テ
ム

(集
積
回

路
を
内
蔵
す
る
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
も
の
に
限

る
。)
の
高
度
化
に
関
す
る
調
査

(当
該
一
般
乗

合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
停
留
所
及
び
そ

の
周
辺
の
道
路
交
通
の
円
滑
化
に
必
要
な
も
の
に

限
る
。)
を
行
う
事
業

道
路
交
通
の
円
滑
化
の
た
め
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の

一
層
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

一
般
自
動
車
と
と
も
に
自
動
車
交
通
を
構
成
す
る
バ
ス
に

お
い
て
は
、
料
金
支
払
い
に
よ
る
バ
ス
停
周
辺
に
お
け
る

渋
滞
を
発
生
さ
せ
る
な
ど
の
課
題
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
解
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
号
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
I
C
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
乗
合
旅
客
バ
ス
の
運
賃
又
は
料
金
の
収
受
シ

ス
テ
ム
の
高
度
化
に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

バ
ス
I
C
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
の

高
度
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

⑩
の
削
減
な
ど
、
道
路
環
境
の
改
善
の
た
め
に
は
、
渋

滞
･
規
制
情
報
等
を
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道

路
の
利
用
者
の
適
切
な
経
路
選
択
を
可
能
と
し
、
道
路
交

通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

こ
の
た
め
本
号
は
、
プ
ロ
ー
ブ
情
報

(車
両
を
通
じ
て

収
集
さ
れ
る
位
置

･
時
刻

･
路
面
状
況
等
の
デ
ー
タ
)、

そ
の
他
の
手
段
を
用
い
て
収
集
し
た
渋
滞
情
報
や
道
路
上

の
障
害
物
、
路
面
の
凍
結
、
道
路
工
事
、
道
路
規
制
と
い

っ
た
道
路
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等
を
通
じ
て
、
自
動
車
の
運
転
者
等
に
提

供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
本
事
業
に
よ
り
、
道
路
上
の
障

害
物
や
路
面
の
凍
結
等
に
関
す
る
情
報
や
渋
滞
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
道
路
の
利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
道
路
交
通
の
容
量
を
拡
大
し
、
も
っ
て
道
路
交
通
の

円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
号
は
、
携
帯
電
話
や
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
観
光
客
の
一
人
歩
き
や
自
動
車
に
よ

る
移
動
を
支
援
す
る
た
め
の
案
内
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
に

関
す
る
調
査
を
行
う
事
業
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
観
光

立
国
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
理
に
不
案
内
な
観

光
客
が
安
心
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
観
光
客
の
移
動
円
滑
化
に
資

す
る
案
内
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
の

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

十

路
面
そ
の
他
の
道
路
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を

収
集
し
、
及
び
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

(携
帯
し
、

又
は
自
動
車
に
装
着
し
て
使
用
す
る
画
像
表
示
用

装
置
を
利
用
す
る
も
の
に
限
る
。)
の
高
度
化
に

関
す
る
調
査
を
行
う
事
業



①

料
金
支
払
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
バ
ス
の
乗
降
時
間

の
短
縮
に
よ
り
、
バ
ス
停
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る

い
わ
ゆ
る
バ
ス
待
ち
渋
滞
を
緩
和

②

公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
の
利
用
の
促
進
に
よ

っ
て
、
自
家
用
車
の
利
用
台
数
の
抑
制
が
可
能
と
な

り
、
道
路
交
通
の
容
量
を
拡
大
し
、
も
っ
て
道
路
交

通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
バ
ス
･
鉄
道
共
通
I
C
カ

ー
ド
機
能
の
技
術
的
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
ー
バ
ー

等
の
機
材
･
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

7

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
建
築
物
の

耐
震
改
修
等
へ
の
支
援

(第
一
四
号
関
係
)

【平
成
一
八
年
度
予
算
"
五
、
O
0
〇
百
万
円

(道
路

局
分
の
み
こ

十
四

地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
場
合
に
お
い
て
そ

の
敷
地
に
接
す
る
道
路

(緊
急
輸
送
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の
に
限
る
。)
の
通
行
を
妨
げ

る
お
そ
れ
が
あ
る
建
築
物
の
耐
震
診
断

(建
築
物

の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(平
成
七
年

法
律
第
百
二
十
三
号
)
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
耐
震
診
断
を
い
う
。
)
若
し
く
は
耐
震
改
修

(同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
耐
震
改
修
を
い
う
。)

を
行
い
、
又
は
当
該
耐
震
診
断
若
し
く
は
耐
震
改

一
修
“
促
進
す
る
事
業
に
対
し
‘
助
成
を
行
う
事
業

-

平
成
一
六
年
一
〇
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成
一
七

年
三
月
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
な
ど
、
近
年
我
が
国
に
お

い
て
大
地
震
が
頻
発
し
て
お
り
、
ま
た
、
東
海
地
震
、
東

南
海
･
南
海
地
震
、
日
本
海
溝

･
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型

地
震
及
び
首
都
圏
直
下
地
震
に
つ
い
て
は
、
発
生
の
切
迫

性
が
指
摘
さ
れ
、
大
地
震
は
い
っ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
と
の
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
建
築
物
の
耐
震
改
修

(※
7
)
に

つ
い
て
は
、
中
央
防
災
会
議
で
決
定
さ
れ
た
建
築
物
の
耐

震
化
緊
急
対
策
方
針

(平
成
一
七
年
九
月
)
に
お
い
て
、

全
国
的
に
取
り
組
む
べ
き

｢社
会
全
体
の
国
家
的
な
緊
急

課
題
｣
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府

に
お
い
て
も
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法

律

(平
成
七
年
法
律
第
一
三
ニ
号
)
に
基
づ
き
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
建
築
物
の
耐
震
改
修
等
を
実
施
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
号
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地
震
に
よ
っ

て
倒
壊
し
た
場
合
に
お
い
て
緊
急
輸
送
道
路

(災
害
時
に

お
け
る
救
助
、
物
資
の
輸
送
な
ど
の
緊
急
輸
送
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
道
路
)
の
通
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ

る
沿
道
建
築
物
の
耐
震
診
断
又
は
耐
震
改
修
に
対
し
て
、

直
接
的
に
又
は
間
接
的
に
助
成
を
行
う
事
業
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道
建
築
物
の
耐
震
改
修
等
に
対
し

て
助
成
を
行
い
、
沿
道
建
築
物
の
緊
急
輸
送
道
路
へ
の
倒

壊
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
輸
送
道
路
の
機
能
を

確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

8

市
街
地
再
開
発
事
業
･
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

(第
一
五
号
関
係
)

【平
成
一
八
年
度
予
算
…
そ
れ
ぞ
れ
一
七
、
九
九
八
百

万
円

(道
路
局
分
)
･
七
五
、
五
四
九
百
万
円

(道
路

局
分
こ

十
五

道
路
の
新
設
若
し
く
は
改
築
若
し
く
は
道
路

の
用
に
供
す
る
土
地
の
造
成
を
主
た
る
目
的
と
す

る
土
地
区
画
整
理
事
業

(土
地
区
画
整
理
法

(昭

和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
に
よ
る
土
地
区

画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
及
び
市
街

地
再
開
発
事
業

(都
市
再
開
発
法

(昭
和
四
十
四

年
法
律
第
三
十
八
号
)
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事

業
を
い
う
。
次
条
第
二
項
第

百
万
に
お
い
て
同

じ
。)
そ
の
他
道
路
交
通
の
円
滑
化
並
び
に
都
市

機
能
の
高
度
化
及
び
都
市
の
居
住
環
境
の
向
上
の

た
め
に
必
要
な
公
共
公
益
施
設
の
整
備
に
関
す
る

事
業
又
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
促
進
す
る
事
業
に
対

し
て
助
成
(法
第
二
条
に
規
定
す
る
道
路
の
新
設
、

改
築
、
維
持
及
び
修
繕
に
関
す
る
事
業
に
要
す
る

費
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。)
を
行
う
事
業



既
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
都
市
部
に
お
い
て

は
、
道
路
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な
用
地
の
買
収
等
が
困

難
な
た
め
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
に
配
慮
し
た
適
切
な
道

路
の
整
備
が
進
み
づ
ら
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
土

地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
な
ど
の
公
共
公

益
施
設
の
整
備
等
を
行
う
事
業
は
、
権
利
変
換
等
の
手
法

に
よ
り
道
路
整
備
の
た
め
に
必
要
な
用
地
を
円
滑
に
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
わ
せ
て
道
路
そ
の
他
の
公
共
公
益

施
設
の
適
切
な
再
配
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
業
で

す
。本

号
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
道
路
の
新
設
、

改
築
等
を
主
た
る
目
的
と
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市

街
地
再
開
発
事
業
な
ど
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
及
び
都
市

の
再
生
に
必
要
な
公
共
公
益
施
設
の
整
備
等

(い
わ
ゆ
る

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
充
て
て
行
わ
れ
る
、
都
市
再
生
整

備
計
画
に
基
づ
く
公
共
公
益
施
設
の
整
備
等
も
対
象
と
な

り
ま
す
。)
を
行
う
事
業
に
対
し
て
、
直
接
的
に
又
は
間

接
的
に
助
成
を
行
う
事
業
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
上
記

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
道
路
の
整

備
、
ひ
い
て
は
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
｢公
共
公
益
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
｣
に

は
、
公
共
公
益
施
設
の
整
備
そ
の
も
の
を
行
う
事
業
に
加

え
、
当
該
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
行
う
そ
の
他
の
事
務
又

は
事
業
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

四

お
わ
り
に

道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
元
化
す
る
現
代
に
お
い

て
、
多
様
な
道
路
政
策
の
実
現
と
い
う
社
会
的
要
請
に
応

え
る
べ
く
、
今
後
と
も
納
税
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
範
囲

で
道
路
特
定
財
源
の
使
途
の
多
様
化
を
図
り
、
ひ
い
て
は

公
共
の
福
祉
を
増
進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
ー
!
総

･
P
M
と
は
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
を
意
味
し

ま
す
。
自
動
車
隊

p
M
法

曾
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素

酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
四
年
法
律
第
七
〇
号
))
に
お

い
て
は
･

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
纖
,
P
M
に
よ
る
大
気
の

汚
染
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
そ
の
汚
染
の
防
止
に
関
し
て
国
、

地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び
国
民
の
果
た
す
べ
き
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
汚
染
が
著
し
い
特
定
の
地
域
に

お
け
る
、
総
量
削
減
基
本
方
針

･
総
量
削
減
計
画
の
策
定
、
車

種
規
制
及
び
事
業
者
に
よ
る
排
出
抑
制
対
策
の
実
施
な
ど
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

※
2
!
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

一

条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
窒
素
酸
化
物
又
は
粒
子
状

物
質
の
排
出
の
抑
制
に
資
す
る
自
動
車
と
し
て
国
土
交
通
大
臣

が
定
め
る
も
の
及
び
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
者
を
定
め
る
告

示

(平
成
一
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
八
八
号
)

※
3
!
C
N
G
と
は
、
圧
縮
天
然
ガ
ス

(n
oヨ
贋
①翰
嵐
Z
p官
邑

o
p↓

を
意
味
し
ま
す
。

※
4
i
新
長
期
規
制
と
は
、
道
路
運
送
車
両
法

(昭
和
二
六
年
法
律

第
一
八
五
号
)
第
四
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
一
七
年

一
0
月

一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
自
動

車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保

全
上
の
技
術
基
準
を
指
し
ま
す
。

※
5
ー
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
は
、
京
都
議
定
書
発
効
の
際
に

当
該
議
定
書
の
規
定
に
基
づ
く
約
束
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要

な
目
標
の
達
成
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(平
成
一
O
年
法
律
第
一
一

七
号
)
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
方
向
等
を
定
め
る
も
の
と
し
て
、
平
成
一
七
年
四
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
約
九
割
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
が
占
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
上

記
計
画
に
お
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
に
つ
い

て
、
一
九
九
〇
年
度
の
水
準
か
ら
基
準
年
総
排
出
量
比
で
十

○
･
六
%
の
水
準

(約
一
0
億
五
･

六
0
0
万
t
ー
@

に
す

る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
6
i

｢日
本
風
景
街
道
｣
と
は
、
地
域
が
主
体
と
な
り
、
地
域
間

有
の
景
観
、
自
然
等
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
訪
れ
る
人
と

そ
れ
を
迎
え
る
地
域
の
交
流
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
資
す
る
美
し
い
道
路
空
間
形
成
を
実
施
す
る
た
め
の
取
組

を
総
称
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
版
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
日
本
風
景
街
道

(シ
ー
ニ
ッ
ク
･

バ
イ
ウ
ェ
イ

.
ジ
ャ
パ
ン
)
戦
略
会
議
に
お
い
て
、
学
識
者
、

有
識
者
、
企
業
経
営
者
な
ど
の
賛
同
と
協
力
を
得
て
、
支
援
の

仕
組
み
や
体
制
な
ど
の
構
築
に
向
け
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
7
!

｢耐
震
改
修
｣
は

｢地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
増
築
、
改
築
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
又
は
敷
地
の

整
備
を
す
る
こ
と
｣
を
、
｢耐
震
診
断
｣
と
は

｢地
震
に
対
す
る

安
全
性
を
評
価
す
る
こ
と
｣
を
意
味
し
ま
す

(建
築
物
の
耐
震

改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
参
詔
･
。
な
お
、
同
法
は
、
平
成
一

七
年
に
改
正
さ
れ
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
に
よ
っ
て
道
路
閉
塞
の

お
そ
れ
が
あ
る
一
定
の
高
さ
以
上
の
住
宅

･
建
築
物
が
、
所
管

行
政
庁
に
よ
る
指
導
及
び
助
言
の
対
象
物
件
に
追
加
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。



道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一部
を
改
正
す
る
政
令
新
旧
対
照
条
文

○
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(昭
和
三
十
四
年
政
令
第
十
七
号
)

(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

改

正

後

改

正

前

(法
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る
道
路
及
び
事
業
)

第
一
条

(略
)

2

法
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

特
定
自
動
車

(窒
素
酸
化
物
又
は
粒
子
状
物
質
の
排
出
の
抑
制
に
資
す
る
自
動

車
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

。
)
の
購
入
又
は
特
定
自
動
車
以
外
の
自
動
車
を
特
定
自
動
車
と
す
る
た
め
の
改

良
で
あ
っ
て
、
道
路
運
送
法

昭̂
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
)
第
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
者
に
よ
る
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
の
用
に
供
す
る
た
め
に
行
う
も
の
に
対

し
て
助
成
を
行
う
事
業

三

公
共
交
通
機
関
の
利
用
そ
の
他
自
動
車
の
連
行
に
伴
い
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
の
抑
制
に
資
す
る
国
民
の
活
動
を
促
進
す
る
方
策
に
関
す
る
調
査
を
行
う

事
業

三
･
四

(略
)

五

道
路
の
地
上
に
お
け
る
電
線
及
び
こ
れ
を
支
持
す
る
電
柱

(以
下
こ
の
号
に
お

い
て
｢電
線
等
｣
と
い
う
。
)
の
撤
去
の
推
進
そ
の
他
道
路
及
び
そ
の
沿
道
に
お

け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
推
進
に
必
要
な
調
査
並
び
に
電
線
等
の
撤
去
の
推
進

に
必
要
な
技
術
の
開
発
を
行
う
事
業

六

(略
)

七

駐
車
場
に
お
け
る
自
動
車
そ
の
他
の
車
両
の
出
入
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
又
は

駐
車
場
の
利
用
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化

に
関
す
る
調
査
並
び
に
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
う
事
業

人

軌
道
法

(大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
)
に
よ
る
軌
道
事
業
の
用
に
供
す
る
車

両
の
位
置
、
発
着
時
刻
そ
の
他
の
連
行
状
況
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
提

供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
調
査
並
び
に
当
該
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
対
し

て
助
成
を
行
う
事
業

九

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
イ
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

(第
十
二

(法
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る
道
路
及
び
事
業
)

第
一
条

(略
)

2

法
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

自
動
車
へ
の
粒
子
状
物
質
の
排
出
を
抑
制
す
る
装
置
の
装
着
及
び
当
該
装
置
が

装
着
さ
れ
た
自
動
車
の
購
入
に
対
し
て
助
成

(自
動
車
の
購
入
に
対
す
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
装
置
の
装
着
に
伴
い
増
加
し
た
購
入
費
に
係
る
も
の
に
限
る
。

)
を
行
う
事
業

二
･
三

(略
)

四

道
路
の
地
上
に
お
け
る
電
線
及
び
こ
れ
を
支
持
す
る
電
柱
の
撤
去
の
推
進
に
必

要
な
調
査
及
び
技
術
の
開
発
を
行
う
事
業

五

(略
)

六

駐
車
場
に
お
け
る
自
動
車
そ
の
他
の
車
両
の
出
入
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
又
は

駐
車
場
の
利
用
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化

に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業

七

道
路
運
送
法

(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
)
第
三
条
第
一
号
イ
の
一
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号
に
お
い
て
単
に
｢
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
｣
と
い
う
。
)
で
そ
の
路

線
の
全
部
又
は
一
部
が
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
も
の
の

用
に
供
す
る
自
動
車
の
位
置
、
発
着
時
刻
そ
の
他
の
運
行
状
況
に
関
す
る
情
報
を

収
集
し
、
及
び
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業

十

路
面
そ
の
他
の
道
路
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
提
供
す
る
シ
ス

テ
ム

(携
帯
し
、
又
は
自
動
車
に
装
着
し
て
使
用
す
る
画
像
表
示
用
装
置
を
利
用

す
る
も
の
に
限
る
。
)
の
高
度
化
に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業

十
一

(略
)

十
三

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
旅
客
の
運
賃
又
は
料
金
の
収
受
シ

ス
テ
ム

(集
積
回
路
を
内
蔵
す
る
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
も
の
に
限
る
。
)
の
高
度

化
に
関
す
る
調
査

(当
該
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
停
留
所
及
び

そ
の
周
辺
の
道
路
交
通
の
円
滑
化
に
必
要
な
も
の
に
限
る
。
)
を
行
う
事
業

十
三

(略
)

十
四

地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
敷
地
に
接
す
る
道
路

(緊
急

輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
限
る
。
)
の
通
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が

あ
る
建
築
物
の
耐
震
診
断

(建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(平
成

七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
)
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
耐
震
診
断
を
い
う
。
)

若
し
く
は
耐
震
改
修

(同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
耐
震
改
修
を
い
う
。
)
を
行
い

、
又
は
当
該
耐
震
診
断
若
し
く
は
耐
震
改
修
を
促
進
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成
を

行
う
事
業

十
五

道
路
の
新
設
若
し
く
は
改
築
若
し
く
は
道
路
の
用
に
供
す
る
土
地
の
造
成
を

主
た
る
目
的
と
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業

(土
地
区
画
整
理
法

(昭
和
二
十
九
年

法
律
第
百
十
九
号
)
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
及
び

市
街
地
再
開
発
事
業

(都
市
再
開
発
法

昭̂
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
)
に

よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
を
い
う
。
次
条
第
二
項
第

一
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
そ

の
他
道
路
交
通
の
円
滑
化
並
び
に
都
市
機
能
の
高
度
化
及
び
都
市
の
居
住
環
境
の

向
上
の
た
め
に
必
要
な
公
共
公
益
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
又
は
こ
れ
ら
の
事

業
を
促
進
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成

(法
第
二
条
に
規
定
す
る
道
路
の
新
設
、
改

築
、
維
持
及
び
修
繕
に
関
す
る
事
業
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
を

行
う
事
業

(国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
)

第
二
条

(略
)

般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

(そ
の
路
線
の
全
部
又
は
一
部
が
高
速
自
動
車
国

道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
)
の
用
に
供
す
る
自
動
車
の
位

置
、
発
着
時
刻
そ
の
他
の
連
行
状
況
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
調
査
を
行
う
事
業

八

(略
)

九

(略
)

(国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
)

第
二
条

(略
)



一
般
国
道
の
改
築

(国
土
交
通
大
臣
が
行
う
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

。
)
で
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(同
項
又
は
次
条
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
及
び
土

地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
法
第
四
条
の

政
令
で
定
め
る
国
の
負
担
金
の
割
合
は
、
十
分
の
五
･
五
と
す
る
。

｣

市
街
地
再
開
発
事
業
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
)
に
よ
る
住
宅
街
区

整
備
事
業
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(

平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
)
に
よ
る
防
災
街
区
整
備
事
業
又
は
道
路
の
み
に
関

す
る
都
市
計
画
事
業
に
係
る
道
路
の
改
築

二

(略
)

3

(略
)

2

一
般
国
道
の
改
築

(国
土
交
通
大
臣
が
行
う
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

。
)
で
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(同
項
又
は
次
条
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
及
び
土

地
区
画
整
理
事
業

(土
地
区
画
整
理
法

(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
に
よ

る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
要
す

る
費
用
に
つ
い
て
法
第
四
条
の
政
令
で
定
め
る
国
の
負
担
金
の
割
合
は
、
十
分
の
五

･
五
と
す
る
。

一

都
市
再
開
発
法

(昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
)
に
よ
る
市
街
地
再
開
発

事
業
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法

(昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
)
に
よ
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
、
密
集

市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(平
成
九
年
法
律
第

四
十
九
号
)
に
よ
る
防
災
街
区
整
備
事
業
又
は
道
路
の
み
に
関
す
る
都
市
計
画
事

業
に
係
る
道
路
の
改
築

二

(略
)

3

(略
)
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道路財源制度に関する調査について

道路局路政課路政調整官 金井 甲

圓

鬮

鬮

嶬

フランス◎ドイツにおける

は
じ
め
に

こ
の
た
び
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ド
イ
ツ
の
道
路
財
源
制
度

の
経
緯
と
現
状
に
つ
い
て
調
査
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

去
る
四
月
二
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
、
パ
リ
、
ボ
ン
、
ベ

ル
リ
ン
を
訪
問
し
、
両
国
政
府
の
道
路
関
係
部
局
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
機
関
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

以
下
、
こ
の
調
査
の
概
要
を
報
告
す
る
。

1

フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国
立
土
木
学
院

(E
N
P
C
)

(※
1
)
の
ロ
バ
ン
副
校
長

(※
2
)
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
と
と
も
に
、
交
通
･
設
備
･
観
光
･
海
洋
省

(以

下

｢設
備
省
｣)
に
お
い
て
資
料
収
集
を
行
っ
た
。

※
1
!
一
七
エ
ハ
年
設
立
の
世
界
最
古
の
土
木
学
校
。
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
大
学
と
異
な
る
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル

(Q
｢g
Aoの
m
8
言
也

の
一
つ
。
位
置
付
け
と
し
て
は
、
日
本
の

大
学
校
に
当
た
り
、
学
生
は
国
家
公
務
員
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

卒
業
後
は
官
僚
や
大
企
業
の
幹
部
と
な
る
。

※
2
!
E
N
P
C
出
身
、
一
九
九
三
年
設
備
省
入
省
後
道
路
局
を
経
て
、

エ
ッ
ソ
ン
ヌ
県
設
備
省
、
首
相
府
道
路
政
策
担
当
参
事
官
、
同

交
通
イ
ン
フ
ラ
担
当
局
次
長
等
を
歴
任
。

一

フ
ラ
ン
ス
の
道
路
の
概
襄

フ
ラ
ン
ス
の
国
道
延
長
は
現
在
約
三
八
、
0
0
o
m
で
、

全
道
路
延
長
の
約
四
%
、
全
道
路
交
通
量
の
約
四
0
%
を

占
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
国
道
整
備
に
関
す
る
財
源
は
、

政
府
の
一
般
予
算
及
び
交
通
分
野
の
特
定
財
源
か
ら
充
て

ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
州
、
県
、
市
町
村
も
負
担
し
て

い
る
。
な
お
、
二
〇
〇
六
年
予
算
に
お
い
て
は
、
国
道
整

備
に
関
し
、
一
般
予
算
か
ら
約
九
億
ユ
ー
ロ

(約
一
、
三

〇
〇
億
円
)
が
支
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ニ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

道
路
整
備
促
進
の
た
め
の
制
度

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
の
復
興
を

行
う
た
め
、
道
路
整
備
に
関
し
て
、
通
行
料
金
収
入
で
維

持
･管
理
を
行
う
有
料
高
速
道
路
制
度
と
、
道
路
網
整
備

の
た
め
の
財
源
と
し
て
特
別
の
基
金
を
設
け
る
基
金
制
度

の
二
つ
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

有
料
高
速
道
路
制
度
は
現
在
ま
で
継
続
し
て
き
て
い
る

が
、
基
金
制
度
は
数
々
の
変
遷
を
経
て
い
る
。

三

フ
ラ
ン
ス
の
道
路
整
備
の
た
め
の

財
源
措
置
の
経
緯

1

道
路
投
資
特
別
基
金

(F
S
I
R
)

F
S
I
R
は
、高
速
道
路
以
外
の
道
路
網
整
備
の
た
め
、

国
内
石
油
製
品
税

(T
I
P
P
)
の
一
部
を
道
路
投
資
の

た
め
の
財
源
と
し
て
繰
り
入
れ
る
基
金
と
し
て
、
一
九
五

一
年
に
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
T
I
P
P
の
繰
入
率
が

毎
年
の
予
算
法
に
よ
っ
て
変
更
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
道

路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
会
計
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検
査
院
に
批
判
さ
れ
る
と
と
も
に
、
財
政
当
局
が
繰
入
率

を
下
げ
よ
う
と
す
る
場
合
に
議
会
や
特
定
の
利
益
団
体
の

厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
八
一
年
に

廃
止
さ
れ
た
。

2

大
規
模
事
業
特
別
基
金

(F
S
G
T

m
経
済
･
財
政
･
産
業
省
所
管
)

F
S
I
R
廃
止
後
、
国
会
議
員
か
ら
基
金
復
活
を
求
め

る
声
が
上
が
り
、
一
九
八
二
年
に
F
S
G
T
が
創
設
さ
れ

た
。
こ
の
基
金
は
、
公
共
交
通
、
道
路
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
財
源
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
つ
い
て
、
所
管
省
庁
の
レ
ポ
ー
ト
に
基
づ
き
、
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
配
分
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
基
金
の
財
源
は
、
T
I
P
P
へ
の
追
加
税

(国
内

石
油
製
品
特
別
税
)
が
充
て
ら
れ
た
。
財
源
は
債
券
の
発

行
に
よ
り
、
そ
の
発
行
額
は
当
該
特
別
税
の
収
入
の
範
囲

内
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
基
金
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
可
能
に
す
る

財
源
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
従
来
の
予
算
の
代
替
と
し

て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
一
方
、
手
続
は
通
常
の
予
算

手
続
と
別
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
毎
年
の
道
路
予
算

を
不
透
明
に
し
た
と
し
て
、
一
九
八
七
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

3

陸
上
交
通
･
内
陸
水
路
特
別
基
金
(F
I
T
T
V
F
)

そ
の
後
、
一
九
九
三
~
九
五
年
頃
に
再
び
政
治
的
圧
力

が
強
ま
り
、
高
速
道
路
料
金
に
対
す
る
課
税
及
び
水
力
発

電
に
よ
る
電
気
に
対
す
る
課
税
を
財
源
と
し
、
道
路
以
外

の
鉄
道
や
水
路
等
の
他
の
分
野
に
も
充
て
ら
れ
る
F
I
T

T
V
F
が
一
九
九
五
年
に
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
な

る
と
、
環
境
面
へ
の
配
慮
が
政
策
的
に
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
特
別
な
基
金
の
使
途
を
道
路
だ
け
に
特
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
有
料
高
速
道
路
網
が
完
成
に
近
く
な
り
、
完

成
後
は
国
が
保
有
す
る
高
速
道
路
運
営
会
社
の
株
か
ら
配

当
金
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
家
予
算
外
で
あ
る
こ
の

配
当
金
を
財
源
と
す
る
べ
く
、
経
済
･
財
政
･
産
業
省
か

ら
の
強
い
圧
力
に
よ
り
、
F
I
T
T
V
F
は
二
〇
〇
〇
年

に
廃
止
さ
れ
た
。

4

フ
ラ
ン
ス
交
通
イ
ン
フ
ラ
財
政
公
社

(A
F
-
T
F

m
設
備
省
所
管
)

二
〇
〇
二
年
以
降
、
再
び
道
路
や
T
G
V
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
関
す
る
財
源
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、
設

備
省
が
、
フ
ラ
ン
ス
交
通
イ
ン
フ
ラ
財
政
公
社

(A
F
I

T
F
)
と
い
う
財
源
を
担
当
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
設

置
し
、
高
速
道
路
運
営
会
社
か
ら
の
配
当
金
及
び
高
速
道

路
料
金
に
対
す
る
課
税
を
財
源
と
し
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
投
資
を
行
う
新
し
い
基
金
を
提
案
し
、
二
〇
〇
三
年

一
二
月
、
そ
の
設
置
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。
A
F
I
T

F
は
、
高
速
道
路
運
営
会
社
の
存
続
期
間
が
二
〇
三
〇
年

ま
で
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
二
〇
一
人
年
に
は
借
入
金
を

償
還
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
財
源
が

確
保
で
き
る
予
定
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
六
月
発
足
し
た
ド
ビ
ル
パ
ン
内

閣
が
、
高
速
道
路
運
営
会
社
の
株
式
売
却
を
決
定
し
、
配

当
金
収
入
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
A
F
I
T

F
の
財
源
に
つ
い
て
代
償
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
高
速
道
路
料
金
に
対
す
る
課
税

(四
セ
ン

ト
/
如
×
走
行
距
離
×
交
通
量
で
算
定
)
五
億
ユ
ー
ロ
、

高
速
道
路
に
よ
る
国
有
地
使
用
料
一
･
六
億
ユ
ー
ロ
及
び

高
速
道
路
に
お
け
る
速
度
違
反
に
対
す
る
罰
金

(二
〇
〇

三
年
か
ら
レ
ー
ダ
ー
設
置
)
一
億
ユ
ー
ロ
を
財
源
と
し
、

こ
れ
ら
は
直
接
A
F
I
T
F
へ
繰
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
ま
た
、
設
立
時
の
資
本
金
と
し
て
四
〇
億
ユ
ー

ロ
が
予
算
措
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
政
治
的
判
断
に
よ
り

四
億
ユ
ー
ロ
の
助
成
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

A
F
I
T
F
は
二
O
O
五
年
か
ら
二
〇
三

一年
ま
で
の

間
に
、
大
規
模
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
総
額
七
五

億
ユ
ー
ロ
の
投
資
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
使

途
は
、
五
0
%
を
道
路
整
備
に
、
残
る
五
0
%
を
鉄
道
、

港
湾
、
水
路
整
備
に
充
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
交
通
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
係
る
特
定
財
源
制
度
と
さ
れ
て
い
る
。

A
F
I
T
F
の
理
事
会
は
三
人
程
度
で
構
成
し
、
鉄
道

網
の
管
理
組
織
や
設
備
省
所
管
の
道
路
へ
の
助
成
等
を
そ

の
業
務
内
容
と
す
る
。
加
え
て
、
T
G
V
整
備
の
新
し
い

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
財
源
措
置
も
行
う
。

" 道行セ 2006.6



三

フ
ラ
ン
ス
の
自
動
車
関
係
税
制
の
概
藁

1

国
内
石
油
製
品
税

(T
ー
p
p
)

石
油
製
品
の
消
費
に
課
せ
ら
れ
る
間
接
税

(国
税
)
で
、

付
加
価
値
税
に
加
え
て
課
税
さ
れ
る
。
そ
の
税
収
は
、
全

税
収

(二
、
二
六
〇
億
ユ
ー
ロ

(二
〇
〇
二
年
確
定
値
))

の
約
一
割

(二
四
〇
億
ユ
ー
ロ

(同
))
を
占
め
る
。

2

車
軸
税

道
路
へ
の
負
担
が
大
き
い
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
対
し
、
総

重
量
と
車
軸
数
に
よ
り
課
税
さ
れ
る
国
税
。
一
九
六
八
年

の
創
設
当
初
は
、
道
路
の
補
修
･
強
化
を
目
的
と
し
て
い

た
が
、
E
U
に
お
け
る
大
型
車
課
金
の
根
拠
と
な
る
E
U

指
令
お
り"
$
益
0
(
一
九
九
九
年
六
月
一
七
日
)
に
よ
り
、

現
在
で
は
環
境
税
的
要
素
も
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い

る
o

3

法
人
乗
用
車
特
別
税

法
人
が
使
用
す
る
乗
用
車
に
対
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
又
は
馬
力
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
国
税
。
従
来
は
、

自
動
車
保
有
税
と
し
て
地
方
税
で
あ
る
自
動
車
税
が
あ
っ

た
が
、
ま
ず
個
人
に
対
す
る
同
税
が
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
、

二
〇
〇
六
年
予
算
法
に
よ
り
、
法
人
使
用
の
乗
用
車
に
対

す
る
保
有
税
の
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、
本
税
に
一
本
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

4

自
動
車
登
録
税

自
動
車
登
録
時
に
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
地
方
税
。

四

道
路
整
備
に
関
す
る
M煙
源
を
と
り
ま
く
状
況

1

道
路
財
源
の
受
益
と
負
担
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、

社
会
的
に
も
政
治
的
に
も
環
境
に
対
す
る
配
慮
の
要
請
を

重
視
す
る
方
向
に
な
っ
た
。
特
に
、
若
い
世
代
や
高
学
歴

層
は
環
境
へ
の
関
心
が
高
く
、
道
路
は
環
境
破
壊
を
も
た

ら
す
と
い
う
こ
と
で
、
道
路
整
備
に
対
し
て
は
極
め
て
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
で
、
貨
物
輸
送
も
含
め
て
鉄
道
に
振
り
替
わ
っ

た
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
意
見
が
強
い
。

ま
た
、
運
送
業
界
は
、
T
I
P
P
納
税
者
と
し
て
そ
の

税
収
を
道
路
関
係
に
使
う
べ
き
と
の
意
見
を
持
っ
て
い
る

が
、
業
界
自
身
が
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
積
極
的
に
鉄
道

を
利
用
し
て
い
る
と
と
も
に
、
運
送
業
界
に
対
す
る
新
税

も
創
設
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
声

は
大
き
く
な
っ
て
い
な
い
。

2

高
速
道
路
料
金
課
税
に
つ
い
て
の
議
論

こ
の
課
税
は
弓
斐
ob
団
袰
で
は
な
い
か
と
の
点
に
つ
い

て
は
、
T
I
P
P
、
料
金
課
税
と
も
に
課
税
額
が
い
く
ら

か
表
示
さ
れ
な
い
た
め
、
利
用
者
に
上
乗
せ
の
意
識
が
な

く
、
そ
の
よ
う
な
指
摘
は
あ
ま
り
な
い
が
、
今
後
指
摘
さ

れ
る
可
能
性
は
あ
る
o

3

都
市
部
と
農
村
部
と
の
道
路
整
備
要
望
の
違
い

農
村
部
で
は
、
過
疎
化
を
防
ぐ
と
い
う
観
点
か
ら
、
高

速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に
対
す
る
要
請
が
強
い

が
、
都
市
部
、
特
に
パ
リ
で
は
あ
ま
り
整
備
需
要
は
な
い
。

そ
れ
は
、
環
境
重
視
の
観
点
か
ら
、
渋
滞
解
消
の
た
め
に

は
道
路
整
備
で
は
な
く
、
公
共
交
通
整
備
を
望
む
声
が
強

い
た
め
で
あ
る
。
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4

設
備
省
予
算
と
A
F
-
T
F
か
ら
の

財
源
措
置
と
の
関
係

現
在
、
国
道
レ
ベ
ル
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
八
0
%
が

設
備
省
か
ら
の
一
般
財
源
、
二
0
%
が
A
F
I
T
F
か
ら

の
財
源
に
よ
る
。
た
だ
し
、
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
ち

ら
の
財
源
か
ら
措
置
す
る
か
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
は
決
め

ら
れ
て
い
な
い
。

肛

ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
財
源
関
係
に
つ
い
て
、
連
邦
交

通
･
建
設
･
都
市
開
発
省
道
路
建
設
局
シ
ュ
ト
ー
レ
次
長

ほ
か
か
ら
、
大
型
車
課
金
制
度

(
マ
ウ
ト
)
に
つ
い
て
、

同
省
政
策
局
シ
ュ
ル
ツ
課
長
ほ
か
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
。煕

道
路
整
備
に
関
す
る
財
源
に
つ
い
て

1

ド
イ
ツ
の
道
路
の
概
要

連
邦
は
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
一
二
、
0
0
0
如
、
連
邦
道

四
｢

0
0
0
蝋

(あ
わ
せ
て

｢連
邦
長
距
離
道
路
｣
と

い
う
)
を
所
管
し
て
い
る
。
連
邦
長
距
離
道
路
に
つ
い
て

は
、
基
本
法

(日
本
に
お
け
る
憲
法
に
相
当
)
で
財
源
が

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
所
有
者
は
連
邦
、
建
設
及
び
管

理
は
そ
れ
ぞ
れ
の
州
が
行
い
、
財
源
措
置
は
連
邦
が
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
連
邦
政
府
は
、
連
邦
交
通
イ
ン
フ
ラ
計
画

(B

V
W
P
)
を
策
定
し
て
お
り
、
現
在
は
二
0
0
三
年
七
月

に
策
定
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
計

画
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
一
五
年
間
の
投
資

フ
レ
ー
ム
を
明
ら
か
に
し
た
計
画
で
あ
り
、
連
邦
長
距
離

道
路
に
は
総
額
七
七
五
億
ユ
ー
ロ
の
投
資
が
決
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
連
邦
長
距
離
道
路
改
良
法

を
根
拠
と
す
る
新
し
い
連
邦
長
距
離
道
路
需
要
計
画
が
二

〇
〇
四
年
一
〇
月
か
ら
発
効
し
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
新
設

一
、
九
〇
〇
蹴
及
び
六
車
線
以
上
へ
の
拡
幅
二
、
二
〇
〇

皿
並
び
に
連
邦
道
の
新
設
･
改
良
五
、
五
〇
〇
蝿
を
第
一

順
位
の
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
、
す
べ
て

無
料
道
路
で
あ
る
。
例
外
措
置
の
一
つ
は
マ
ウ
ト
で
、

一

二
t
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
に
G
P
S
を
使

っ
て
課
金
し
て
い

る

(後
述
)。

2

ド
イ
ツ
の
道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
措
置

の

道
路
整
備
財
源
の
法
的
経
緯

道
路
整
備
の
財
源
措
置
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
以

降
毎
年
の
予
算
法
で
措
置
し
て
き
た
が
、
一
九
五
五
年
に

道
路
交
通
財
源
調
達
法
が
制
定
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
に

は
鉱
油
税
収
の
一
部
の
使
途
を
道
路
に
特
定
す
る
こ
と
を

同
法
で
規
定
し
た
が
、
一
九
七
三
年
に
鉱
油
税
に
つ
い
て

は
一
部
交
通
分
野
へ
の
特
定
財
源
を
除
き
、
特
定
が
外
さ

れ
て
い
る

(道
路
交
通
財
源
調
達
法
に
お
い
て
道
路
へ
の

使
途
特
定
の
規
定
は
残
っ
て
い
る
が
、
毎
年
の
予
算
法
で

一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
)。
な
お
、
こ
れ
ら
一
部
特
定

財
源
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
す
る
特
別
会
計
は
存
在
し

な
い
。

②

交
通
分
野
へ
の
特
定
財
源
制
度
の
現
状

鉱
油
税
収
の
う
ち
、
現
在
で
も
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い

る
も
の
は
以
下
の
二
つ
が
あ
る
。

○
地
方
自
治
体
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の
助
成

写真 2 ベルリン市内 (旧東西ベルリンの国境検問所付近)

　　 　　　　　　　 　　　　　



(
一
六
･
七
億
ユ
ー
ロ
)

ン
価
格
に
は
消
費
税
、
鉱
油
税
、
環
境
税
、
リ
ザ
ー
ブ
コ

な
ど
の
反
応
は
あ
っ
た
が
、
環
境
問
題
な
ど
よ
り
優
先
す

の

･
法
的
根
拠

…
地
方
自
治
体
交
通
イ
ン
フ
ラ
財
源
法

ス
ト

(石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験
を
基
に
し
た
留
保
財
源
)

べ
き
課
題
が
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

(G
V
F
G
)
に
基
づ
く
助
成

な
ど
六
七
･
二
%
の
課
税
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

い
な
い
。

･
対
象

…州
の
連
邦
道
以
外
の
道
路
及
び
公
共
交
通
へ

八
0
%

(助
成
率
は
七
五
%
ま
で
)、
国
が
州
の
提

4

道
路

用
に

す
る

、源
を
と
り
ま
く
犬
況

ニ

マ
ウ
ト

(穴
型
車
謀
金
制
度
)
に
つ
い
て

案
に
基
づ
き
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

(ド
イ
ツ
鉄
道

(国
営
)
の
近
距
離
部
分
で
あ
る
s
バ
ー
ン
及
び
地

域
鉄
道
に
限
定
)
ヘ
ニ
0
%

(助
成
率
は
六
0
%

ま
で
)
を
配
分

･
配
分

…法
律
上
、旧
西
独
地
域
の
州
に
七
五
･
八
%
、

旧
東
独
地
域
の
州
に
二
四
･
二
%
を
配
分

○
地
方
に
お
け
る
地
域
交
通
の
維
持
管
理
の
た
め
の
助
成

(七
一
億
ユ
ー
ロ
)

･法
的
根
拠
…地
域
法
に
基
づ
く
助
成

･
対
象

…
S
バ
ー
ン
及
び
路
面
電
車
(軌
道
部
分
の
み
)

3

ド
イ
ツ
の
自
動
車
関
係
税
制

ド
イ
ツ
の
自
動
車
関
係
の
税
収
は
、
鉱
油
税
四
〇
〇
億

ユ
ー
ロ
十
自
動
車
税
七
〇
億
ユ
ー
ロ
十
マ
ウ
ト
収
入
三
〇

億
ユ
ー
ロ
=
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
(二
〇
〇
五
年
)
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
自
動
車
税
は
州
税
で
あ
る
こ
と
か
ら
州
に
配

分
さ
れ
、
州
で
は
特
定
財
源
と
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
ガ
ソ
リ
ン
に
対
し
て
は
、
環
境
税
が
課
税
率
三

セ
ン
ト
/
で
一
九
九
九
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
四

年
か
ら
は
環
境
負
荷
を
よ
り
減
ら
す
た
め
な
ど
を
目
的
と

し
て
一
五
セ
ン
ト
/
“
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ガ
ソ
リ

4

道
路
整
備
に
関
す
る
財
源
を
と
り
ま
く
状
況

獨

道
路
整
備
に
関
す
る
財
源
の
現
況

道
路
投
資
に
関
し
て
は
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
以
来
、

旧
東
ド
イ
ツ
地
域
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
整
備
を
集
中
的
に
行

っ
て
き
た
関
係
上
、
今
後
は
旧
西
ド
イ
ツ
地
域
の
ア
ウ
ト

バ
ー
ン
の
拡
幅
等
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
な

る
道
路
投
資
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
道
路
整
備
を
財
政
措
置
で
す
べ
て
賄
え
な

い
こ
と
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
に
連
邦
長
距
離
道
路
二
七

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
費
二
八
億
ユ
ー
ロ
に
つ
い
て
民
間

銀
行
か
ら
資
金
調
達
を
行
い
、
完
成
後

一
五
年
で
償
還

(二
〇
一
八
年
に
完
済
予
定
)
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
橋
や
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
九

月
に
民
間
資
金
の
活
用
に
よ
る
連
邦
長
距
離
道
路
建
設
法

が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
及
び
口
ス
ト
ッ
ク
)
に
お
い
て
、
す
べ

て
の
通
行
車
両
か
ら
料
金
を
徴
収
し
、
三
〇
年
で
償
還
す

る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
民
間
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
連
邦
政
府
は
二
〇
%
出
資
し
て
い
る
。

②

そ
の
他

鉱
油
税
等
に
係
る
受
益
と
負
担
の
関
係
に
関
し
て
の
業

界
団
体
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
連
盟
が
反
対
す
る

-

マ
ウ
ト
の
経
緯

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
通
行
す
る
大
型
車
に
対
し
て
課
金
を

行
う
マ
ウ
ト
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
導
入
の
動
き
が
あ
り
、

一
九
九
七
及
び
一
九
九
人
年
の
連
邦
議
会
で
正
式
に
導
入

を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
マ
ウ
ト
法

(=
大
型
車
高
速
道
路
料
金
法

(A
B
M
G
))
を
制
定
し
、

二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
に
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

マ
ウ
ト
導
入
以
前
は
、
ド
イ
ツ
が
東
欧
と
西
欧
の
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
国
で
あ
る
性
格
上
、
受
益
者
負
担
を
求
め
る
観

点
か
ら
、
一
九
九
五
年
か
ら
ビ
ニ
エ
ッ
テ
と
い
う
あ
る
一

定
期
間
に
つ
い
て
課
金
す
る
方
式

(例
え
ば
、
一
カ
月
当

た
り
△
ユ
ー
ロ
等
)
を
導
入
し
て
い
た
が
、
こ
の
方
式
で

は
、
長
距
離
を
走
る
車
両
の
方
が
割
安
に
な
る
と
い
う
矛

盾
が
発
生
し
て
い
た
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

一
九
九
九
年
六
月

一
七
日

に
出
さ
れ
た

｢適
正
な
イ
ン
フ
ラ
使
用
の
た
め
の
大
型
車

課
金
に
関
す
る
E
U
指
令
｣
(
-●℃
◇ご
9m
o
)
に
よ
り
、

E
U
加
盟
国
に
お
け
る
運
送
業
界
の
適
正
な
競
争
の
た
め

に
、
大
型
車
に
対
し
て
イ
ン
フ
ラ
コ
ス
ト
を
課
す
る
制
度

の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
マ
ウ
ト

は
こ
れ
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ウ
ト
バ
ー



ン
に
お
け
る
一
二
t
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
台
数
は
一

か
四
軸
以
上
か
)、
排
ガ
ス
の
状
況

(ク
リ
ー
ン
さ

五
0
万
台
で
、
そ
の
う
ち
の
三
五
%
が
外
国
の
ト
ラ
ッ
ク

の
度
合
い
)
に
よ
り
、
九
~
一
四
セ
ン
ト
/
如
の
を
‐

で
あ
る
。

･
･
果

'、

ゞ

･
ヒ

2

マ
ウ
ト
の
目
的

マ
ウ
ト
の
目
的
に
は
主
に
以
下
の
三
点
が
あ
る
。

①

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
利
用
者

(受
益
者
)
か
ら
料
金
を

徴
収
す
る
こ
と

②

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
財
源
の
確
保

③

環
境
面
の
観
点
か
ら
、
鉄
道
輸
送
へ
の
振
替
及
び

ト
ラ
ッ
ク
を
空
で
走
行
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

こ
れ
ら
の
中
で
、
当
初
は
①
の
観
点
で
あ
る
受
益
者
に

よ
る
負
担
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
③
の
環
境
面

か
ら
の
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
が
中
心
的
な
目
的
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
②
の
財
源
機
能
に
つ
い
て
も
、

現
在
の
財
政
状
況
か
ら
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

3

マ
ウ
ト
の
法
的
な
枠
組
み

①

対
象
…

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
通
行
す
る

一
二
t
以
上
の
ト
ラ

ッ
ク

(積
載
可
能
重
量
が
一
二
t
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク

で
あ
り
、
一
二
t
以
上
の
荷
物
を
実
際
に
積
載
し
て

い
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
)

②

課
金
…

平
均
で
一
二
･
四
セ
ン
ト
/
m

(車
軸
数

(三
軸

の
度
合
い
)
に
よ
り
、
九
~

一
四
セ
ン
ト
/
如
の
範

囲
で
課
金
単
価
が
変
化
)

③

収
入
の
使
途
"

法
的
に
は
そ
の
収
入
の
す
べ
て
を
交
通
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
た
め
に
、
と
り
わ
け

｢
そ
の
大
部
分
を

(屯滲
8
B
-□き
二
も
｣
道
路
に
充
て
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
実
際
は
五
0
%
が
道
路
に
、
三
人
%

が
鉄
道
に
、
一
二
%
が
水
路
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

特
に
こ
れ
ら
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
部
分
を
解
消
す
る
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
重
点
的
に
充
て
ら
れ
る
。

4

法
的
枠
組
み
に
関
す
る
議
論

=

収
入
の
使
途

使
途
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
道
路
財
源
に
す
べ
き
と
の

議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
道
路
の
み
へ
の
投
資
は
環
境
面
で

も
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
分
野
全
般
に
充
て
る
べ

き
と
さ
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
も
こ
れ
を
受
容
し
て
い
る
。

②

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
反
応

ト
ラ
ッ
ク
業
界
が
新
た
な
負
担
増
に
対
し
て
他
の
負
担

の
軽
減
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
政
府
は
、
ド
イ
ツ
で
給

油
す
る
ト
ラ
ッ
ク
は
鉱
油
税
を
納
税
す
る
こ
と
を
理
由

に
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
マ
ウ
ト
を
軽
減
す
る

案
を
検
討
し
た
が
、
E
U
委
員
会
か
ら
国
内
業
者
優
遇
の

批
判
を
受
け
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代
替
案
と
し
て
、

自
動
車
税
の
軽
減
、
低
排
出
ガ
ス
車
両
に
対
す
る
軽
減
な

ど
の
措
置
を
検
討
し
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
平
均
一
五
セ
ン

ト
/
如
ま
で
課
金
水
準
を
上
げ
る
と
し
て
い
る
が
、
ト
ラ

ッ
ク
業
界
の
反
対
に
よ
り
こ
れ
も
実
現
し
て
い
な
い
。

③

課
金
対
象
の
拡
大

乗
用
車
へ
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
ユ
ー

ザ
ー
に
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
通
勤
利
用
者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
対
象
拡
大
に
よ
り
乗
用
車
が
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
避
け

て
通
行
す
る
と
い
う
新
た
な
問
題
が
発
生
す
る
た
め
、
政

治
的
に
も
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
七
日
に
E
U
指
令
の
修
正

が
あ
り
、
二
〇

三

一年
か
ら
三

･
五
t
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
課
金
対
象
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
し
か

し
、
ド
イ
ツ
は
、
そ
の
対
象
拡
大
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
に
見

合
っ
た
収
入
が
見
込
め
な
い
た
め
、
例
外
と
す
る
よ
う
主

張
し
て
い
る
。

㈱

収
入
の
取
扱
い

マ
ウ
ト
収
入
を
扱
う
組
織
と
し
て
、
マ
ウ
ト
法
を
改
正

し
、
政
府
一
〇
0
%
出
資
の
有
限
会
社
で
あ
る
交
通
イ
ン

フ
ラ
財
政
調
達
会
社

(V
I
F
G
)
を
二
〇
〇
三
年
六
月

に
設
立
し
た
。
現
時
点
で
は
、
マ
ウ
ト
収
入
は
一
旦
連
邦

政
府
予
算
に
繰
り
入
れ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
V
I
F
G
を
通

し
て
各
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
連
邦
政
府
予
算
を
通
さ
ず
に
V
I
F
G
に
直
接
配

分
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
現
在
議
論
し
て
い
る
が
、
V
I

F
G
の
権
限
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
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5

マ
ウ
ト
の
シ
ス
テ
ム

の

マ
ウ
ト
の
運
用

マ
ウ
ト
の
運
用
は
、
連
邦
交
通
･
建
設
･
都
市
開
発
省

の
外
局
で
あ
る
貨
物
輸
送
庁

(B
A
G
)
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
。

②

支
払
方
法

○
自
動
徴
収
"

車
載
器
搭
載
車
両
に
つ
き
、
G
P
S
で
捕
捉
し
て

課
金

(走
行
距
離
は
一
定
の
間
隔
で
設
け
ら
れ
た
バ

ー
チ
ャ
ル
料
金
所
の
通
過
状
況
に
よ
り
把
握
)

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
徴
収

○
マ
ウ
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
徴
収
"

ド
イ
ツ
及
び
近
隣
諸
国
の
S
A
/
P
A
等
三
、
五

〇
〇
ヵ
所
に
設
置

○
違
反
者
対
策
…

自
動
取
締
り
を
は
じ
め
、
随
時
抜
き
打
ち
検
査
を

実
施
し
て
お
り
、
違
反
に
よ
る
罰
金
は
、
運
転
者
に

は
一
〇
〇
ユ
ー
ロ

(故
意
の
場
合
は
二
〇
〇
ユ
ー

ロ
)、
事
業
者
に
は
通
常
そ
の
二
倍
の
額
で
あ
る
が
、

最
大
二
万
ユ
ー
ロ
ま
で
科
す
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て

い
る
。

6

マ
ウ
ト
運
用
の
結
果

の

運
用
状
況

二
〇
〇
五
年
の
マ
ウ
ト
収
入
は
二
人
･
六
億
ユ
ー
ロ
、

二
〇
〇
六
年
は
一
月
及
び
二
月
は
各
二
･
三
億
ユ
ー
ロ
、

三
月
は
二
･
七
億
ユ
ー
ロ
で
月
間
過
去
最
高
を
記
録
し

た
。
収
入
増
の
原
因
は
、
景
気
の
好
転
、
走
行
距
離
の
伸

長
、
車
載
器
の
普
及

(現
在
普
及
率
八
二
･
一
%
)
が
考

え
ら
れ
る
。

②

マ
ウ
ト
の
効
果

マ
ウ
ト
の
運
用
に
よ
り
、
空
の
ト
ラ
ッ
ク
の
激
減
、
鉄

道
コ
ン
テ
ナ
利
用
の
増
加
、
低
排
出
ガ
ス
車
両
の
増
加
な

ど
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
お
忙
し
い
中
真
摯
に
対
応

し
て
い
た
だ
い
た
フ
ラ
ン
ス

･
ド
イ
ツ
の
関
係
機
関
の

方
々
を
は
じ
め
、
在
フ
ラ
ン
ス
日
本
大
使
館
の
瀧
澤
一
等

書
記
官

(現
大
臣
官
房
人
事
課
長
補
佐
)、
在
ド
イ
ツ
日

本
大
使
館
の
寺
本
一
等
書
記
官
、
国
土
技
術
政
策
総
合
研

究
所
か
ら
フ
ラ
ン
ス
E
N
P
C
に
派
遣
中
の
桑
原
研
究
官

な
ど
関
係
者
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
本
誌
上

を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

写真 3 ドイツ連邦交通 ･建設都市開発省政策局でのヒアリング
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瀦
既
に
供
用
さ
れ
て
い
る
道
路
に
お
け
る

舞

圈

歩
行
者
専
用
道
路
の
指
定
に
つ
い
て

離

離

道
路
局
路
政
課

綾

曖
闘國
国
證
題
鴎
醇
圈
囲頤
団閏
圏
團
圏圏
囮
国
鰡圀
謂翔劃
期釧劃
国
田
田園
回国囮
園
闘
鎚範
囲問
題
圈
旧圈
圏髄凶
願
馴
菌
翻
謂醐田
圃
闘
==
國
田
圃
睨
頤
悶
博園
田園
範
囲
囮圏
開園田
鋼覇
割
翻
倒
田
園
田
同闘凶
臨

へ道
路
局
路
政
課
の
ダ
イ
蔵
係
長
と
新
人
係
員
シ
ン
イ

何
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
の
?

チ
の
お
昼
の
一
コ
マ
〉

シ
ン
イ
チ

市
役
所
の
道
路
管
理
部
門
の
方
か
ら
の
お
間

(し
と
し
と
と
雨
が
降
る
窓
の
外
を
眺
め
な
が
ら
!
)

シ
ン
イ
チ

係
長
、
す
っ
か
り
梅
雨
で
す
ね
~
。
通
勤
の

時
は
イ
ヤ
で
す
け
ど
、
部
屋
の
中
に
い
る
と
、
な
ん
だ

か
落
ち
着
き
ま
す
ね
。

ダ
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そ
う
だ
ね
。
た
だ
、
あ
ん
ま
り
の
ん
び
り
は
し

て
い
ら
れ
な
い
ぞ
。
さ
っ
さ
と
仕
事
を
終
わ
ら
せ
て
帰

ら
な
い
と
、

一
〇
時
か
ら
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
T
V

中
継
に
間
に
合
わ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ぞ
!

シ
ン
イ
チ

は
い
-
･

ダ
イ
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と
こ
ろ
で
、
昼
ど
き
な
の
に
ご
飯
も
食
べ
な
い

で
、
し
き
り
と
道
路
法
令
総
覧
を
眺
め
て
る
み
た
い
だ

け
ど
ど
う
か
し
た
の
?

シ
ン
イ
チ

え
っ
、
眺
め
て
る
だ
な
ん
て
ひ
ど
い
で
す
ね

~
。
さ
っ
き
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
件
に
つ

い
て
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
。

ダ
イ
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フ
ム
フ
ム
、
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
!

そ
れ
で
、

シ
ン
イ
チ

市
役
所
の
道
路
管
理
部
門
の
方
か
ら
の
お
問

い
合
わ
せ
な
ん
で
す
が
、
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
既
存
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
歩

行
者
専
用
道
路
に
す
る
に
あ
た
っ
て
の
手
続
を
教
え
て

欲
し
い
っ
て
話
な
ん
で
す
。
既
存
の
道
路
を
歩
行
者
専

用
道
路
に
す
る
場
合
、
一
旦
、
路
線
の
廃
止
を
す
べ
き

な
の
か
と
ご
質
問
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
よ
く
わ
か

ら
な
く
て
。

ダ
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歩
行
者
専
用
道
路
に
す
る
と
、
自
動
車
を
気
に

し
な
い
で
安
心
し
て
買
い
物
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
ら
、
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
は
是
非
と
も
や

り
た
い
ん
だ
ろ
う
ね
。

さ
て
、
本
題
に
入
る
と
し
て
、
何
は
と
も
あ
れ
、
ま

ず
は
、
条
文
を
手
掛
か
り
に
考
え
を
ス
タ
ー
ト
し
な
き

ゃ
い
け
な
い
ぞ
。
法
律
に
は
な
ん
て
書
い
て
あ
る
の
か

な
?

シ
ン
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歩
行
者
専
用
道
路
の
指
定
手
続
を
定
め
て
い

る
条
文
っ
て
こ
と
で
、
道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
し
ま

す
。)
第
四
八
条
の
一
三
を
見
て
る
ん
で
す
。
第
三
項

に

｢道
路
管
理
者
は
、
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
ま
だ
供
用
の
開

始
が
な
い
道
路
又
は
道
路
の
部
分
に
つ
い
て
、
区
間
を

定
め
て
、
も
っ
ぱ
ら
歩
行
者
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す

る
道
路
又
は
道
路
の
部
分
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
｣
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
の

｢ま
だ
供
用

の
開
始
が
な
い
道
路
又
は
道
路
の
部
分
｣
っ
て
い
う
表

現
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
ー
。お
問
い
合
わ
せ
の
件
は
、

既
に
供
用
さ
れ
て
い
る
道
路
な
の
で
、
｢ま
だ
供
用
の

開
始
が
な
い
｣
と
い
う
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思

う
ん
で
す
が
、
既
存
道
路
を

｢ま
だ
供
用
の
開
始
が
な

い
｣
と
い
う
状
態
に
す
る
に
は
、
供
用
の
廃
止
を
行
う

べ
き
な
の
か
、
路
線
の
廃
止
を
行
う
べ
き
な
の
か
ど
ち

ら
な
の
で
し
ょ
う
か
?

逐
条
解
説
も
見
て
い
る
ん
で

す
が
、
余
計
わ
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
!
。

ダ
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な
る
ほ
ど
。
で
、
逐
条
解
説
に
は
な
ん
て
書
い

て
あ
る
の
?

シ
ン
イ
チ

道
路
法
解
説
に
は
、
法
第
四
八
条
の
一
三
に

お
い
て
道
路
管
理
者
が
自
転
車
専
用
道
路
等

(自
転
車

専
用
道
路
･自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
･歩
行
者
専
用

道
路
)
に
指
定
で
き
る
道
路
が

｢ま
だ
供
用
の
開
始
の

な
い
道
路
又
は
道
路
の
部
分
｣
に
限
定
さ
れ
て
い
る
趣

旨
に
つ
い
て
、
｢既
供
用
の
道
路
に
つ
い
て
自
転
車
専

用
道
路
等
を
指
定
す
る
こ
と
は
、
交
通
規
制
権
の
一
態

様
で
あ
り
、
道
路
交
通
法
で
既
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
で



も
あ
る
た
め
、
本
法
で
は
、
道
路
管
理
者
が
あ
ら
か
じ

め
も
っ
ぱ
ら
自
転
車
等
の
通
行
の
用
に
供
す
る
道
路
と

し
て
構
造
上
も
配
慮
し
て
建
設
し
た
も
の
に
つ
い
て
、

道
路
管
理
者
の
供
用
意
思
に
基
づ
き
指
定
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
｣
と
記
述
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

法
律
が
要
求
し
て
い
る
、
｢ま
だ
供
用
の
開
始
が
な

い
道
路
又
は
道
路
の
部
分
｣
と
い
う
要
件
を
充
た
す
た

め
に
は
、
文
字
通
り
、
供
用
の
廃
止
を
行
う
こ
と
で
足

り
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
す
が
、道
路
法
解
説
で
は
、

そ
も
そ
も
既
供
用
の
道
路
は
道
路
管
理
者
が
自
転
車
専

用
道
路
等
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
路
線
の
廃
止

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
る
ん
で
す
。

ダ
イ
蔵

う
~
ん
、
け
っ
こ
う
悩
ん
で
い
る
み
た
い
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
、
ま
ず
、
路
線
の
廃
止
、
供
用
の
廃
止
の
そ

れ
ぞ
れ
の
性
質
と
手
続
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
ね
。
路
線
の
廃
止
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
ん
だ

っ
け
?

シ
ン
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路
線
の
廃
止
と
は
、
路
線
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
道
路
の
機
能
が
失
わ
れ
て
一
般
交
通
の
用
に
供
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
道
路
を
道
路
法

上
の
道
路
で
は
な
い
も
の
、
つ
ま
り
廃
道
と
す
る
処
分

で
す
。路
線
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
道
路
の
区
域
、

当
該
道
路
に
係
る
供
用
行
為
も
自
動
的
に
消
滅
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

路
線
の
廃
止
の
手
続
は
、
路
線
の
認
定
の
手
続
に
準

じ
て
行
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で

(道
路
法
第
一
〇

条
第
三
項
)、
路
線
を
廃
止
し
、
又
は
変
更
す
る
場
合

に
は
議
会
の
議
決
を
必
要
と
し
ま
す

(都
道
府
県
道
に

つ
き
法
第
七
条
第
二
項
、
市
町
村
道
に
つ
き
法
第
八
条

第
二
項
)。
ま
た
、
都
道
府
県
道
の
場
合
、
国
土
交
通

大
臣
と
の
協
議
を
必
要
と
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

(法

第
七
四
条
第
一
項
)。

ダ
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よ
く
勉
強
し
て
い
る
ね
、
す
ば
ら
し
い
!

じ

や
あ
、
供
用
の
廃
止
と
は
ど
う
い
う
こ
と
?

シ
ン
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供
用
の
廃
止
と
は
、
道
路
を
一
般
交
通
の
用

に
供
す
る
こ
と
を
や
め
る
と
い
う
意
思
を
道
路
管
理
者

が
対
外
的
に
明
ら
か
に
す
る
行
為
で
は
あ
り
ま
す
が
、

当
該
道
路
の
区
域
、
路
線
等
に
変
更
を
加
え
る
も
の
で

は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

供
用
の
廃
止
の
手
続
は
、
道
路
管
理
者
が
そ
の
旨
を
公

示
し
、
図
面
を
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
す

(法
第

一
八
条
第
二
項
)。
路
線
の
廃
止

の
場
合
と
は
異
な
り
、
議
会
の
議
決
は
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

ダ
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そ
の
と
お
り
。今
整
理
し
て
く
れ
た
み
た
い
に
、

路
線
の
廃
止
と
供
用
の
廃
止
と
で
は
、
議
会
の
議
決
が

必
要
と
な
る
か
否
か
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
き
な
違
い

が
あ
る
け
ど
、
そ
れ
だ
け
性
質
も
違
う
っ
て
こ
と
だ
よ

ね
。一

般
に
、
道
路
は
、
①
路
線
の
指
定
又
は
認
定
を
行

い
、
道
路
管
理
者
が
道
路
の
区
域
を
決
定
し
、
そ
の
敷

地
上
に
所
有
権
等
の
権
原
を
取
得
し
、
必
要
な
工
事
等

を
行
っ
て
道
路
と
し
て
の
形
体
を
整
え
、
②
供
用
を
開

始
す
る
と
い
う
一
連
の
手
続
き
に
従
っ
て
成
立
す
る
わ

け
だ
よ
ね
。

路
線
の
廃
止
と
供
用
の
廃
止
の
性
質
が
異
な
る
こ
と

と
パ
ラ
レ
ル
な
こ
と
と
し
て
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、

①
路
線
の
指
定
又
は
認
定
の
段
階
で
対
外
的
に
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、
②
供
用
の
開
始
の

段
階
で
対
外
的
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
違
う
わ
け
だ
よ
ね
。

と
い
う
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
今
回
問
い
合
わ

せ
を
受
け
て
い
る
、
路
線
の
廃
止
と
供
用
の
廃
止
の
ど

ち
ら
を
行
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
あ
る
道
路
を
歩

行
者
専
用
道
路
と
す
る
意
思
を
道
路
管
理
者
が
対
外
的

に
明
ら
か
に
す
る
時
点
と
し
て
、
①
と
②
の
ど
ち
ら
が

適
当
か
と
い
う
こ
と
に
置
き
換
え
ら
れ
る
わ
け
だ
よ

ね
。
(そ
し
て
法
律
上
は
、
｢ま
だ
供
用
の
開
始
が
な
い
｣

段
階
と
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
て
わ
け
だ
よ
ね
。)

こ
こ
ま
で
整
理
で
き
た
と
こ
ろ
で
答
え
は
見
え
て
き
た

か
な
?

シ
ン
イ
チ

う
、
ん
･･･。

ダ
イ
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い
い
か
い
、
あ
る
道
路
を
歩
行
者
専
用
道
路
と

す
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
問
題
、
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う

な
交
通
手
段
の
た
め
に
道
路
の
供
用
を
行
う
か
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
道
路
の
設
置
の
目
的
と
も
密
接
に
関
連

す
る
も
の
で
は
あ
る
か
ら
、
早
い
段
階
か
ら
検
討
さ
れ



て
然
る
べ
き
で
は
あ
る
け
ど
、
①
の
段
階
と
い
う
の
は

起
点
･
終
点

･
重
要
な
経
過
地
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
線
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位
置
づ

け
る
段
階
に
過
ぎ
ず
、
個
別
具
体
の
歩
行
者
専
用
道
路

の
指
定
と
い
っ
た
詳
細
な
内
容
ま
で
対
外
的
に
明
ら
か

に
す
る
必
要
は
な
い
ん
だ
。
道
路
管
理
者
が
道
路
と
し

て
供
用
を
行
う
意
思
を
対
外
的
に
明
ら
か
に
す
る
段
階

が
、
②
の
段
階
な
わ
け
だ
け
ど
、
歩
行
者
専
用
道
路
に

す
る
旨
の
指
定
の
公
示
は
こ
の
段
階
ま
で
に
行
え
ば
よ

い
と
考
え
る
方
が
適
当
だ
よ
ね
。

つ
ま
り
、
既
供
用
道
路
を
歩
行
者
専
用
道
路
に
指
定

す
る
場
合
で
言
う
と
、
供
用
の
廃
止
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
道
路
管
理
者
が
ど
の
よ
う
な
道
路
と
し
て
供
用

を
行
う
の
か
と
い
う
意
思
表
示
を
対
外
的
に
行
う
②
の

段
階
の
前
に
遡
り
、
歩
行
者
専
用
道
路
の
指
定
を
行
っ

た
後
に
再
度
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
で
足
り
る
こ
と
に

な
る
ね
。
こ
の
こ
と
は
、
自
転
車
専
用
道
路
や
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
で
も
変
わ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
よ
。

シ
ン
イ
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じ
ゃ
あ
、
結
論
と
し
て
は
、
道
路
管
理
者
が

既
に
供
用
さ
れ
て
い
る
道
路
を
歩
行
者
専
用
道
路
と
し

て
指
定
す
る
た
め
に
は
、
路
線
を
廃
止
す
る
必
要
ま
で

は
な
く
、
そ
の
道
路
の
供
用
を
一
旦
廃
止
す
る
こ
と
で

足
り
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
悩
み
が
解
決
し
て

よ
か
っ
た
~
。
な
ん
だ
、
条
文
通
り
で
い
い
っ
て
こ
と

で
す
よ
ね
?

ダ
イ
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お
い
お
い
-
･
た
と
え
同
じ
結
論
だ
っ
た
と
し

て
も
、
単
に
条
文
の
字
句
通
り
の
結
論
と
、
条
文
の
背

シ
ン
イ
チ

｢今
日
は
｣
だ
な
ん
て
白
々
し
い
で
す
ね
･･･。

後
に
あ
る
制
定
趣
旨
な
ど
を
勘
案
し
た
結
果
出
し
た
結

昨
日
も
カ
レ
ー
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
ほ
ん
と
に

論
と
で
は
、
説
得
力
が
全
く
違
う
よ
。
今
回
は
い
い
勉

カ
レ
ー
が
好
き
な
ん
で
す
ね
･･･。
ま
あ
、
僕
も
好
き
な

強
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

の
で
い
い
で
す
け
ど
ね
!

喜
ん
で
お
供
し
ま
す
!

シ
ン
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は
い
っ
。
と
こ
ろ
で
、
先
程
の
道
路
法
解
説

で
は
、
自
転
車
専
用
道
路
等
は
、
｢道
路
管
理
者
が
あ

ら
か
じ
め
も
っ
ぱ
ら
自
転
車
等
の
通
行
の
用
に
供
す
る

道
路
と
し
て
構
造
上
も
配
慮
し
て
建
設
し
た
も
の
｣
と

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
既
存
の
道
路
に
つ
い
て
工
事

を
行
う
こ
と
な
く
自
転
車
専
用
道
路
に
指
定
す
る
こ
と

も
可
能
と
い
う
理
解
で
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
?

ダ
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う
ん
、
い
い
質
問
だ
ね
。
道
路
法
解
説
で
は
、

適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
多
い
と
思
わ
れ
る
新
設
を

念
頭
に
お
い
て
い
る
か
ら

｢建
設
し
た
も
の
｣
っ
て
説

明
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
既
供
用
の
道
路
を
自
転
車
専

用
道
路
等
と
し
て
指
定
す
る
場
合
で
い
う
と
、
専
用
道

路
と
し
て
、
そ
の
供
用
に
耐
え
う
る
か
と
い
う
構
造
上

の
検
討
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
て
い
う
意
味
だ

よ
ね
。
検
討
の
結
果
、
専
用
道
路
と
し
て
の
安
全
性
等

が
担
保
さ
れ
て
い
る
限
り
は
、
改
築
等
の
何
ら
か
の
工

事
が
必
要
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
。

シ
ン
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な
る
ほ
ど
、
わ
か
り
ま
し
た
。

ダ
イ
蔵

さ
て
さ
て
、
何
は
と
も
あ
れ
、
お
昼
ご
は
ん
を

食
べ
に
い
こ
う
か
!

今
日
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

景
気
づ
け
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ツ
カ
レ
ー
が
い
い
か

な
!
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現
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取
組
み
事
例

範
滋
蕊
霊

ぞ

"

名
鞠
鬮
遭
に
お
け
る

落
下
物
処
理
の
実
態
に
つ
い
て

中
部
地
方
整
備
局
北
勢
国
道
事
務
所
上
野
維
持
出
張
所
長

作
田

豊
彦

一
般
国
道
二
五
号

(名
阪
国
道
)
は
、
三
重
県
亀
山
市

~
奈
良
県
天
理
市
間

(L
=
七
三
･
二
m
)
の
東
名
阪
自

動
車
道
と
西
名
阪
自
動
車
道
を
繋
ぐ
自
動
車
専
用
道
路
で

あ
り
、
中
京
経
済
圏
と
関
西
経
済
圏
を
結
ぶ
産
業
道
路
と

し
て
の
大
動
脈
で
す
。
北
勢
国
道
事
務
所
で
は
、
こ
の
う

ち
三
重
県
内

(L
=
四
一
･
六
如
)
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

名
阪
国
道
の
交
通
状
況
は
、
一
期
線
が
供
用
し
た
昭
和

四
0
年
か
ら
、
経
済
の
め
ま
ぐ
る
し
い
発
展
と
と
も
に
交

通
量
が
大
幅
に
増
加
し
、
平
成
一
七
年
で
は
約
六
0
、
0

O
0
台
、
大
型
車
混
入
率
も
約
四
割
と
高
い
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す

(写
真
1
、
図
-
)。
ま
た
、
制
限
速
度
は
六

0
m
/
h
で
す
が
、
高
速
道
路
並
み
の
速
度
で
走
行
し
て

い
る
車
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
交
通
特
性
の
な

か
で
、
通
過
車
両

(主
に
貨
物
自
動
車
)
か
ら
の
落
下
物

が
多
く
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
維
持
作
業
に
て
回
収
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

落
下
物
の
種
類
は
、
木
材

(角
材
、
コ
ン
パ
ネ
)、
段

ボ
ー
ル
、
タ
イ
ヤ

(バ
ー
ス
ト
片
)、
毛
布
類
の
順
に
多

く
、
年
間
、
約

一
〇
、
0
O
0
~

一
三
、
0
O
0
件
の
落

下
物
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
(図
2
･
3
)。
落
下
物
は

管
理
区
間
全
域
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、

角
材
等
の
比
較
的
重
量
の
あ
る
も
の
は
、
平
面
線
形
が
悪

く
橋
梁
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
付
近
を
過
ぎ
た
あ
た
り
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

落
下
物
の
処
理
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
お
い
て
は
、

基
本
的
に
、
走
行
に
障
害
と
な
る
車
道
上
の
も
の
や
、
路

肩
部
で
あ
っ
て
も
風
で
飛
ば
さ
れ
る
よ
う
な
シ
ー
ト
･
毛

布
類
は
、
即
時
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
量
が
多

く
、
高
速
道
路
並
み
の
走
行
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非

常
に
危
険
な
状
況
下
で
の
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真

関写真 1 名阪国道 (三重県亀山市 ･関 J C T )



2
)。
ま
た
、
車
両
停
止
に
十
分
な
本
線
都
路
肩
幅
と
な

経
由
で
回
収
に
廻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
回
収
手

っ
て
い
な
い
(図
4
)
た
め
に
、
落
下
物
を
発
見
し
て
も
、

段
は
、
非
効
率
的
な
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
場
で
停
車
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
く
、
直
近

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
外
に
お
い
て
は
、
一
般
か
ら
の
通

の
非
常
駐
車
帯
ま
た
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
通
り

報
ま
た
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
I
T
V
カ
メ
ラ
に
よ
り

過
ぎ
て
か
ら
路
肩
を
徒
歩
で
戻
る
か
、
側
道
か
ら
の
進
入

落
下
物
を
発
見
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
時
点
で
維
持
業

参 ぞ 慕 (千台)

　　 　
(% )
100

90

80

70

60
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40

30

20

10

55‐髭‐3 5誌‐1

、 , 40

沙粛に十 3o

l8.4 、

　　　 　　　　　　

窓4o翫43
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l医圏交通量 {三コ内大型車 -“ 大型車混入率 l

り 近 、 な 図ー 交通量の推移

※タイヤ 木材 段ボール 毛箸布団
‐ 雑誌 ･

新聞 不燃物 その他 計

平成13年度 805 1,176 877 69l 134 3,046 3,798 10,527

平成国年度 864 l,329 984 804 247 3,267 3,668 11,163

平成15年度 9 l7 l,547 1,l96 753 228 山 274 4,106 13,02l

平成16年度 780 l,406 1,097 684 185 4,088 4,766 L3,006

平成17年度 895 し 338 9l8 637 114 3,878 4,008 11,788

Û

J 吻

六燃拝[り

!-』[=““-
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]
軸雑誌妾

し

間 - -

′{′{ ′ ′
さきさきう ･

べき急ぐ言聞きふき

綣 手 l2'…

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
落
下
物
に
起
因
す
る
と
思

わ
れ
る
交
通
事
故
も
少
な
く
な
く
、
事
故
当
事
者
か
ら
管

者
に
回
収
処
理
を
指
示
し
て
い
ま
す
が
、
回
収
ま
で
に
は

二
、
三
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

(写

真 二 者 ぬ000
こ 3 、 に

o 一

8,000

6,00O

し｢ 4,000
ま

2,00O

図 2 過去5年間の落下物種類別件数



◇落下物種類の割合

(その他の落下物は、 ゴミ ･靴 ･金
物 ･自動車部品)

金　

　
　
　
　

度

筋

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ボ
8

段

‘

　
　

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

(不燃物の落下物は、 ゴム製品 ･プラスチック
製品 ･ビニール製品)

図 3 落下物の種類別件数 (平成17年度)

写真 2 道路パトロールによる落下物処理状況

種 楜 段ボール タイヤ

鰍 廓 郷 895

毛布類 不燃物 雑誌 ･ 新聞 その他 計

637 鱗 朋 籍 贓

盛土部

彗
I

5

4

1

図 檄韻況現

理
責
任
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
者
と
し
て
安
全
･
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た

め
、
落
下
物
の
処
理
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
の
即
時
処
理

対
応
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
県
警

･
高
速
隊
と
連

携
し
、
落
下
物
を
出
来
る
限
り
少
な
く
す
る
た
め
に
、
運

送
事
業
者
及
び
運
転
者
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ

と
や
、
横
断
幕
、
路
側
放
送
な
ど
を
活
用
し
た
マ
ナ
ー
広

報
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真 3 維持作業による落下物処理状況



て

･
発

現
場
の
取
組
み
事
例

信こ
ゞ

≧
逃

ノ

し

道
路
比
の
落
下
物
騨
隊
の
嗽
組
み

東
日
本
高
速
道
路
㈱
交
通
グ
ル
ー
プ
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

川
田

敏

E

は
じ
め
に

高
速
道
路
上
は
、
走
行
車
両
に
か
か
る
風
圧
が
強
く
、
一

般
道
よ
り
も
積
荷
が
転
落

･
飛
散
し
や
す
い
状
況
下
に
あ

る
。
ま
た
、
高
速
走
行
中
に
落
下
物
に
乗
り
上
げ
た
り
、
落

下
物
を
避
け
る
た
め
の
急
ハ
ン
ド
ル
に
よ
っ
て
大
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
N
E
X
C

O
東
日
本
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

落
下
物
の
排
除
、
交
通
状
況
の
確
認
な
ど
を
目
的
と
し
た
交

通
管
理
隊
を
組
織
し
、
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
高
速
道
路
に
配
置
さ
れ
て
い
る
交
通
管
理

隊
を
含
め
た
交
通
管
理
の
体
制
を
紹
介
し
、
併
せ
て
当
社

管
内
に
お
け
る
落
下
物
排
除
の
状
況
と
特
徴
を
示
し
、
当

社
が
実
施
し
て
い
る
落
下
物
排
除
の
取
組
み
状
況
を
紹
介

す
る
。

二

N
E
X
C
O
東
日
本
に
お
け
る

交
通
費
理
の
概
要

当
社
は
、高
速
道
路
を
常
に
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、

事
故

･
故
障
車

･
落
下
物
な
ど
の
異
常
事
態
を
未
然
に
防

止
し
、
ま
た
一
旦
異
常
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
お
客

様
へ
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交

通
を
速
や
か
に
回
復
さ
せ
る
た
め
、
警
察
等
関
係
機
関
と

協
力
し
て
交
通
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

交
通
管
理
業
務
を
主
に
実
施
し
て
い
る
の
は
、
現
場
を

巡
回
す
る
交
通
管
理
隊
と
、
道
路
情
報
や
交
通
情
報
を
収

集
し
て
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
道
路
管
制
セ
ン
タ

ー

(以
下

｢管
制
｣
と
略
す
)
で
あ
る
。
ま
た
、
管
制
は

交
通
管
理
隊
の
巡
回
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
を
管
理
し
そ
の
指
揮

も
実
施
す
る
。

交
通
管
理
隊
は
、
原
則
的
に
管
理
事
務
所
の
所
掌
範
囲

を
単
位
と
し
て
配
置
さ
れ
る
基
地
か
ら
、
二
四
時
間
･
三

六
五
日
、交
通
量
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
定
期
巡
回
を
行
い
、

道
路
情
報
の
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
巡
回
中
に
異
常
事

態
に
遭
遇
し
た
際
に
は
、
交
通
規
制
、
故
障
車
や
落
下
物

等
の
障
害
物
の
排
除
、
滞
留
車
両
の
誘
導
な
ど
の
臨
機
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
管
制
を
経
由
し
て
お
客
様

な
ど
か
ら
事
故
な
ど
の
緊
急
事
態
の
通
報
を
受
け
た
場
合

に
は
、
現
地
へ
緊
急
出
動
し
、
そ
の
対
応
を
行
う
。

ま
た
、
交
通
管
理
隊
の
行
う
定
期
巡
回
･
緊
急
出
動
･

臨
時
巡
回
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
が
、
各
支
社
･

局
に
設
置
さ
れ
て
い
る
管
制
で
あ
る
。
管
制
で
は
、
交
通

管
理
隊
か
ら
の
無
線
連
絡
や
非
常
電
話
等
に
よ
る
お
客
様

か
ら
の
通
報
、
警
察
や
他
の
道
路
管
理
者
か
ら
の
連
絡
、

気
象
観
測
機
器
及
び
車
両
検
知
器
の
デ
ー
タ
等
に
よ
り
、



事
故
、
渋
滞
、
落
下
物
、
故
障
車
、
気
象
情
報
等
、
道
路

上
の
情
報
を
収
集
し
て
、
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
異
常
事
態
が
発
生
し
た
際
に
は
、
交
通

管
理
隊
へ
の
指
示
を
行
う
と
と
も
に
、
状
況
に
応
じ
て
警

察
、
消
防
、
地
元
市
町
村
や
レ
ッ
カ
ー
会
社
等
の
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
も
実
施
す
る
。

前
記
記
載
の
異
常
事
態
処
理
の
一
つ
で
あ
る
落
下
物
処

理
に
つ
い
て
簡
単
に
表
す
と
、
図
1

(次
頁
参
照
)
の

フ

写真 1 交通管理隊による作業の様子

ロ
ー
図
と
な
る
。
お
客
様
か
ら
の
非
常
電
話
等
に
よ
る
通

報
な
ど
に
よ
っ
て
管
制
が
落
下
物
情
報
を
受
け
た
場
合
、

管
制
は
交
通
管
理
隊
へ
出
動
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
道

路
情
報
板
や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
等
に
よ
り
落
下
物
情
報

を
お
客
様
へ
提
供
し
、
後
続
車
へ
の
注
意
喚
起
を
行
う
。

ま
た
、
交
通
管
理
隊
が
定
期
巡
回
時
に
落
下
物
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
路
肩
に
停
車
し
て
落
下
物
の
排

除
を
開
始
す
る
。

三

週
憲
三
年
間
の
落
下
物
排
除
実
績
と

そ
の
特
徴

当
社
管
内
の
高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
、
平
成
一
五

~

一
七
年
に
交
通
管
理
隊
が
排
除
し
た
落
下
物
の
件
数
と

そ
の
品
目
別
構
成
割
合
を
表
1
に
示
す
と
、
全
体
件
数
は

三
年
間
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
一
七
年
で
は
八
四
、

写真 2 道路管制センター

表 I 平成15 ~ 17年における落下物の排除件数と構成割合

H 15年 H 16年 日17イF

微 構成割合 数 構成割合 鰍 構成割合

自動車部品類

駒 脇 翔 馬 鰄 鵬
鉄類 紹 視 翻 鵠 僻 雛
木材類

燃 即 ㈱ 膨 鸚 聞
布類

彌 爛 纖 約 彌 燭
プラスチック ･ ビニール類

蝋 雄 臘 拗 鰤 即
その他

猟 畑 繍 泓 鰔 観
体全

饑 ◎ 鱸 鰍 締 贓
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交通規制

@交通事故 ◎車両故障
◎車両火災 @法面火災
@ ･落下物 ◎路面機態
@天候状態 ◎異常気象
@地震 @その他

IWカメラ

車両感蜘器 獺盤

本 非常讓

　　　地震計

図 1 異常事態の処理の流れ

. ･
e散乱物排除◎落下物排除
◎事故処理 ◎負傷者救護搬送
◎故障車修理◎事故車排除
◎補f耕総業等◎消防署との連絡調整
@警察パトロールカーとの協力
◎レッカー会社^の出勤依頼 も/‘

トンれレ基本部照蹠 ジェットファン換気設備 本鰹照明消火栓

$受配電盤 ◎-的カメラ ◎ラジオ再放送 ◎自家発電機 ◎トンネル照明

料金所情報板 (CL型)

休触施設混雑樒誰彼

　　　　
所要時間専用情報板

　
　　　 　

　
V-CS (電波ピ-コン) 可変式速度規制標識

ハイウエイラジオ ハイウエイ情報ターミナル

◎ハイウエイFAX 総ハイウエイテレホン
◎トンネル内ラジオ再放送･割り込み放送
$管理事務所 e SA ･PA (道路案内所等)
@お知らせ板等 ◎高速警察隊
@ (財旧本道路交通情報センター(ラジオ放送)

圓



九
七
三
件
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
品
目
別
で
み
る
と
、
平

成
一
七
年
で
は
布
類

(シ
ー
ト
、
毛
布
な
ど
)
が
最
も
多

く
て
三
一、
一
八
六
件

(構
成
割
合
一
四
･
三
%
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プ
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ッ
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図 2 支社別 ･月別の落下物排除件数の月別構成割合

局

社
社
理

支
支
管

北
東
潟

東
棚

品
な
ど
)
が
一
○
、
0
二
〇
件

(構
成
割
合
=

･
八
%
)

と
続
い
て
い
る
。
な
お
、
｢
そ
の
他
｣
も
四
0

･
四
%
と

高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
の
う
ち
主
な
も
の
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
紙
類
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
動
物
の

死
骸
な
ど
で
あ
る
。

次
に
、
平
成
一
七
年
に
お
け
る
支
社
別
の
落
下
物
排
除

件
数
の
月
別
構
成
割
合

(年
全
体
が
一
〇
0
%
)
を
図
2

に
示
す

(各
支
社
の
所
掌
範
囲
に
つ
い
て
は
図
3
の
と
お

り
で
あ
る
)。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
関
東
支
社
以
外

は
、
夏
期
に
多
く
冬
期

(特
に
一
、
二
、
二
一月
)
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
日
本
管
内
の
う
ち
北
海

道
、
東
北
、
新
潟
地
方
は
重
雪
寒
地
域
で
あ
る
た
め
、
冬

期
に
お
い
て
は
交
通
量
が
減
少
す
る
の
に
加
え
て
、
落
下
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物
の
排
除
は
路
上
障
害
物
の
排
除
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
り

も
除
雪
な
ど
の
雪
氷
作
業
と
し
て
の
対
応
と
な
り
、
積
雪

時
の
落
下
物
は
、
交
通
管
理
隊
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
よ

り
も
、
除
雪
車
に
よ
り
雪
と
と
も
に
車
道
か
ら
取
り
除
か

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
。

道
路
の
特
性
や
地
域
の
特
性
に
よ
り
落
下
物
の
品
目
に

差
が
出
て
く
る
か
ど
う
か
を
示
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
交
通
管
理
隊
の
設
置
単
位
で
あ
る
基
地
毎
に

よ
る
デ
ー
タ
で
み
る
。
旭
川
、
古
川
、
郡
山
、
千
葉
、
三

郷
、
加
須
の
六
基
地
を
対
象
と
し
て
特
徴
を
比
較
し
て
み

る

(各
基
地
の
所
掌
位
置
に
つ
い
て
は
図
3
を
参
照
)。

品
目
は
自
動
車
部
品
、産
業
関
連
の
積
荷
(鉄
類
･
木
材
)、

生
活
関
連
の
積
荷

(布
類

･
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
)
、
そ
の

他
に
分
類
す
る
。

千
葉
基
地
と
三
郷
基
地
で
は
、
産
業
関
連

･
生
活
関
連

の
積
荷
の
落
下
物
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
は
首
都
圏
内
を
通

る
重
交
通
路
線
で
あ
り
、
I
C
間
が
短
い
。
し
た
が
っ
て
、

都
市
間
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
い
う
よ
り
は
生
活
道
路
と
い

う
性
格
が
強
く
、
域
内
交
通
が
多
い
。
こ
の
区
間
を
通
行

す
る
車
両
の
走
行
距
離
は
比
較
的
短
く
、
積
載
物
の
固
定

を
十
分
に
行
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
京
葉
の
工
業
地
域
を
所
掌
範
囲
と
す
る
千
葉

基
地
で
は
産
業
関
連
の
積
荷
が
比
較
的
多
く
、
東
京
都
北

部
か
ら
埼
玉
県
の
住
宅
地
域
を
通
る
三
郷
基
地
で
は
生
活

関
連
の
積
荷
が
比
較
的
多
く
な
っ
て
い
る
、

加
須
基
地
、
郡
山
基
地
、
古
川
基
地
は
、
東
日
本
の
都



表 2 6基地における品目別排除件数

支社名 基地名 自動車部品 産業関連の積荷
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市
間
幹
線
道
路
で
あ
る
東
北
自
動
車
道
を
主
に
所
掌
す
る

あ
る
落
下
物
の
件
数
を
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
考
え
て
い

基
地
で
あ
る
。
こ
う
し
た
幹
線
道
路
で
は
、
積
荷
の
落
下

る
。
平
成
一
四
年
度
に
お
い
て
落
下
物
発
生
頻
度

(処
理

物
が
占
め
る
構
成
割
合
は
東
日
本
の
全
体
値
に
近
い
も
の

件
数
)
と
交
通
量
と
の
間
の
相
関
を
調
べ
た
際
に
、
図
4

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
幹
線
道
路
を
走
行
す
る
貨
物

の
結
果
を
得
た
。
一
部
の
外
れ
値
が
存
在
す
る
も
の
の
大

物
が
占
め
る
構
成
割
合
は
東
日
本
の
全
体
値
に
近
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
幹
線
道
路
を
走
行
す
る
貨
物

車
両
の
走
行
距
離
が
比
較
的
長
い
た
め
に
、
積
荷
の
固
定

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
自
動
車
部
品
の
割
合
が
全
国
平
均
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
積
荷
の
割
合

･
自
動
車
部
品
の

割
合
と
も
に
、
首
都
圏
の
加
須
基
地
に
お
い
て
高
く
な
っ

て
お
り
、
仙
台
近
郊
の
古
川
基
地
、
都
市
間
に
位
置
す
る

郡
山
基
地
と
、
交
通
量
が
少
な
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
低

く
な
っ
て
い
る
。

旭
川
基
地
の
所
掌
す
る
区
間
は
交
通
量
が
少
な
く
、
都

市
間

(札
幌
~
旭
川
)
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
い
う
性
格
を

持
た
な
い
区
間
も
長
く
、
こ
の
基
地
で
は
自
動
車
部
品
、

積
荷
と
も
全
国
平
均
を
下
回
り
、
｢そ
の
他
｣
が
全
件
数

の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
交
通
量
が
少
な
い

こ
と
か
ら
通
行
車
両
に
関
連
す
る
落
下
物
が
少
な
く
、
ま

た
、
旭
川
基
地
の
所
掌
範
囲
に
は
平
野
部
を
通
過
す
る
盛

土
区
間
が
多
く
、
道
路
区
域
外
か
ら
の
流
入
物
と
思
わ
れ

る

｢そ
の
他
｣
項
目
の
割
合
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い

る
o四

変
通
管
理
隊
の
巡
回
回
数
の
決
定

交
通
管
理
隊
の
定
期
巡
回
回
数
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
巡
回
中
に
最
も
多
頻
度
で
遭
遇
す
る
異
常
事
態
で
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勢
は
比
例
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
に
よ
り
、
各
基
地

に
お
け
る
巡
回
回
数
は
交
通
量
を
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
旧

J
H
時
代
か
ら
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
要
領
化
さ
れ
た
。

右
記
回
帰
式
を
基
に
し
て
、
解
析
中
で
発
生
し
て
い
る

回
帰
残
差
に
対
し
て
は
道
路
特
性

(高
架
部
、
ト
ン
ネ
ル

部
、
山
間
部
な
ど
)
を
加
味
し
補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
解

消
で
き
、
ま
た
、
大
き
な
外
れ
値
に
対
し
て
は
二
次
的
な

個
別
の
補
正
を
行
う
こ
と
に
よ
り
対
応
可
能
と
い
う
数
値

的
補
正
率
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お

　　　　次
に
、
落
下
物
を
一
回
の
巡
回
に
お
い
て
ど
れ
く
ら
い

排
除
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
当
社
に
あ
る

四
五
基
地
に
お
け
る
平
成
[
七
年
の
総
排
除
件
数
が
約
八

五
、
0
0
0
件
で
あ
る
た
め
、
一
基
地
あ
た
り
の
平
均
排

除
件
数
は
約
一
、
九
〇
〇
件
で
あ
る
。
一
方
、
全
区
間
の

平
均
断
面
交
通
量
は
約
二
八
、
0
0
0
台
/
日
で
、
こ
れ

に
対
応
す
る
定
期
巡
回
回
数
は
八
回
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

一
巡
回
あ
た
り
の
落
下
物
排
除
件
数
の
平
均
値
は
一
九
〇

0
÷
･三
六
五
÷
八
二
0

･
六
五
件
と
な
る
。

前
出
の
六
基
地
に
お
け
る
一
巡
回
あ
た
り
の
落
下
物
排

除
件
数
は
表
3
の
と
お
り
と
な
る
。
こ
の
う
ち
北
海
道
、

東
北
に
お
い
て
は
平
均
値
に
近
い
値

(〇
･
六
件
付
近
)

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
関
東
の
基
地
で
は
排
除
件
数
一

件
に
近
く
、
高
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
千
葉
基
地

は
排
除
件
数
が
三

･
五
四

(巡
回
延
長
に
よ
る
補
正
後

二

.
六
五
)
と
突
出
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

五

積
載
物
落
下
予
防
篝
に
対
す
る
取
組
み

そ
も
そ
も
は
、
自
動
車
の
運
転
者
は
積
載
し
て
い
る
も

の
を
転
落
･
飛
散
さ
せ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り

(道
交
法
第
七
五
条
の
一
0
)、

落
下
物
に
起
因
す
る
事
故
は
落
と
し
主
の
責
任
と
な
る
。

し
か
し
、
高
速
道
路
上
の
落
下
物
は
他
の
車
両
を
巻
き
込

み
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
当
社
で
は

積
荷
の
点
検
に
よ
る
積
載
物
落
下
予
防
を
呼
び
か
け
る
ポ

ス
タ
ー

･
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン
や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ

等
に
よ
り
積
荷
の
点
検
を
呼
び
か
け
、
落
下
物
の
予
防
に

努
め
て
い
る

(図
5
)。

ま
た
、
車
両
制
限
令
等
法
令
に
違
反
す
る
車
両
の
取
締

等
に
関
す
る
業
務
を
専
門
的
に
実
施
す
る
隊

(通
称

｢車

眼
隊
｣
)
を
組
織
し
、
高
速
道
路
の
入
口
等
に
お
い
て
取

締
を
実
施
し
て
い
る
。
取
締
中
に
積
載
物
が
落
下
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
車
両
を
発
見
し
た
場
合
に
は
当
該
車
両
を
誘

導
し
、
積
載
物
の
転
落
防
止
措
置
を
と
る
よ
う
に
求
め
た

り
、
是
正
が
不
可
能
な
車
両
に
対
し
て
は
U
タ
ー
ン
な
ど

の
措
置
を
求
め
て
い
る
。

啓
発
活
動
の
効
果
と
し
て
、
平
成
一
五
年
四
月
の
一
ヵ

月
間
、
鰤
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
落
下

物
防
止
に
対
す
る
注
意
喚
起
の
呼
び
か
け
が
、
首
都
圏
の

ラ
ジ
オ
放
送
で
集
中
的
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
前
後
に
お
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表 3 各基地における排除件数

支社名 基地名
均

)

平

A

いり

/、

た

数
鯲
鬮

1

巡

数畭
助

鏑 微
総

徐

)

し｣F,鰯
刃

妖
/

回

助

巡

(

る
↓

よに

後

長

正

延

補

回巡

( N E× C O東日本平均) ×̂〕 璃 篤
北海道 ==旭 カ性 脚 ㈱
東北

==古 ×̂〕 筋 鰓
山郡 鑓 総 鰡

蹠
穣 蜘 燃 槻 鸚
三郷 13 榔 鯛
噸 12 繃 …

注) 郡山基地と千葉基地では、 所掌範囲内に巡回回数が異なる区間があるため、 距離により加重平均している。
注) 千葉基地では、 1巡回で所掌範囲全部を巡回するわけではなく、 複数の隊が分担して全路線をカバーしている。 1巡

回当たりの平均走行距離は、 所掌範囲全部巡回する場合の75% であるため、 係数0.75を乗じて補正している。



け
る
首
都
圏
の
落
下
物
排
除
件
数
を
表
し
た
の
が
表
4
で

あ
る
。平
成
一
五
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
六
七
〇
件
、

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
四

一
〇
件
、
二
ヵ
月
で
一
、
0

八
〇
件
の
落
下
物
排
除
件
数
の
減
少
が
見
ら
れ
た
。
三
~

五
月
に
お
け
る
落
下
物
件
数
は
毎
年
減
少
し
て
い
る
が
、

季
節
変
動
を
加
味
し
て
も
、
そ
の
中
で
も
平
成
一
五
年
の

減
少
分
は
、
平
成
一
六
年
の
減
少
分
の
約
四
･
九
倍
、
平

成
一
七
年
の
減
少
分
の
約
一
･
八
倍
と
大
き
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
一
二
月
か
ら
は
、
国
土
交
通
省
な
ど
の
他

の
道
路
管
理
者
と
連
携
し
、
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

(#
9

9
1
0
)
を
開
設
し
、
携
帯
電
話
や
公
衆
電
話
か
ら
も
管

制
へ
直
接
連
絡
で
き
る
よ
う
な
体
制
と
し
て
い
る
。

表 4 最近 3年間の 3月~ 5月の落下物排除件数

徽 対前月減少分 減少の度合い

月QU 月4
一

目
~

六
) 3 ↓ 4月 4 ↓ 5月 3↓ 5月 ( H 15 = l )

H 賄年 掬 靱 潴 670△ 卿△ 80,も△

H 16年 繍 獅 榔 脚 約△ "△

“H 17年 搬 郷 榔 鸚△ 鰡△ 概△

鱗

廟

　　　　　　　　　　　　　　　　　
‐~‘ ′/
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麗◆為;幸に落下鬱亙発見したと縣には.篤色藩鞆るし瘤謬偽り"5AP丸房｢枠露聽てこ一彦･んさり

　　　　　　　
霧認灌離織離縁艶なり縊ざ綬させ、薯しくは凝g砒増

図 5 積載物落下予防を呼びかけるポスター ･チラシ



〔
一審
判
決
〕

平
成
一
六
年
一
月
二
八
日

岐
阜
地
方
裁
判
所

請
求
却
下
及
び
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

道
路
上
に
設
置
物
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
に
、
行
政
代

執
行
が
認
め
ら
れ
る
要
件
と
し
て
は
、
法
律
に
よ
り
直
接

に
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
法
律
に
基
づ
き
行
政
庁
に
よ
り
命
ぜ

ら
れ
た
行
為
に
つ
い
て
義
務
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
い
場

合
、
他
の
手
段
に
よ
っ
て
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著

し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
o前

回
の
事
例
紹
介
で
は
、
道
路
管
理
者
が
占
有
者
に
対

し
て
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧
告
を
な
す
に
と
ど

ま
り
本
件
設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
こ
と
が
裁
量
権
を

-≧ ′◆ ,
　

　
　 　 　

逸
脱
し
て
違
法
で
あ
る
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

さ
れ
た
事
例
を
取
り
あ
げ
た
が
、今
回
の
事
例
紹
介
で
は
、

県
道
建
設
予
定
地
で
あ
り
早
急
に
土
地
の
改
良
工
事
を
行

っ
て
県
道
を
完
成
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
し
て
代
執
行

を
行
っ
た
ケ
ー
ス
で
訴
え
を
提
起
さ
れ
た
事
例
を
紹
介
す

る
。

一
事
薬
の
概
要

本
件
は
、
知
事
が
行
っ
た
戒
告
処
分
に
重
大
な
違
法
事

由
が
あ
る
と
し
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
が
、
主
位
的
に

同
戒
告
処
分
の
無
効
確
認
を
、
予
備
的
に
そ
の
取
消
し
を

求
め
る
と
と
も
に
、
同
戒
告
処
分
後
に
行
わ
れ
た
行
政
代

執
行
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
、
原
告
ら
が
県
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
事
件
で
あ
る
。

1

原
告
ら
の
請
求

①
①

主
位
的
請
求

被
告
岐
阜
県
知
事

(以
下

｢被
告
知
事
｣
と
い
う
。)

が
平
成
一
四
年
二
月
二
人
日
付
け
で
し
た
戒
告
処
分

が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

②

予
備
的
請
求

被
告
知
事
が
平
成

一
四
年
二
月
二
人
日
付
け
で
し

た
戒
告
処
分
を
取
り
消
す
。

②
被
告
岐
阜
県

(以
下

｢被
告
県
｣
と
い
う
。)
は
、

原
告
A
に
対
し
五
、
五
〇
〇
円
、
原
告
B
に
対
し
五
、

0
0
0
円
、
原
告
C
に
対
し
一
、
0
0
0
円
を
支
払

え
。

2

争
い
の
な
い
事
実
等

①
被
告
知
事
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
平

成

一
四
年
二
月
二
人
日
付
け
で
、
履
行
期
限
を
同
年

県
道
建
議
予
定
地
内
に
お
い
て
耕
作
物
等
を
撒
轟
し
た

代
執
行
に
つ
い
て
の
違
法
暮
曲
等
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
岐
阜
県
道
戒
告
処
分
取
消
等
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦
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三
月
一
〇
日
と
し
、
本
件
土
地
上
の
工
作
物
及
び
耕
作

物
一
切

(以
下

｢本
件
耕
作
物
等
｣
と
い
う
。)
を
撤

去
す
べ
き
旨
の
処
分

(以
下

｢本
件
戒
告
処
分
｣
と
い

う
。)
を
し
、
そ
の
旨
記
載
し
た
戒
告
書

(以
下

｢本

件
戒
告
書
｣
と
い
う
。)
を
そ
れ
ぞ
れ
の
肩
書
住
所
地

に
送
付
し
た
。

②
被
告
知
事
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
平
成

一
四
年
三
月
一
人
日
、
実
施
時
期
を
同
月
二
五
日
か
ら

同
月
二
人
日
と
す
る
代
執
行
令
書

(以
下

｢本
件
代
執

行
令
書
｣
と
い
う
。)
を
発
布
し
た
。

③
被
告
知
事
は
、
平
成
一
四
年
三
月
二
五
日
、
本
件
代

執
行
令
書
に
基
づ
き
、
本
件
土
地
上
の
本
件
耕
作
物
等

を
撤
去
し
た

(以
下

｢本
件
代
執
行
｣
と
い
う
。)。

④
原
告
A
及
び
原
告
B
は
、平
成
一
四
年
四
月
三
〇
日
、

被
告
知
事
に
対
し
、
本
件
戒
告
処
分
に
重
大
な
違
法
が

あ
る
と
し
て
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
る
旨
の
異
議
を
申

し
立
て
た
。

◎
被
告
知
事
は
、
平
成
一
四
年
六
月
二
七
日
、
前
項
の

異
議
申
立
て
を
い
ず
れ
も
却
下
し
、
同
月
二
九
日
、
同

却
下
決
定
が
原
告
A
及
び
原
告
B
に
そ
れ
ぞ
れ
送
達
さ

れ
た
。

注

原
告
A
及
び
原
告
B
は
兄
弟
、
原
告
C
は
原
告
A

の
妻
で
あ
る
。

二

主
な
争
点
と
当
事
者
の
主
張

1

主
な
争
点

の

本
件
戒
告
処
分
及
び
本
件
代
執
行
に

違
法
事
由
が
あ
る
か
否
か

①

本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ
た
履
行
期
限
が
、
行
政

代
執
行
法
三
条
一
項
の

｢相
当
の
履
行
期
限
｣
と
い

え
る
か
否
か
。

②

本
件
戒
告
書
に
お
い
て
、
代
執
行
の
対
象
と
な
る

物
件
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
否
か
。

③

本
件
代
執
行
が
行
政
代
執
行
法
二
条
の
｢不
履
行

を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め

ら
れ
る
｣
と
の
要
件
を
充
た
す
か
否
か
。

②

原
告
ら
の
損
害
の
有
無
及
び
額

2

争
点
印
①

(本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ
た
履
行
期

限
が
、
行
政
代
執
行
法
三
条
一
項
の

｢相
当
の
履
行
期

限
｣
と
い
え
る
か
)
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張

=

原
告
A
及
び
原
告
B
の
主
張

戒
告
書
に
は

｢相
当
の
履
行
期
限
｣
(行
政
代
執
行
法

三
条
一
項
)
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
、
こ
の

｢相
当
の
履
行
期
限
｣
と
は
、
履
行
義
務

者
に
お
い
て
履
行
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
熟
慮
に
要
す

る
期
間
及
び
履
行
す
る
た
め
に
客
観
的
に
必
要
と
思
わ
れ

る
期
間
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

被
告
知
事
は
、
本
件
戒
告
書
が
受
取
拒
否
又
は
受
取
人
不

在
を
理
由
に
原
告
A
及
び
原
告
B
に
送
達
さ
れ
な
い
可
能

性
を
認
識
し
て
い
た
の
に
、
か
か
る
期
間
を
考
慮
せ
ず
、

ま
た
、
原
告
A
及
び
原
告
B
が
本
件
戒
告
書
を
受
け
取
っ

て
か
ら
履
行
す
べ
き
か
否
か
を
熟
慮
す
る
期
間
を
考
慮
し

な
い
で
、
履
行
期
限
を
平
成
一
四
年
三
月
一
〇
日
と
定
め

て
お
り
、
本
件
戒
告
処
分

(平
成
一
四
年
二
月
二
八
日
付

け
)
か
ら
履
行
期
限

(同
年
三
月
一
〇
日
)
ま
で
は
僅
か

一
〇
日
間
で
あ
っ
た
。
現
に
本
件
戒
告
書
は
、
原
告
A
に

は
同
月
六
日
、
原
告
B
に
は
同
月
九
日
に
送
達
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
被
告
知
事
の
定
め
た
履
行
期
限
は

｢相
当
｣
な

も
の
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
戒
告
処
分
は
｢相
当
の
履
行
期
限
｣

の
要
件
を
欠
い
て
い
る
。

②

被
告
ら
の
主
張

以
下
の
事
実
か
ら
す
る
と
、
本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ

た
履
行
期
限
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。

ア

被
告
知
事
は
、
平
成
一
四
年
二
月
二
人
日
に
配
達

証
明
郵
便
で
本
件
戒
告
書
を
発
送
し
て
お
り
、
本
件

戒
告
書
は
、
同
年
三
月
二
日
こ
ろ
に
は
原
告
A
及
び

原
告
B
が
了
知
可
能
な
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
本
件

戒
告
処
分
は
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
て
そ
の
こ

ろ
通
知
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

イ

本
件
耕
作
物
等
の
除
去
は
、
一
人
で
作
業
を
し
て

も
、
一
日
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
も
の

で
あ
る
。

ウ

被
告
知
事
が
本
件
戒
告
処
分
を
行
う
前
に
、
岐
阜
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県
建
設
事
務
所
長

(以
下
｢建
設
事
務
所
長
｣
と
い

う
に
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
｢注
意
書
｣

に
よ
り
、
本
件
土
地
上
の
耕
作
物
等
を
除
去
す
る
よ

う
指
導
し
、
ま
た
、
行
政
手
続
法
三
〇
条
に
よ
り
、

不
利
益
処
分

(耕
作
物
等
の
除
去
)
を
す
る
に
あ
た

っ
て
の
弁
明
の
機
会
を
付
与
す
る
通
知
を
送
付
し
、

さ
ら
に
、
道
路
法
六
六
条
の
立
入
調
査
を
行
い
、
道

路
法
七
一
条
に
基
づ
き
、
原
状
回
復
命
令
書
を
送
付

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
本
件

戒
告
処
分
の
時
点
に
お
い
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B

は
、
上
記
ア
の
配
達
証
明
郵
便
の
内
容
が
本
件
土
地

上
の
耕
作
物
等
の
除
去
を
求
め
る
戒
告
書
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

エ

ア
及
び
ウ
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
原
告
A
及
び
原

告
B
が
任
意
に
本
件
耕
作
物
等
を
除
去
す
る
期
待
可

能
性
は
な
く
、
被
告
知
事
は
、
本
件
戒
告
書
に
定
め

た
平
成
一
四
年
三
月
一
〇
日
を
経
過
し
た
同
月
一
人

日
に
本
件
代
執
行
令
書
を
発
布
し
、
同
月
二
五
日
に

本
件
代
執
行
を
行
っ
て
お
り
、
履
行
期
限
が
短
か
っ

た
こ
と
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B
が
任
意
に
本
件
耕

作
物
等
を
除
去
し
な
か
っ
た
こ
と
に
全
く
影
響
を
与

え
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

3

争
点
=
②

(本
件
戒
告
書
に
お
い
て
、
代
執
行
の

対
象
と
な
る
物
件
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
)

に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張

の

原
告
A
及
び
原
告
B
の
主
張

原
告
ら
が
栽
培
し
て
い
た
耕
作
物
は
、
ネ
ギ
の
他
数
種

類
の
野
菜
で
あ
っ
た
か
ら
、
｢ネ
ギ
等
｣
と
記
載
す
る
だ

け
で
は
、
対
象
物
の
特
定
に
欠
け
る
。

②

被
告
ら
の
主
張

代
執
行
の
対
象
物
件
の
名
称
は
、
そ
の
除
去
命
令
書
、

戒
告
書
及
び
代
執
行
令
書
に
す
べ
て
個
別
具
体
的
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
当
該
物
件
が
代
執
行
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
特
定
さ
れ
て
い
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、

｢除
去
命
令
｣
｢戒
告
書
｣
｢代
執
行
令
書
｣
に
お
い
て
、

所
在
地
番
を
明
確
に
し
て
、
｢竹
冊
等
の
工
作
物
及
び
ネ

ギ
等
の
耕
作
物
一
切
｣
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
十
分

に
特
定
さ
れ
て
い
る
。

4

争
点
ゆ
③

(本
件
代
執
行
が
行
政
代
執
行
法
二
条

の

｢不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す

る
と
認
め
ら
れ
る
｣
と
の
要
件
を
充
た
す
か
)
に
つ
い

て
の
当
事
者
の
主
張

の

原
告
A
及
び
原
告
B
の
主
張

行
政
代
執
行
法
二
条
は

｢不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が

著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
｣
こ
と
を
代
執
行

の
要
件
と
し
て
い
る
が
、
本
件
土
地
上
の
竹
柵
及
び
ネ
ギ

等
の
耕
作
物
の
存
在
は
、
上
記
要
件
に
該
当
し
な
い
。

②

被
告
ら
の
主
張

ア

本
件
代
執
行
当
時
、
本
件
土
地
は
県
道
善
師
野
多

治
見
線

(以
下

｢本
件
県
道
｣
と
い
う
。)
建
設
予

定
地
で
あ
り
、
以
下
の
と
お
り
、
車
両
の
通
行
の
円

滑
、
安
全
の
確
保
の
上
で
、
早
急
に
本
件
土
地
の
改

良
工
事
を
行
っ
て
本
件
県
道
を
完
成
さ
せ
る
必
要
性

が
あ
っ
た
。

①

本
件
土
地
の
前
後
は
既
に
本
件
県
道
と
し
て
利

用
に
供
さ
れ
て
お
り
、
地
元
住
民
か
ら
本
件
土
地

の
改
良
工
事
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
。

②

本
件
土
地
付
近
で
は
迂
回
路
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、迂
回
路
部
分
で
は
道
路
が
不
自
然
に
曲
が
り
、

道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
自
動
車
運
転
者
に

と
っ
て
不
便
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
危
険
で
も

あ
っ
た
。

③

本
件
土
地
周
辺
の
土
地
改
良
工
事
及
び
道
路
改

良
工
事
に
関
し
て
、原
告
A
及
び
原
告
B
の
父
が
、

被
告
県
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し

て
お
り
、
こ
の
訴
訟
の
係
属
中
は
被
告
県
と
し
て

も
強
制
手
段
を
差
し
控
え
て
い
た
が
、
A
及
び
B

の
父
死
亡
に
よ
り
訴
訟
承
継
し
た
A
及
び
B
の
請

求
を
棄
却
す
る
判
決
が
確
定
し
、
本
件
土
地
に
つ

き
本
件
県
道
改
良
工
事
を
続
け
る
こ
と
の
正
当
性

が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
原
告
A
及
び
原
告
B

は
、本
件
土
地
上
で
野
菜
を
栽
培
す
る
な
ど
し
て
、

道
路
改
良
工
事
へ
の
任
意
の
協
力
が
到
底
期
待
で

き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

イ

原
告
A
と
原
告
B
が
従
前
、
本
件
土
地
を
放
置
し
て
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何
も
植
栽
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
他
に
も
野
菜
作
り

告
C
の
立
会
い
の
下
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
返
還
し
て

地
上
の
耕
作
物
等
の
除
去
義
務
や
代
執
行
受
忍
義
務
が
生

に
適
し
た
土
地
を
有
し
て
い
る
の
に
耕
作
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
等
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
土
地
の
耕
作
は
、
被

告
県
の
本
件
県
道
改
良
工
事
を
妨
害
す
る
目
的
で
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

5

争
点
②

原
告
ら
の
損
害
の
有
無
及
び

額
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張

=

原
告
ら
の
主
張

ア

本
件
代
執
行
に
よ
り
次
の
損
害
が
発
生
し
た
。

①

平
成
一
四
年
一
月
こ
ろ
植
栽
し
た
ネ
ギ
ニ
0
0

本
…
原
告
A
及
び
原
告
B
に
各
五
、
0
0
0
円
の

損
害

②

平
成
一
四
年
三
月
初
旬
に
植
栽
し
た
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー

一
〇
本

…
原
告
A
に
五
〇
〇
円
の
損
害

③

平
成
一
四
年
三
月
初
旬
に
植
栽
し
た
パ
セ
リ
一

〇
本
及
び
レ
タ
ス
一
〇
本

“
原
告
C
に
一
、
0
0

0
円
の
損
害

イ

原
告
C
は
、
本
件
代
執
行
に
立
ち
会
っ
た
の
で
は

な
く
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
だ
け
で
、
本
件
耕
作

物
等
の
返
還
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
。

ウ

ネ
ギ
等
は
無
惨
に
も
引
き
抜
か
れ
、
水
も
与
え
ら

れ
ず
、
植
替
え
も
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
、
使
い
物
に

な
ら
な
く
な
っ
た
。

㈱

被
告
ら
の
主
張

本
件
代
執
行
に
よ
り
撤
去
し
た
本
件
耕
作
物
等
は
、
原

お
り
、
原
告
A
及
び
原
告
B
は
こ
れ
を
他
の
土
地
に
再
度

植
栽
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
同
原
告
ら
に

損
害
は
な
い
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

主
文

･
本
件
訴
え
の
う
ち
、
被
告
岐
阜
県
知
事
が
行
っ
た
戒
告

処
分
の
無
効
確
認
請
求
及
び
取
消
請
求
に
係
る
訴
え
を

い
ず
れ
も
却
下
す
る
。

･
原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

ー

本
件
戒
告
処
分
の
無
効
確
認
及
び
取
消
請
求
に
つ
い
て

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
主
位
的
に
本
件
戒
告
処
分
の

無
効
確
認
を
、
予
備
的
に
本
件
戒
告
処
分
の
取
消
し
を
求

め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
戒
告
処
分
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B

に
本
件
耕
作
物
等
の
除
去
を
命
ず
る
行
政
処
分
で
あ
り
、

こ
れ
が
任
意
に
履
行
さ
れ
な
い
と
き
に
代
執
行
を
行
う
も

の
で
あ
っ
て
、
本
件
代
執
行
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
本
件
代
執
行
が
既
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
は
当

事
者
間
に
争
い
が
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て

は
、
本
件
戒
告
処
分
に
お
い
て
命
ぜ
ら
れ
た
義
務
の
内
容

は
、
い
ず
れ
も
本
件
代
執
行
の
完
了
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
、

そ
の
目
的
を
果
た
し
て
お
り
、現
在
又
は
将
来
に
お
い
て
、

本
件
戒
告
処
分
に
よ
っ
て
原
告
A
及
び
原
告
B
に
本
件
土

じ
、
本
件
土
地
上
の
耕
作
物
等
の
除
去
を
強
制
さ
れ
る
お

そ
れ
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
本
件
戒
告
処
分
が
さ
れ
た
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
が
法
律
上
の
不

利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
し
、
本
件
戒
告
処
分
を
取

り
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
被
告
知
事
に
原
状
回
復
義
務
が
生

ず
る
こ
と
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
戒
告
処
分
の
存
在
が
原
告
A
及
び

原
告
B
の
現
在
の
法
律
的
地
位
に
不
安
を
も
た
ら
す
こ
と

は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
本
件
戒
告
処
分
の
無
効
確
認
及
び

取
消
し
を
求
め
る
訴
え
は
、
現
在
で
は
、
も
は
や
訴
え
の

利
益
を
有
し
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

2

原
告
ら
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て

の

次
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

本
件
土
地
は
本
件
県
道
予
定
地
で
あ
り
、
平
成
二

年
度
に
本
件
県
道
改
良
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
平
成
三
年
二
月
、
原
告
B
か
ら
、
本
件

土
地
に
つ
い
て
の
工
事
中
止
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

被
告
県
は
、
そ
の
当
時
は
本
件
土
地
に
工
事
を
す
る

権
原
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、工
事
を
中
止
し
、

本
件
土
地
を
迂
回
し
て
こ
れ
に
対
処
し
た
。そ
の
後
、

平
成
八
年
に
至
り
、
被
告
県
は
本
件
土
地
の
所
有
権

を
取
得
し
た
o

上
記
の
と
お
り
、
本
件
土
地
の
前
後
で
は
既
に
本

件
県
道
が
完
成
し
て
い
た
が
、
本
件
土
地
付
近
は
未



完
成
で
あ
り
、迂
回
路
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

同
迂
回
路
は
、そ
の
前
後
の
道
路
よ
り
道
幅
が
狭
く
、

不
自
然
に
曲
が
っ
て
お
り
、
地
元
住
民
か
ら
は
、
本

件
県
道
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
出
さ
れ

て
い
た
。

イ

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、平
成
一
〇
年
こ
ろ
か
ら
、

本
件
土
地
上
で
ネ
ギ
等
の
耕
作
物
を
栽
培
し
て
お

り
、
周
囲
に
竹
柵
を
設
置
し
、
立
ち
入
り
禁
止
の
札

を
掲
げ
て
い
た
。

ウ

建
設
事
務
所
長
は
、原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、

平
成
一
三
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
本
件
土
地

上
の
耕
作
物
等
の
除
去
及
び
本
件
土
地
の
明
渡
し
を

求
め
る
注
意
書
を
送
付
又
は
交
付
し
た
が
、
い
ず
れ

も
受
領
拒
否
又
は
受
取
人
不
在
等
を
理
由
に
返
送
さ

れ
た
。
な
お
、
上
記
注
意
書
に
は
こ
の
注
意
に
従
わ

な
い
と
道
路
法
七
一
条
一
項
の
命
令
を
行
う
場
合
が

あ
る
旨
記
載
さ
れ
て
い
た
。

エ

建
設
事
務
所
長
は
、
道
路
法
七
一
条
の
除
去
命
令

を
実
施
す
る
た
め
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、

平
成
一
三
年
三

月
一
日
付
け
で
、
履
行
期
限
を
一

一
月
八
日
と
す
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
の
通
知
を
す

る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
、
原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件
県
道
工

事
は
違
法
で
あ
り
、
自
力
救
済
を
目
的
と
し
て
本
件

土
地
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
旨
記
載
し
た
平
成
一

四
年
一
月
八
日
付
け
の
連
名
の
弁
明
書
を
建
設
事
務

所
長
に
送
付
し
た
。

オ

建
設
事
務
所
長
は
、
道
路
法
七
一
条
に
基
づ
い
て

本
件
耕
作
物
等
の
除
去
命
令
を
行
う
こ
と
と
し
、
原

告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
履
行
期
限
を
平
成
一
四

年
一
月
一
五
日
と
す
る
平
成
一
三
年
三
一月
二
六
日

付
け
の
除
去
及
び
原
状
回
復
命
令
書
を
配
達
証
明
郵

便
で
送
付
し
た
o

力

被
告
知
事
は
、
平
成
一
四
年
二
月
二
八
日
、
行
政

代
執
行
法
三
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
原
告
A
及
び
原

告
B
に
対
し
、履
行
期
限
を
同
年
三
月
一
〇
日
と
し
、

同
日
ま
で
に
履
行
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
代
執
行
が

な
さ
れ
る
旨
記
載
し
た
本
件
戒
告
書
を
配
達
証
明
郵

便
で
送
付
し
た
。
な
お
、
本
件
戒
告
書
に
は
、
代
執

行
の
対
象
と
し
て
、
本
件
土
地
上
に
原
告
A
及
び
原

告
B
が
設
置
し
て
い
る

｢竹
桐
等
の
工
作
物
及
び
ネ

ギ
等
の
耕
作
物
一
切
｣
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

キ

平
成
一
四
年
三
月
三

日
、
被
告
県
の
職
員
が
本

件
耕
作
物
等
の
除
去
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
本
件

土
地
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
本
件
耕
作
物
等
は
従
前
の

ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
被
告
知
事
は
、
原
告
A

及
び
原
告
B
に
対
し
、
同
年
三
月
一
八
日
付
け
で
、

実
施
期
間
を
同
月
二
五
日
か
ら
二
八
日
と
す
る
代
執

行
令
書
を
配
達
証
明
郵
便
で
送
付
し
た
。

ク

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
被
告
知
事
に
対
し
、
平

成
一
四
年
三
月
二
〇
日
、
自
力
救
済
の
た
め
に
本
件

土
地
の
耕
作
を
継
続
す
る
旨
記
載
し
た
連
名
の
通
知

書
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
同
通
知
書
は
同
月
二
二
日

被
告
県
に
到
達
し
た
。

ケ

被
告
県
の
職
員
ら
は
、
同
年
三
月
二
五
日
午
前
九

時
こ
ろ
、
代
執
行
宣
言
を
行
っ
て
本
件
代
執
行
を
開

始
し
た
。

○代執行実施までの主な経緯

平成13年 7 月 ~ 9月 耕作物等の除去及び本件土地の明渡しを求める注意書を

送付又は交付

を

付

月12月26日付 除去及び原状回復命令書を送付 (履行期限平成14年 1月

11月 1 日付 道路法71条の除去命令を実施するため、弁明の機会の付

の通知 (履行期限11月 8日)

履行がなされない場合は代執行がなされる旨記載した戒

期

一
(

行
除

付

履

の

送

′[、

を

本件耕作物等の除去状況を確認 (従前のまま)

代執行令書を送付 (実施期間3月25日~ 28日)

3 月25日 9時 代執行宣言を行って代執行を開始
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②

履
行
期
限
の
相
当
性

(争
点
◎
①
)
に
つ
い
て

ア

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件
戒
告
書
に
定
め
ら

れ
た
履
行
期
限
は
わ
ず
か
一
0
日
間
で
あ
り
、
｢相

当
な
履
行
期
限
｣
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

と
こ
ろ
で
、履
行
期
限
が
相
当
で
あ
る
か
否
か
は
、

具
体
的
状
況
に
お
い
て
、
当
該
義
務
の
性
質
及
び
義

務
者
の
具
体
的
事
情
等
を
考
慮
し
て
客
観
的
に
判
断

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
戒
告
書
は
代
執
行

を
行
う
前
に
義
務
者
の
任
意
の
履
行
を
命
ず
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
相
当
な
履
行
期
限
を
定
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
戒
告
書
が
発
布
さ
れ
て
義
務
者
に
到
達
し

て
か
ら
義
務
者
が
履
行
を
完
了
す
る
ま
で
に
社
会
通

念
上
必
要
な
期
間
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

イ

し
か
る
と
こ
ろ
、
原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件

戒
告
処
書
が
原
告
A
に
送
達
さ
れ
た
の
は
平
成
一
四

年
三
月
六
日
で
あ
り
、
原
告
B
に
送
達
さ
れ
た
の
は

同
月
九
日
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
被
告
知
事
は
同
年
二
月
二
人
日
に
本
件

戒
告
書
を
発
送
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
原
告
B
宛
の
本

件
戒
告
書
は
同
年
三
月
二
日
か
ら
受
取
人
不
在
を
理

由
と
し
て
郵
便
局
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
本
件
戒
告
書
は
少
な
く
と
も
同
日
ま
で
に
原

告
B
及
び
原
告
A
に
配
達
さ
れ
た
も
の
と
推
認
さ
れ

る
。そ

し
て
、
原
告
A
は
、
本
件
戒
告
書
の
受
領
を
拒

否
し
、
原
告
B
は
郵
便
局
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
本

件
戒
告
書
の
受
領
手
続
を
と
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ

達
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

る
と
こ
ろ
、
①
同
原
告
ら
は
、
建
設
事
務
所
職
員
か

そ
う
す
る
と
、
本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ

ら
、
行
政
代
執
行
の
実
施
も
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を

聞
い
て
い
た
こ
と
、
②
建
設
事
務
所
長
は
、
原
告
A

及
び
原
告
B
に
対
し
て
注
意
書
を
送
付
し
た
が
、
同

原
告
ら
は
、
同
注
意
書
が
、
本
件
土
地
上
の
耕
作
物

等
の
除
去
及
び
本
件
土
地
の
明
渡
し
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
、
③
建
設
事
務
所

長
が
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
道
路
法
七
一

条
の
除
去
命
令
を
実
施
す
る
た
め
、
弁
明
の
機
会
付

与
の
通
知
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
同
原
告
ら
は
、
同

所
長
に
対
し
、
弁
明
書
を
提
出
し
た
こ
と
、
④
建
設

事
務
所
長
が
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
本
件

土
地
上
の
耕
作
物
等
除
去
及
び
原
状
回
復
命
令
書
を

送
付
し
た
と
こ
ろ
、
同
原
告
ら
は
こ
れ
を
返
送
し
て

き
た
が
、
封
筒
に
は
、
｢除
去
及
び
原
状
回
復
命
令

書
在
中
｣
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
原

告
ら
は
、
建
設
事
務
所
長
が
本
件
土
地
上
の
耕
作
物

等
の
除
去
及
び
原
状
回
復
命
令
を
発
し
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
原
告
A
及
び
原
告
B

は
、
被
告
知
事
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
封
筒
の
中
身

が
本
件
戒
告
書
で
あ
る
こ
と
を
推
察
し
て
、
あ
え
て

受
領
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
お
い
て
は
、
本
件
戒
告
書
は
、
原
告
A
及

び
原
告
B
が
了
知
可
能
な
状
態
に
お
か
れ
た
平
成
一

四
年
三
月
二
日
な
い
し
同
月
三
日
に
同
原
告
ら
に
送

そ
う
す
る
と
、
本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ
た
履
行

期
限
は
同
月
一
〇
日
で
あ
る
か
ら
、
原
告
A
及
び
原

告
B
に
本
件
戒
告
書
が
到
達
し
て
か
ら
履
行
期
限
ま

で
に
七
日
な
い
し
八
日
間
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ウ

し
か
し
て
、
本
件
戒
告
書
送
付
に
至
る
ま
で
の
経

緯
及
び
本
件
耕
作
物
等
の
除
去
作
業
が
四
、
五
人
の

人
数
で
一
時
間
程
度
で
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
前
記
七
日
な
い
し
八
日
間
は
、
履
行
期
間

(履
行
義
務
者
に
お
い
て
履
行
す
べ
き
か
否
か
に
つ

い
て
熟
慮
に
要
す
る
期
間
及
び
履
行
す
る
た
め
に
客

観
的
に
必
要
と
思
わ
れ
る
期
間
)
と
し
て
相
当
な
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

エ

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
被
告
知
事
は
、
本
件
戒

告
書
の
受
取
拒
否
又
は
受
取
人
不
在
を
理
由
に
原
告

A
及
び
原
告
B
に
送
達
さ
れ
な
い
可
能
性
を
認
識
し

て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
履
行
期
限
に
は
か
か
る
期

間
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
履
行
期
限
は
、
意
思
表
示
が
相
当
な
方

法
で
相
手
方
の
了
知
可
能
な
状
態
に
お
か
れ
る
ま
で

の
期
間
を
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
名
宛

人
に
よ
る
受
領
拒
否
は
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
し
、

受
取
人
不
在
を
理
由
と
す
る
到
達
の
遅
れ
は
、
本
件

の
よ
う
な
場
合
で
は
な
く
、
名
宛
人
の
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
生
じ
た

場
合
に
対
処
す
れ
ば
よ
く
、
事
前
に
こ
の
よ
う
な
事



由
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

件
県
道
が
完
成
し
、
車
両
の
連
行
に
供
さ
れ
て
い
た
が
、

わ
れ
た
事
例
、
今
回
は
代
執
行
を
行
い
違
法
事
由
等
が
争

オ

し
た
が
っ
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
の
前
記
主
張

本
件
土
地
付
近
は
、

牛
井
乍
勿

子
生
に
よ
り
首

包
と
･
u

又
リ

デ

こ
o
モ
択
テ

、･

リ

は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③
対
象
物
の
特
定

(争
点
の
②
)
に
つ
い
て

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件
戒
告
書
に

｢ネ
ギ
等
｣

と
記
載
す
る
だ
け
で
は
対
象
物
の
特
定
に
欠
け
る
と
主
張

す
る
。

し
か
し
、
代
執
行
の
対
象
と
な
る
物
件
の
特
定
は
、
戒

告
書
に
具
体
的
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
戒
告
書
全
体
の
記
載
を
合
理
的
に
解
釈
し

て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
戒
告
書
に

は
、
本
件
土
地
上
に

｢設
置
し
て
い
る
竹
柵
等
の
工
作
物

及
び
ネ
ギ
等
の
耕
作
物
一
切
を
除
去
｣
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
除
去
の
対
象
と
な
る
耕
作
物
は
本
件
土
地
上
の
耕
作

物
一
切
で
あ
っ
て
、
ネ
ギ
以
外
の
耕
作
物
も
含
ま
れ
る
趣

旨
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
除
去
の
対
象
は

本
件
土
地
付
近
は
、
本
件
耕
作
物
等
の
存
在
に
よ
り
道
路

建
設
が
で
き
ず
、
道
幅
の
狭
い
迂
回
路
が
設
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
地
元
住
民
か
ら
本
件
県
道
の
完
成
に
つ
い
て
強

い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
本

件
耕
作
物
等
が
行
政
代
執
行
法
二
条
の
上
記
要
件
に
該
当

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
の
上
記
主
張
は
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

国

原
告
ら
の
損
害

(争
点
②
)
に
つ
い
て

以
上
の
と
お
り
、
被
告
知
事
に
よ
る
本
件
戒
告
処
分
及

び
本
件
代
執
行
に
は
何
ら
違
法
な
点
は
な
く
、
且
つ
、
被

告
県
の
職
員
ら
は
、
本
件
耕
作
物
等
の
除
去
に
当
た
り
、

野
菜
類
は
再
度
植
栽
で
き
る
よ
う
に
根
に
土
を
付
け
た
状

態
で
丁
寧
に
地
面
か
ら
取
り
、
種
類
別
に
梱
包
し
、
原
告

A
の
自
宅
内
に
運
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
ら
に
、
被

告
県
の
責
め
に
帰
す
べ
き
損
害
は
認
め
ら
れ
な
い
。

わ
れ
た
事
例
を
取
り
あ
げ
た
。
代
執
行
の
必
要
性
の
判
断

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
際
に
は
、
他
の
手

段
に
よ
っ
て
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
且

つ
そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す

る
と
認
め
ら
れ
る
か
を
十
分
検
討
の
う
え
、
代
執
行
ま
で

至
る
場
合
は
勿
論
の
こ
と
、
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
勧
告

そ
の
他
の
手
段
を
執
る
場
合
に
お
い
て
も
、
手
続
に
瑕
疵

が
あ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
参

考
と
さ
れ
た
い
。

特
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

告
県
の
責
め
に
帰
す
べ
き
損
害
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
の
上
記
主
張
は
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

3

以
上
の
次
第
で
、
原
告
A
及
び
原
告
B
の
、
本
件
戒

㈱

公
益
性

(争
点
=
③
)
に
つ
い
て

告
処
分
の
無
効
確
認
及
び
取
消
請
求
に
係
る
訴
え
は
い

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件
耕
作
物
等
は
、
行
政
代

ず
れ
も
訴
え
の
利
益
が
な
く
不
適
法
で
あ
る
か
ら
却
下

執
行
法
二
条
の

｢不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公

し
、
原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
棄

益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
｣
も
の
と
の
要
件
に
該
当
し

却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

な
い
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
本
件
土
地
は
本
件
県
道
予
定
地
で
あ
っ
た
と

お
わ
り
に

こ
ろ
、
本
件
代
執
行
当
時
、
本
件
土
地
の
前
後
は
既
に
本

前
回
は
代
執
行
を
行
な
わ
ず
裁
量
権
の
違
法
性
等
が
争



艦れ鬱◎離鱗

さ
い
た
ま
市
の
歴
史
街
道
を
歩
く

◆
さ
い
た
ま
市
の
あ
ら
ま
し

さ
い
た
ま
市
は
、
関
東
平
野
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
京
都
心
か
ら

三
〇
類
圏
に
あ
っ
て
周
囲
の
す
べ
て

が
他
都
市
と
つ
な
が
っ
て
い
る
内
陸

都
市
で
す
。

平
成

一
三
年
五
月

一
日
に
浦
和

市
、
大
宮
市
、
与
野
市
の
三
市
が
合

併
し
て
誕
生
し
、
二
年
後
の
平
成
一

五
年
四
月
一
日
に
は
、
全
国
で
一
三

番
目
の
政
令
指
定
都
市
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
一
七
年
四
月
一
日

に
東
部
に
隣
接
す
る
岩
槻
市
と
合
併

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

市
域
は
、
東
西
南
北
と
も
に
約
二

○
如
の
広
が
り
を
持
ち
、
面
積
は
二

一
七
･
四
九
覇
、
人
口
約
一
一
八
万

九
、
0
O
0
人
を
擁
し
て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
は
、
三
市

(後
に
四

さ
ぃ
た
ま
市
東
京
事
務
所

大
西

起
由

市
)
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
し
い

市
で
す
が
、
合
併
前
の
旧
市
は
そ
れ

ぞ
れ
が
い
ず
れ
も
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。旧

浦
和
市
及
び
旧
大
宮
市
は
、
と

も
に
江
戸
時
代
の
五
街
道
の
ひ
と
つ

で
あ
る
中
山
道
の
宿
場
町
。
旧
与
野

市
は
甲
州
街
道
と
奥
州
街
道
を
結
ぶ

脇
往
還
の
宿
場
町
。
旧
岩
槻
市
は
、

岩
槻
城
の
城
下
町
と
し
て
、
ま
た
日

光
御
成
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た

(図
)
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
道
を
歩

き
な
が
ら
、
旧
四
市
の
名
所
、
旧
跡
等

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
中
山
道

【旧
浦
和
市
】

江
戸
時
代
の
中
山
道
は
、
ご
存
知

の
と
お
り
、
東
海
道
と
と
も
に
江
戸

と
京
都
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
す
。
板

浦和

大

(日
光
御
成
砲
追
)

越ヶ谷

橋
宿
を
出
て
荒
川
を
渡
る
と
埼
玉
県

に
入
り
、
蕨
、
浦
和
、
大
宮
、
上
尾
、

桶
川
、
鴻
巣
、
熊
谷
、
本
庄
の
九
つ

の
宿
を
と
お
っ
て
高
崎
、
軽
井
沢
、

諏
訪
、
妻
篭
を
経
て
草
津
で
東
海
道

に
合
流
し
て
い
ま
し
た
。
木
曽
の
山

中
を
越
え
る
こ
と
か
ら

｢木
曽
略
｣

と
か

｢木
曽
街
道
｣
と
も
呼
ば
れ
、

東
海
道
に
比
べ
て
難
所
が
少
な
い
こ

鳩ヶ谷
草加

　
　

鳩

川

廟　
　

至大月

図 さいたま市周辺街道図

し

　

　

西から東から



写真 1 兎の石像

と
や
大
名
の
姫
君
が
好
ん
で
通
行
し

た
の
で

｢女
人
街
道
｣
と
も
呼
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
中
山
道
を
東
京
方
面
か
ら
進

ん
で
浦
和
区
に
入
る
と
ま
も
な
く
右

手
に
調
神
社
が
目
に
と
ま
り
ま
す
。

こ
の
神
社
は
正
確
に
は

｢
つ
き
じ
ん

じ
ゃ
｣
で
す
が
、
一
般
的
に
は

｢
つ

き
の
み
や
じ
ん
じ
ゃ
｣
と
ば
れ
て
お

り
、
広
い
境
内
に
は
樹
齢
数
百
年
と

い
う
ケ
ヤ
キ
の
老
大
木
を
は
じ
め
、

イ
チ
ョ
ウ
、
ム
ク
ノ
キ
な
ど
が
生
い

茂
り
、
都
市
部
の
貴
重
な
緑
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

写真 2 浦和本陣跡を標す石標

こ
の
神
社
は
、
狛
犬
で
は
な
く
、

兎
の
石
像
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
こ
れ
は

｢調
｣
を
月
に
か
け

て
、
狛
犬
の
代
わ
り
に
兎
を
奉
納
し

た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

(写
真

ー
)。
こ
こ
で
は
毎
年

一
二
月
三
一

日
に
酉
の
市

(十
二
日
ま
ち
)
が
ひ

ら
か
れ
、
熊
手
や
神
棚
な
ど
を
売
る

店
が
境
内
を
う
ず
め
、
中
山
道
沿
い

に
は
露
天
商
が
な
ら
び
、
数
万
人
の

人
で
賑
わ
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
北
に
進
み
、
J
R
浦
和

駅
入
口
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
左
側
の

歩
道
脇
に

｢中
山
道
浦
和
宿
｣
と
彫

ら
れ
た
石
標
が
あ
り
ま
す
。
少
し
先

の
左
側
の
細
い
路
地
を
入
っ
た
と
こ

ろ
に
仲
町
公
園
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
浦
和
宿
本
陣
跡
で
市
の
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

今
で
は
本
陣
の
面
影
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
解
説
板
に
よ
っ
て
当
時
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

六
〇
0
m
ほ
ど
北
に
進
む
と
、
J

R
線
路
を
ま
た
ぐ
陸
橋

(浦
和
橋
)

に
さ
し
か
か
り
ま
す
。
こ
の
辺
ま
で

が
浦
和
宿
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
先
の
J
R
北
浦
和
駅
入
口
を
過
ぎ

た
あ
た
り
が
さ
つ
ま
い
も
の
紅
赤

(金
時
)
の
発
祥
の
地
、
旧
木
崎
村

針
ヶ
谷
で
す
。
明
治
三
一
年
、
山
田

い
ち
女
と
い
う
人
が
八
ツ
房
の
突
然

変
異
種
を
発
見
し
、
栽
培
に
成
功
し

ま
し
た
。
や
が
て
全
国
の
さ
つ
ま
い

も
約
四
割
が
こ
の
種
で
占
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

り
と
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
空
も

見
え
な
い
ほ
ど
葉
が
繁
り
、
真
夏
で

も
周
囲
の
熱
気
を
吸
い
取
っ
て
く
れ

る
よ
う
で
す
。

こ
こ
の
左
右
一
帯
の
約
四
七
す鑓に

及
ぶ
地
区
が
平
成
三
一年
五
月
に
街

開
き
を
し
ま
し
た
｢さ
い
た
ま
都
心
｣

で
す
。
関
東
甲
信
越
静
地
方
を
所
轄

す
る
国
の
地
方
支
分
部
局
等
の
行
政

機
関
に
よ
る
広
域
的
な
行
政
機
能
と

高
次
の
業
務

･
商
業

･
文
化
機
能
の

集
積
に
よ
り
、
首
都
機
能
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ヤ
キ
並
木
を
見
な
が
ら
、
J
R

さ
い
た
ま
新
都
心
駅
を
過
ぎ
る
と
、

ま
も
な
く
右
手
に
大
き
な
赤
い
鳥
居

が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
武
蔵
国

一
の
宮
、
氷
川
神
社
の
一
の
鳥
居
で

す
。こ

の
氷
川
神
社
は
、
二
〇
〇
〇
年

の
歴
史
を
持
ち
、
古
来
よ
り
朝
廷
、

貴
族
、
武
家
に
尊
崇
さ
れ
た
格
式
高

い
社
で
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
を
祚

る
男
躰
社
で
す
。
緑
区
の
三
室
に
氷

川
女
躰
社
を
置
き
、
そ
の
中
間
に
あ

る
見
沼
区
の
中
川
の
氷
川
神
社

(中

◆
中
山
道

【旧
大
宮
市
】

さ
ら
に
北
に
進
ん
で
、
J
R
与
野

駅
入
口
を
過
ぎ
て
大
宮
区
に
入
る
と

道
の
両
側
に
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
が
ず
ら



　　　　　　
　　　　　 　　　　　 　　　　 　 　　

氷川参道 ･一の鳥居

川
神
社
)
を
簸
王
子
と
し
て
、
見
沼

を
神
池
と
見
立
て
て
三
社
を
あ
わ
せ

た
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
神
社
で
す
。

参
道
は
一
の
鳥
居
か
ら
神
社
ま
で

続
く
約
二
如
の
ケ
ヤ
キ
並
木
で
す
。

埼
玉
県
の

｢ふ
る
さ
と
散
歩
道
｣
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
初

期
の
中
山
道
は
、
こ
の
氷
川
参
道
を

通
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。旅
人
は
、

氷
川
神
社
に
安
全
を
祈
願
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
旅
路
を
歩
ん
だ
こ
と
で
し
ょ

、ハノ
o大

宮
の
地
名
は
こ
の

｢大
き
な
お

宮
｣
の
氷
川
神
社
に
由
来
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
大
宮
宿
は
、
日
本

橋
か
ら
七
里
、
埼
玉
県
内
三
番
目
の

宿
場
で
、
今
で
は
宿
場
の
様
子
を
伝

え
る
建
物
、
な
ど
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
古
い
地
図
等
か
ら
推
測
す
る

と
、
こ
の
一
の
鳥
居

(写
真
3
)
を

過
ぎ
る
と
ま
も
な
く
両
側
に
茶
店
が

あ
り
、
こ
こ
か
ら
宿
が
は
じ
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

一
六
三
人
年
に
は
、
神
域
を
通
ら

ず
通
行
で
き
る
よ
う
、
今
の
中
山
道

の
か
た
ち
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

◆
脇
街
道

【旧
与
野
市
】

J
R
埼
京
線
の
与
野
本
町
駅
を
下

車
し
、
与
野
停
車
場
線
に
出
て
西
に

進
む
と
旧
与
野
市

(中
央
区
)
を
南

北
に
貫
い
て
い
る

｢本
町
通
り
｣
に

出
ま
す
。

こ
の
通
り
は
、
そ
の
昔
、
合
戦
に

馳
せ
参
ず
る
武
士
や
各
地
を
巡
る
僧

侶
な
ど
も
通
行
し
た
鎌
倉
街
道
で
し

た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
甲
州
街
道

か
ら
日
光
御
成
街
道
を
経
て
奥
州
街

道
へ
と
抜
け
る
脇
往
還

(脇
街
道
)

と
な
り
、
交
通
･
運
輸
に
重
要
な
役

し
、
そ
の
後
、
中
興
の
僧
賢
明
上
人

が
当
地
に
移
建
し
た
と
記
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

こ
の
円
乗
院
の
参
道
の
左
奥
に
は

地
蔵
堂
が
あ
り
、
木
造
の
地
蔵
菩
薩

立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
代

は
か
な
り
古
く
、
平
安
時
代
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
い
へ
ん
情
け
深
い
お
地
蔵
様

目
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
与
野
宿

は
こ
の
脇
往
還
の
継
立
場
と
し
て
大

い
に
賑
わ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
四
一
五
年
に
山
伏

が
残
し
た
と
い
わ
れ
る
｢市
場
祭
文
｣

に
よ
る
と
定
期
市
も
開
か
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

こ
の
本
町
通
り
に
出
る
と
、
正
面

に
高
く
そ
び
え
る
紅
色
の
塔
が
目
に

入
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
円
乗
院

の
多
宝
塔

(
写
真

4
)

で
、
弘
法
大

師
三

五
〇

年
遠
忌
の
記

念
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で

･

総

　

　

す
。
円
乗
院

讓

は
、
鎌
倉
幕

鰹

府
の
御
家
人

尽
終
ふ
.

蘂さ

　　
　

　　
　

で
あ
る
畠
山

k
き

重
患
が
=

九
O
年
頃
に

･

旧
浦
和
市
の

‘

讃

、
祭
機

道
場
(桜
区
)

'

に
堂
を
創
建

^

;



で
、
酒
に
よ
っ
た
男
を
心
配
し
て
あ

と
を
つ
け
る

｢送
り
地
蔵
｣
の
伝
説

が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
北
に
少
し
進
む
と
、
道

の
左
右
に
商
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
街
並
み
を
見
る
と
、
現
在
で

は
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
道

路
と
建
物
と
の
間
に
広
く
空
き
地
を

持
っ
た
家
を
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
場
の
な
ご
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
進
み
、
大
宮
区
と
の
境
に

近
づ
く
と
分
か
れ
道
と
な
り
ま
す
。

分
か
れ
道
の
真
ん
中
に
は
上
町
氷
川

神
社
が
建
っ
て
い
ま
す
。境
内
に
は
、

昔
は
岐
路
部
分
あ
っ
た
庚
申
塔
が
移

設
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
側
面
に
は
、

左
川
越
道
、
右
大
宮
道
･
奥
州
道
と

刻
ま
れ
て
い
て
旧
街
道
の
面
影
を
し

の
ば
せ
て
い
ま
す
。

◆
日
光
御
成
街
道

【旧
岩
槻
市
】

日
光
御
成
街
道
は
、
江
戸
の
本
郷

追
分
で
中
山
道
と
別
れ
て
荒
川
の
右

岸
、
岩
淵
宿
に
達
し
、
荒
川
を
渡
船

後
、
川
口
、
鳩
ヶ
谷
の
面
宿
及
び
大

門
宿

(さ
い
た
ま
市
緑
区
)
を
経
て

岩
槻
宿
に
着
き
、日
光
道
中
に
合
流
、

幸
手
宿
に
至
る
五
宿
、
約
四
人
蝿
の

街
道
で
す
。

東
武
野
田
線
の
岩
槻
駅
を
下
車

し
、
南
に
進
む
と
日
光
御
成
街
道

(国
道

三
一二
号
)
に
ぶ
つ
か
り
ま

す
。
旧
岩
槻
市
は
、
人
形
の
ま
ち
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
文

字
ど
お
り
、
こ
の
通
り
の
左
右
に
は

多
数
の
人
形
店
が
建
ち
並
ん
で
い
ま

す
。
岩
槻
人
形
の
起
源
は
諸
説
が
あ

っ
て
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

一
人

0
四
~
三
〇
年
頃
、
橋
本
重
兵
衛
と

い
う
人
が
株
雛
を
考
案
し
て
庶
民
に

も
て
は
や
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
周
辺
が
桐
材
を
多

く
産
す
る
地
域
だ
っ
た
こ
と
や
藩
の

下
級
武
士
や
近
在
農
家
が
内
職
と
し

て
労
働
力
を
提
供
し
た
こ
と
で
発
展

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

駅
前
通
り
と
日
光
御
成
街
道
と
の

交
差
点
を
左
折
し
、
右
手
に
平
行
す

る
道
路
に
出
る
と
、
ま
も
な
く
遷

喬
館

(写
真
5
)
が
見
え
て
き
ま

す
。
岩
槻
藩
士
の
児
玉
南
何
と
い
う

人
が
一
七
九
九
年
に
私
塾
と
し
て
開

に
岩
槻
を
代
表
す
る
文
化
財
で
す
。

さ
ら
に
南
東
、
直
線
で
六
〇
0
m

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
岩
槻
城
社
公
園
が

あ
り
ま
す
。
岩
槻
城
は
、
戦
国
時
代

に
太
田
道
真

･
道
潅
に
よ
り
築
城
さ

れ
た
も
の
で
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原

攻
め
に
際
し
て
落
城
す
る
ま
で
太
田

氏
の
居
城
で
し
た
。
園
内
の
一
部
に

は
黒
門
と
呼
ぶ
大
手
門
と
裏
門
が
保

存
さ
れ
、
当
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　　　

　

　

　

,

遷に)写真5 遷喬館

設
し
、
後
に
藩
校
と
な
っ
て
文
武
両

◆
現
在
の
道
路
網

道
に
秀
で
た
も
の
を
育
成
し
た
学
校

現
在
の
さ
い
た
ま
市
の
道
路
網

で
す
。
本
年
五
月
に
は
復
元
工
事
を

は
、
南
北
方
向
に
東
北
自
動
車
道
、

終
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

国
道
一
七
号
、
国
道
三
三
号
、
新

ま
し
た
。
一
般
公
開
の
ほ
か
、
小
学

大
宮
バ
イ
パ
ス
が
、
東
西
方
向
に
は

校
の
社
会
科
見
学
等
に
も
利
用
さ
れ

東
京
外
環
自
動
車
道
、国
道
一
六
号
、

て
い
ま
す
。

国
道
四
六
三
号
が
走
っ
て
い
ま
す
。

遷
喬
館
か
ら
東
に
四
〇
0
m
ほ
ど

特
に

｢さ
い
た
ま
新
都
心
｣
に
ア

進
み
ま
す
と
、時
の
鐘
が
あ
り
ま
す
。

ク
セ
ス
す
る
首
都
高
速
埼
玉
大
宮
線

一
七
二
〇
年
に
岩
槻
城
主
の
奥
方
が

は
東
京
都
心
と
直
結
し
て
お
り
、
現

大
判
二
〇
枚
を
混
ぜ
て
鋳
造
し
た
と

在
、
鉄
道
網
の
整
備
と
と
も
に
広
域

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
｢岩
槻
に
過
ぎ

的
な
道
路
整
備
に
よ
り
、
広
域
交
流

た
る
も
の
が
二
つ
あ
り
、
児
玉
南
何

都
市
と
し
て
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

と
時
の
鐘
｣
と
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う

を
進
め
て
い
ま
す
。



玉
造
温
泉
街
賑
わ
い
歩
行
空
間
社
会
実
験

松
江
市
都
市
計
画
部
市
街
地
整
備
課

一

玉
造
温
泉
の
紹
介

玉
造
温
泉
街
は
、島
根
県
松
江
市
玉
造
地
区
に
位
置
し
、

宍
道
湖
の
南
岸
に
注
ぐ
玉
湯
川
沿
い
に
連
な
る
山
陰
屈
指

の
温
泉
街
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
は
既
に
老
若
男
女
で
賑

わ
う
温
泉
地
で
あ
っ
た
と
の
記
録
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

温
泉
地
と
し
て
の
歴
史
は
長
い
。
ま
た
、
弥
生
時
代
に
は

既
に
め
の
う
の
産
出
･
加
工
が
行
わ
れ
て
お
り
、
周
辺
に

は
文
化
財
や
史
跡
も
多
い
。
温
泉
街
の
中
心
を
流
れ
る
玉

湯
川
、
そ
し
て
情
緒
あ
る
街
並
み
は
市
街
地
を
囲
む
斜
面

緑
地
と
調
和
し
た
景
観
を
形
成
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の

愛
着
と
誇
り
の
源
泉
で
あ
り
、
ま
ち
の
大
切
な
財
産
と
な

っ
て
い
る

(写
真
ー
)。

二

社
会
実
験
実
施
に
至
る

背
景
と
整
備
の
目
標

1

玉
造
温
泉
街
の
現
状

温
泉
街
の
入
り
込
み
客
数
は
、
平
成

五
年
に
は
年
間
九
〇
万
人
近
く
と
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
は
七
〇
万
人
前
後

で
低
調
に
推
移
し
て
お
り
、
地
域
の
声

や
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
を
適
切
に
把
握
し

な
が
ら
、
温
泉
街
の
基
盤
整
備
事
業
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
賑
わ
い

を
創
出
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
に
は
そ
の
対

策
と
し
て
温
泉
街
の
観
光
事
業
者
を
中

心
に
一
方
通
行
化
の
議
論
も
な
さ
れ
て

写真 1 玉造温泉街の街並み



き
た
が
、
地
域
の
意
見
は
賛
否
両
論
に
分
か
れ
、
実
施
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

2

地
域
か
ら
の
提
言

そ
の
よ
う
な
な
か
、
平
成
一
六
年
三
一月
に
は
、
玉
造

地
区
の
地
域
団
体
の
代
表
か
ら
な
る

｢玉
湯
町
都
市
再
生

整
備
計
画

(温
泉
街
基
盤
整
備
事
業
)
検
討
委
員
会
｣
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
温
泉
街
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

基
盤
整
備
事
業
等
に
関
す
る
提
言

『玉
造
温
泉
街

賑
わ

い
づ
く
り
に
向
け
て
の
提
言

~
こ
れ
か
ら
の
基
盤
整
備

事
業
~
』
が
合
併
前
の
旧
玉
湯
町
に
提
言
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
は
、
温
泉
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、
来
訪
者

が
そ
ぞ
ろ
歩
く
環
境
づ
く
り
や
一
方
通
行
化
、
電
線
類
の

地
中
化
な
ど
の
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

の
温
泉
街
中
心
部
に
お
け
る
交
通
量
は
、
休
日
二
、

八
〇
〇
台
/
12
h

(平
成
一
七
年
一
一
月
)
で
あ
る

が
、
歩
道
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
歩
行
者
、

自
転
車
の
安
全
性
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、

宿
泊
客
の
出
発
･
到
着
時
に
は
、
路
線
バ
ス
、
観
光

バ
ス
等
の
大
型
バ
ス
同
士
の
離
合
が
頻
繁
に
発
生

し
、
歩
行
者
の
み
な
ら
ず
車
両
の
通
行
も
滞
り
が
ち

で
あ
る

(写
真
2
、
図
2
)。

(市
)
玉
湯
川
筋
線
は
、
幅
員
が
狭
小
で
歩
道
が

無
い
状
況
で
あ
る
。
幅
員
が
狭
い
た
め
、
車
両
同
士

の
離
合
は
全
く
で
き
な
い
が
、
沿
道
の
旅
館
･
ホ
テ

ル
や
商
店
、
住
宅
へ
出
入
り
す
る
車
両
が
昼
間
を
中

心
に
走
行
す
る

(写
真
3
、
図
3
)

前
述
の
三
本
の
市
道
に
は
、
電
力
線
、
通
信
線
等
の

架
空
配
線
並
び
に
電
柱
が
林
立
し
、
狭
幡
な
歩
行
空

間
を
さ
ら
に
歩
き
に
く
い
も
の
と
し
て
い
る
と
と
も

に
、
温
泉
街
の
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高

層
化
さ
れ
た
旅
館
等
の
防
災
活
動
の
妨
げ
と
な
る
こ

3

温
泉
街
の
課
題
と
整
備
の
目
標

平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
に
は
玉
湯
町
ほ
か
六
町
村
と
松

江
市
が
合
併
し
、
新
し
い
松
江
市
が
誕
生
し
た
が
、
"新

“

松
江
市
に
お
い
て
も
玉
造
温
泉
街
の
振
興
を
重
要
な
観
光

施
策
と
位
置
付
け
、
引
き
続
き
基
盤
整
備
に
向
け
た
検
討

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、
玉
造
温
泉
街
に

お
け
る
課
題
と
整
備
の
目
標
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
、
温

泉
街
の
賑
わ
い
の
舞
台
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
し
た

(図
-
)。

の

玉
造
温
泉
街
の
抱
え
る
課
題

･
温
泉
街
の
動
脈
的
路
線
で
あ
る

(市
)
湯
町
玉
造
線

置

置

プ

間
位

位

ン

区
査

査
員

ハ

象
調
調

導
ジ

対
量

長
誘

一

、

験
通

滞
通

メ

実
交

渋
交

イ

M
~

郵便局前 (交)

通
行
止
め
区
間

~≧
≧ゞ
通
行
止
め
区
間

湯薬師橋 (交)
　　　　　　　　　

′語れ、くりどけまき、拝しご尊宅瀞字切り轟襲灘褻鯛名簿,挙り
‐奉公鰐等雪事理#這う‘務窓ギ閼,き謹繊維具-

図 1 玉造温泉街平面図及び実験区間等



図 2 (市)湯町玉造線 (右岸側)
現況道路断面

　
　　

　
　　
　

グ
リム

　
　　

　

写真3 幅員が狭小の (市) 玉湯川筋線

と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

㈱

玉
造
温
泉
街
の
整
備
目
標

･
歩
行
空
間
を
確
保
し
、
併
せ
て
車
輌
の
走
行
速
度
を

抑
制
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
、
自
転
車
の
安
全
性
を

向
上
さ
せ
る
。

･
温
泉
街
を
縦
断
す
る
二
つ
の
路
線
で
交
通
規
制
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
温
泉
街
の
交
通
体
系
に
つ
い
て
総

合
的
な
見
直
し
を
図
る
。

･
電
線
類
の
地
中
化
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩

行
空
間
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
温
泉
街
の
景
観
の
向

上
、
防
災
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
。

以
上
の
整
備
目
標
を
達
成
す
る
た
め
整
備
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
特
に
交
通
体
系
の
見
直
し
に
お

い
て
、
住
民
生
活
、
観
光
業
、
商
業
等
へ
の
影
響
が
予
想

さ
れ
た
。
ま
た
、
『玉
造
温
泉
街

賑
わ
い
づ
く
り
に
向

け
て
の
提
言
』
に
お
い
て
も
、
温
泉
街
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
社
会
実
験
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。三

実
験
の
概
要

1

玉
造
温
泉
街
賑
わ
い
歩
行
空
間
社
会
実
験
検
討
委
員
会

社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
験
の
施
策
の
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
玉
造
温
泉
街
の
道
路
整
備
の
方
向

性
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
各
種
団
体

図 3 (市)玉湯川筋線 (左岸側)

2300 800

現況道路断面

写真 2 歩道整備がされていない (市)湯町玉造線



の
代
表
者
等
か
ら
な
る

｢玉
造
温
泉
街
賑
わ
い
歩
行
空
間

社
会
実
験
検
討
委
員
会

(以
下
｢検
討
委
員
会
｣)｣
が
組

織
さ
れ
た

(表
ー
)。
検
討
委
員
会
で
は
、
実
験
施
策
の

検
討
、
実
験
施
策
の
結
果
か
ら
道
路
整
備
の
方
向
性
の
検

討
を
行
い
、
計
四
回
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
住
民
説
明
会

を
開
き
、合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
実
施
準
備
を
行
っ
た
。

1 検討委員会 委員母団体

社 島根県旅客自動車協会
国土交通省松江国道事務所
島根県土木部
島根県警察本部

玉造温泉旅館協同組合
玉造温泉飲食店組合
松江市身体障害者福祉協会

2

実
験
の
内
容

実
験
は
、
歩
行
空
間
の
確
保
に
よ
る
歩
行
安
全
性
･
快

適
性
と
歩
行
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
歩

道
や
速
度
抑
制
デ
バ
イ
ス

(イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
)
の
設
置

と
交
通
規
制
に
よ
る
交
通
体
系
の
変
更
と
い
う
二
種
類
の

手
法
を
用
い
て
、
そ
の
有
効
性
や
課
題
を
検
証
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た

(表
2
、
図
ー
)。

な
お
、
実
験
結
果
の
調
査
方
法
と
し
て
、
交
通
量
調
査

並
び
に
渋
滞
調
査
、
速
度
調
査
を
実
験
時
と
非
実
験
時
に

実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
験
中
~
実
験
後
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
験
中
に
行
っ
た

(表
3
)。

=

実
験
期
日

実
験
実
施
日
"

平
成
一
七
年
一
0
月
五
日

(水
)
~
平
成
一
七
年
一

〇
月
三

日

(火
)

②

イ
メ
ー
ジ
歩
道
設
置
･
一方
通
行
実
験

温
泉
街
を
縦
断
す
る
二
本
の
市
道
の
う

ち
、
幅
員
が
広
く
幹
線
と
な
っ
て
い
る

(市
)
湯
町
玉
造
線
に
は
、
歩
行
空
間
と
し

て
白
線
と
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
に
よ
っ
て
区
分

[n]

さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
歩
道
を
設
置
し
、
幅
員

の
減
少
し
た
車
道
は

一
方
通
行
と
し
た
。

一
方
通
行
の
方
向
は
、
観
光
車
両
の
温
泉

入
口
か
ら
の
ス
ム
ー
ス
な
誘
導
を
考
慮
し

て
南
向
き
と
し
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
終

日
規
制
と
し
た

(写
真
4
)。

等

･
路

線

名

"
(市
)
湯
町
玉
造
線

瀞

･
区

間
…玉
井
別
館
橋
~
湯
薬
師
橋

･
区
間
延
長

"
七
〇
0
m

･
規
制
内
容

"車
両
一
方
通
行

(終
日
)

表 2 実験項目

実験項目 箇所等 日 約

イメージ歩道設置 ･
一方通行実験 (市) 湯町玉造線 ･ 一方通行化による問題点 ･ 課題の抽出

･安全で快適な歩行空間の創出

通行止め実験 鰈==湯玉捕
出抽勘

出
課

創
･
の

点

間

題

空

間

行

る

歩

よ

な

に

適

め

快

止

で

行

全

通

安
デバイス実験

(イメージハンプ)
線造玉町湯柿

が断な
制

邁

抑

快

を

で

度

全

速

安

の

が

輌

車

中

転

に

白
]
'つ

･
上
い

請
お

歩

で

表 3 調査項目

調査項目 調査対象 調査内容

交通量調査 車両数 (4車種分類) ･実験 (規制時) 時･非実験 (非規
制) 時の車両走行台数

渋滞調査 渋滞長 ･実験 (規制時) 時･非実験 (非規
制) 時の主要交差点における影響

速度調査 度逮行耐車 姥のンハジ一メイ
ー(

果

ス

効
イ
制

バ

抑

デ

度

アンケート調査

飜
眠
繋

滌
鱗者業商

影る)え与に

ど

業
な

事

向
、
指

活

備

生

整

民

･

住

想

が

感

験
や

実

轡

ヒアリング調査 絲鮴
どな向指鰤･と想感卿実

(
た
だ
し
軽
車
両
は
除

く
)

③
通
行
止
め
実
験

玉
湯
川
を
挾
ん
で
対
岸
に
あ
る

(市
)
玉

湯
川
筋
線
は
、
車
両
通
行
止
め
と
し
た
が
、

沿
道
に
あ
る
民
家
や
商
店
、
旅
館
等
に
出
入
り
す
る
業
者

の
車
両
の
台
数
が
多
く
、調
整
に
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
、

温
泉
客
の
外
出
の
時
間
が
一
定
の
時
間
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
七
時
か
ら
二
三
時
ま
で
の
時
間
規
制
と
し

た
。
ま
た
、
接
続
す
る
市
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る



四

実
験
の
結
果

イ
メ
ー
ジ
歩
道
設
置
･
一
方
通
行
実
験

4
ヤ　

【(市
)
湯
町
玉
造
線
】

写真5

=
自
動
車
交
通
流
動
の
変
化
と
影
響

温
泉
街
の
南
北
交
差
点
か
ら

(市
)
湯
町
玉
造
線
及
び

(主
)
玉
湯
吾
妻
山
線
へ
流
入
す
る
車
両
の
合
計
台
数
は
実

験
時
･
非
実
験
時
と
も
約
八
･
0
0
0
台
で
あ
り
、
変
化
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
(市
)
湯
町
玉
造
線
へ
出
入
り
す
る

車
両
の
合
計
台
数
は
、
実
験
時
に
は
約
一
三
%
減
少
し
た

(図
4
･
5
)。
特
に
七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
で
は
三

一
%
減
少
し
て
お
り
、
一
方
通
行
規
制
に
よ
っ
て
温
泉
街
の

バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
性
格
が
強
い

(主
)
玉
湯
吾
妻
山
線
へ

交
通
量
が
シ
フ
ト
し
て
い
る
事
が
う
か
が
え
る
。

②

(主
)
玉
湯
吾
妻
山
線
交
差
点
に
お
け
る

渋
滞
長
の
変
化

温
泉
街
に
出
入
り
す
る
観
光
車
両
は
到
着
時
と
出
発
時

に
集
中
す
る
が
、
と
り
わ
け
朝
の
出
発
時
間
は
団
体
旅
行

の
観
光
バ
ス
が
集
中
す
る
た
め
、
温
泉
街
の
南
端
の
玉
湯

吾
妻
山
線
と
の
交
差
点
で
は
混
乱
が
予
想
さ
れ
、
南
側
か

ら
の
通
勤
車
両
の
渋
滞
が
発
生
す
る
事
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
。実

験
の
結
果
で
は
、
実
験
時

･
非
実
験
時
と
も
渋
滞
長

は
同
程
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
温
泉
街
か
ら
の
観
光
車
両

に
つ
い
て
も
目
立
っ
た
混
乱
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

(図

6
)
0

た
め
に
、
区
間
の
一
部
に
つ
い
て
は
規
制
を
実
施
し
な
か

っ
た
。

･
路

線

名

…
(市
)
玉
湯
川
筋
線

･
区

間
…
玉
井
別
館
橋
~
山
の
丼
橋

･
区
間
延
長

…
六
五
0
m

･
規
制
内
容

…車
両
通
行
止
め
(
一
七
時
か
ら
二
三
時
)

(た
だ
し
軽
車
両
は
除
く
)

㈱

デ
バ
イ
ス
実
験

速
度
抑
制
の
デ
バ
イ
ス
と
し
て
ハ
ン
プ
を
設
置
し
た

が
、
立
体
ハ
ン
プ
で
は
そ
の
衝
撃
が
観
光
地
の
玄
関
と
し

て
の
心
象
を
悪
く
し
、
到
着
準
備
の
た
め
に
バ
ス
の
座
席

を
立
ち
上
が
っ
て
い
る
乗
客
へ
の
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
と
し
た

(写
真
5
)
。

･
設

置

物

"
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ

･
設
置
箇
所

…玉
造
タ
ク
シ
ー
前
、
白
石
家
前

･
箇

所

数

三
一ヵ
所

(テープ)

実験中道路幅員

イメージハンプ
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図 5 (市) 湯町玉造線の路線通過台数の変化
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実
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実
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非
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◎

安
全
性
向
上
効
果

一
方
通
行
規
制
に
よ
り
離
合
の
機
会
が
減
少
す
る
ほ

か
、
温
泉
街
を
通
過
す
る
車
両
台
数
の
減
少
に
よ
り
車
両

の
安
全
性
は
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
歩
行
者

の
安
全
性
は
、
歩
行
空
間
の
設
置
以
外
に
も
車
両
の
離
合

機
会
や
車
両
台
数
の
減
少
に
よ
っ
て
も
向
上
し
た
も
の
と

㈱

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
け
る
一
方
通
行
規
制
の
有
効
性

実
験
期
間
中
に
は
、
実
験
区
間
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
日

帰
り
温
泉
施
設

｢玉
造
温
泉
ゆ
~
ゆ
｣
を
会
場
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
約
九
、
0
O
0
人
の
来
場
が
あ
っ

た
。
来
場
者
の
車
両
は
、
実
験
区
間
外
に
設
け
ら
れ
た
臨

時
駐
車
場
に
誘
導
さ
れ
た
も
の
の
、
多
く
の
車
両
が
よ
り

会
場
に
近
い
駐
車
場
を
求
め
て
実
験
区
間
に
流
入
し
て
き

た
が
、
交
通
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
な
く
円
滑
な
交
通
処

理
が
行
え
た
こ
と
は
、
一
方
通
行
に
よ
り
車
両
の
離
合
が

回
避
で
き
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

(写
真

る
o

南進 2,855

l 計 約8,ooo台 / T6 h I

4,す66
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主
市

@

住
儒

単
』

蕾
同調

渋

至

6図 想箇所

- …囲逐 函 渋滞が予想された方向 -

(主)玉湯吾妻山線
(市)湯町玉造線交差点 (南側)

(主)玉湯吾妻山線
(市)湯町玉造線交差点 (北側)

写真 6 一方通行により、車両の離合を回避

◎

住
民
･
商
業
者
･
歩
行
者
の
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
一
方
通
行
規
制

に
よ
る
影
響
は
、
住
民
･
商
業
者
と
も
に

｢不
便
に
感
じ

る
｣
｢不
便
に
感
じ
な
い
｣
の
割
合
が
五
0
%
前
後
で
あ

り
、
賛
否
両
論
に
意
見
が
分
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
特

に
地
域
住
民
を
主
な
顧
客
と
す
る
商
業
者
へ
の
影
響
は
大

き
く
、
強
い
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
た
。
周
辺
道
路
の
混

雑
度
に
つ
い
て
も
商
業
者
の
ほ
う
が
影
響
を
強
く
感
じ
て

い
る

(図
7
)。

し
か
し
、
歩
行
空
間
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
六

六
%
が

｢必
要
｣
｢ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
｣
と
回
答

し
て
お
り
、
歩
行
者

(主
に
観
光
客
)
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
で
は
更
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
商
業
者
は
、

逆
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
実
験
時
に
は
実
験
区
間
以
外
の
市
道
等
の
車
両

交
通
量
が
増
加
し
た
と
い
う
回
答
が
複
数
あ
っ
た
。

湯町玉造線の一方通行の不便さ

2

通
行
止
め
実
験

【(市
)
玉
湯
川
筋
線
-

の

自
動
車
交
通
流
動
の
変
化
と
影
響

交
通
観
測
位
置
に
お
け
る
車
両
通
行
台
数
は
、
実
験
時

二
人
台
/
郎
h
、
非
実
験
時
一
○
台
/
16
h
と
少
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
実
験
区
間
内
に
一
四
も
の
橋
が
あ
る
た
め
、

通
行
車
両
が
橋
間
の
短
区
間
を
走
行
し
て

(市
)
湯
町
玉

造
線
等
へ
流
出
入
す
る
事
も
影
響
し
て
い
る
。

非
実
験
時
に
比
べ
実
験
時
の
交
通
量
が
多
少
増
加
し
て

い
る
の
は
、
(市
)
湯
町
玉
造
線
の
一
方
通
行
規
制
に
よ

た

不

感
う

感

と

要

い

っ
と

る

う

必
な

は
言

を

う
言
ば

で

な

言

感

る

い
響
と

響

い

思
と

え
要
る

と
か
揃
必
あ

感

か

便

感

だ
ら

が

り
で

に
ら

不

に

響
ま
ち

常

か

要
ち

件

ま
要

便

ち

や
便

影
あ
ど

非
わ

必
ど

条

あ
不

不

ど

や

不

□
□
□

□
霊

園

□

□

□

□

図

口

□

□

口どちらかと言うと必要だと思う

口どちらかと言うと不便に感じなかった

湯町玉造線の一方通行の商売への影響
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(市) 湯町玉造線の一方通行の評価及び歩道の必要性
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り
、
迂
回
路
と
し
て

(市
)
湯
町
玉
造
線
を
北
進
す
る
車

安
全

･
安
心
な
歩
行
空
間
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
一
方

両
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
一
八
時
以
降
の
通
行

通
行
化
や
歩
行
者
専
用
化
の
手
法
を
探
ら
ざ
る
を
得
な
い

台
数
は
、
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
実
験
の
結
果
、
歩
行
者
空
間
の
確

②

歩
行
者
交
通
量

保
や
一
方
通
行
規
制
等
の
施
策
の
有
効
性
、
並
び
に
現
在

現
状
で
は
、
昼
間
の
歩
行
者
は
一
0
人
/
h
以
下
で
あ

の
道
路
の
利
用
実
態
等
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
整
備
に

っ
た
が
、
概
ね
一
七
時
頃
か
ら
増
加
す
る
。

向
け
て
の
課
題
も
ま
た
明
確
に
な
っ
た

(表
4
)。

③
住
民
･
商
業
者
の
評
価

今
後
も
地
域
の
関
係
者
を
主
軸
と
し
た
検
討
委
員
会
で

住
民
の
七
九
%
が
規
制
を
不
便
に
感
じ
な
か
っ
た
と
回

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
検
討
を
重
ね
、
そ
の
対
策
を
実

谷
し
て
い
る
も
の
の
、
商
業
者
に
お
い
て
は
評
価
が
二
分

施
し
た
う
え
で
、
〃歩
き
た
く
な
る
仕
掛
け
づ
く
り
"
と

さ
れ
て
い
る

(図
8
)。

と
も
に
、
歩
行
空
間
を
確
保
し
た

"歩
行
者
優
先
の
み
ち

歩
行
空
間
の
設
置
に
つ
い
て
も
住
民
の
約
六
割
、
歩
行

づ
く
り
“
を
推
し
進
め
る
も
の
と
す
る

(図
m
)。

台
数
は
、
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

②

歩
行
者
交
通
量

現
状
で
は
、
昼
間
の
歩
行
者
は
一
0
人
/
h
以
下
で
あ

っ
た
が
、
概
ね
一
七
時
頃
か
ら
増
加
す
る
。

③
住
民
･
商
業
者
の
評
価

住
民
の
七
九
%
が
規
制
を
不
便
に
感
じ
な
か
っ
た
と
回

答
し
て
い
る
も
の
の
、
商
業
者
に
お
い
て
は
評
価
が
二
分

さ
れ
て
い
る

(図
8
)。

歩
行
空
間
の
設
置
に
つ
い
て
も
住
民
の
約
六
割
、
歩
行

者
の
約
八
割
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
も
の
の
、
商
業
者

に
お
い
て
は
否
定
的
な
意
見
が
多
い
。

3

デ
バ
イ
ス
実
験

⑩

速
度
抑
制
効
果

イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
を
設
置
し
た

｢日
交
タ
ク
シ
ー
前
交

差
点
｣
に
お
い
て
、
車
両
走
行
速
度
が
非
実
験
時
に
比
べ

て
実
験
時
に
は
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
ハ

ン
ブ
に
よ
る
速
度
抑
制
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ

メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
か
ら
離
れ
た

｢め
の
う
や
し
ん
ぐ
う
前
｣

に
お
い
て
も
さ
ほ
ど
速
度
が
上
昇
し
な
か
っ
た
の
は
、
車

道
幅
員
の
縮
小
に
よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
る

(図
9
)。

五

ま
と
め
と
今
後
の
展
開

温
泉
街
の
二
本
の
市
道
に
お
い
て
、
現
状
の
道
路
幅
で

-繋

い
響

便

な
影

る

こ
不

惑
う

感

つ
と

る

は
言

を

い
響
と

響
い

ば
言

感

る

な
影
か

影
な
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杯
虻

影
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非
わ

･
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緘
和

国
ロ
ロ
ロ
圏

国

ロ
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口 どちらかと言うと影響を感じる

口 非常に影響を感じる

口どちらかと言うと不便に感じなかった

　
　
　
　　

　　
　　　
　　　
　

い
響
と

響
い

思
と

え
要
る

ば
影
か

影
な

と
か
揃
必
あ

だ
ら

が
り
で

白
ま
ち

常
か

要
ち
件

ま
要

影
あ
ど

非
わ

必
ど

条

あ
不

田
口
□
□
圏

囮
□

□
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□

揃ゞえば必要
-j必要でない

口 どちらかと言うと必要だと思う

図 9 (市) 玉湯川筋線の一方通行の評価及び歩行者専用化の必要性

玉湯川筋線の歩行者専用化の必要性

歩行者 熱き賎淺勢姿癜蔑も- ー ーl

謀聰轢きさ礎

玉湯川筋線の通行止めによる商売への影響

　
商業者衆議籟変慈努滋影

玉湯川筋線の通行止めの不便ささ
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観測地点別走行速度 県外車両 (km / h )

40

35

30

25

34,3 ▲
〉31 8

28,0 1m 27,0

‘ ‘20 ‘ ‘

山陰道高架下 日交前交差点 めのうやしんぐう前

三参三 11月 6日 (日) 非実験時 弓酷三 10月10日 (月) 実験時

図 9 (市) 湯町玉造線における県外車両の走行速度

表 4 歩行者優先のみちづくりの実現に向けた課題

◆速度抑制施策の検討

◆歩きたくなる仕掛けの検討

◆温泉街全体の総合的な交通安全確保のための周辺道路の整備

地元団体ほ
鬘 讓 美 麗 簔

嫌か

　　　 　 　 　　　　　　　
　　　　 　　　　　　　

整備計画

　
　　　 　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　検 討

玉
造
温
泉
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
へ

図TO 玉造温泉街整備推進イメージ
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